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　次元の狭はざ間まにて。

「はぁあああぁ～～……」

　下界の様子を遠目に確かめていた管かん理り神しん・エナは、思おもい詰つめたとしか言いようのない、深い深い溜ため息いきを吐はき出だした。

　原因はいつもと変わらない。

　悠ゆう久きゆうの時を生きる女神であるエナに、初めて生なま々なましい快感を教おしえ込こんだ張本人──転生者ヴァイン・リノスのせいだ。

「本当なら、わたしがヴァインさんといっぱいいちゃいちゃして、ヴァインさんもわたしにすっかり夢中になってくれてるはずだったのにー……」

　エナがうっかり出で遅おくれた隙すきに、その役目はラクシャルやゼルスといった下界の魔ま族ぞくたちに奪うばわれてしまった。

　しかもその二人はエナに対して──主にエナ自身の迂う闊かつな言動が原因で──猛もう烈れつな敵意を向けてくるため、恥はじを忍しのんで混ぜてもらうことすらできない。

　結局、エナはヴァインが他の女性を次つぎ々つぎと手て籠ごめにしていく様を異次元から見守ることしかできず、しかもその覗のぞき行こう為いはかえって疼うずきを悪化させるだけだとわかっていながらも、止やめることができずにいる。

「……そりゃ、わたしの役目を考えれば、今のラクシャルさんやゼルスさんの状態こそが望ましいですけどー……」

　ぽつりと呟つぶやく。

　そう。ヴァインはもとより、ラクシャルやゼルス、その他の者たちにも幸せになってもらわねば困る。それが管理神の本当の役目なのだから。

　頭ではそうと理解していても、こみ上げてくる切なさを抑おさえきれない。

　悶もん々もんとするエナを現実に引ひき戻もどすように、不意に、ある警けい鐘しようがエナの頭の中で鳴なり響ひびいた。

「むむー、またですか。最近多いですねー」

　世界を管理するうえでは、何らかの綻ほころび──エラーやバグといったものが、様さま々ざまな理由で発生する。

　それらの発生を速やかに把は握あくし、正常な状態へと戻すために、エナは日ひ頃ごろから力の大半を世界の管理維い持じに割いているのだ。

　発生した地点も、もちろん一いつ瞬しゆんで把握できる。

「えーっと、ここは……あ♪　ヴァインさんたちが今いるところの近くですねー」

　位置を把握すると、たちまちエナは元気を取り戻した。

　せっかくすぐ近くに行けるのだから、仕事が片付いたらそのまま彼かれに会いに行ってしまおう。いつものように横よこ槍やりが入ったとしても構うものか──そう決心するのに時間はかからなかった。

　そうとなったら今すぐ世界の綻びを取り除いてしまおうと、エナは急いで転移した。




　転移した先は、広い平原だった。

　空間を超こえて降臨したエナの気配に反応し、敵意を向けてくるものがある。

　その相手こそが、綻びの原因なのだとエナにはすぐにわかった。異物の存在を取り除くべく、瞬しゆん時じに身構えて──。




「…………えっ？」




　対たい峙じする相手の姿を目まの当あたりにした瞬しゆん間かん、エナは絶句した。

　そんな……そんなはずはない。一体どうして。

　このひとが、わたしの目の前に存在するはずは──。

　動どう揺ようによるエナの反応の遅おくれは著しく、しかも致ち命めい的てきなものであった。

　エナが思考力を取り戻した瞬間には既すでに、敵の刃やいばはエナの眼前へと迫せまっていたのだ。

「きゃああああああっ!?」

　エナの悲鳴が、辺り一帯に響ひびき渡わたる。

　それは事態の急変を告げる、始まりの合図でもあった。
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　海上要よう塞さいに乗ってノースモア王国を離はなれた俺たちは、道中でも何やかんやあったものの、無事に目的地である西の大陸へ辿たどりつくことができた。

　リジール率いる魔ま王おう軍ぐんは、大陸の東とう端たん部ぶをほぼ勢力下に置いているそうで、個人の実力はともかく軍の規模でいえばゼルスの魔ま帝てい軍ぐんを遙はるかにしのぐ。

　また、リジールを倒たおした俺を新たな王とすべきかどうかで話し合いの場が持たれる場面もあったのだが、俺はとっくにノースモアで王様の身分を味わいつくしていたので、当然辞退した。

　結局、俺たち一行は賓ひん客かくの扱あつかいに落ち着き、王宮の部屋をいくつかと数名の使用人を与あたえられて、しばらくそこで生活することになった。

　王宮での暮らしは快適の一言で、これといったトラブルもないまま、気づけば数ヵ月の時が経たっていた──。




「……俺、このままでいいんだろうか」

　ふと呟つぶやいた言葉に、すぐ近くから別の声が返ってくる。

「どうかなさったのですか、ヴァイン様？　どこかお体の調子でも……」

　心配そうに眉まゆをひそめてこちらの顔を覗のぞき込こんでくるのは、ラクシャル。

　俺が最初に奴隷化テイムした相手であり、誰だれよりも直接的に情熱的に俺を愛し、付き従っている従順な魔ま族ぞくだ。

「ラクシャル様、それはないと思う。ヴァインのここ、いつも通りすごく元気」

　そう否定的に返したのは、キアだ。

　ノースモア王国で、脅おどされて仕方なく俺を襲おそってきたこいつを逆に助けてやってからの付き合いだが、色事への積極性はラクシャルにも負けていない。

　……というか。

　朝っぱらからベッドの上で、俺はそのふたりに押おし倒たおされた状態でいる。

「おい、俺は今から真ま面じ目めな話をしようとしてるんだが……なぜズボンを脱ぬがす」

「なぜって、朝はヴァインの元気なモノを鎮しずめてあげるのが奴ど隷れいの役目だから。そうだよね、ラクシャル様」

「はい！　とりあえず毎朝の日課をお済ませになった方が、ヴァイン様も落ち着いてお話できるかと思いますよ？」

「日課て」

　ラクシャルの言いようは何だが、面と向かって否定できないのも事実だ。

　毎朝どころではなく、王宮に来てからというもの、時間があればラクシャルやキアを抱だいたり、ゼルスを混ぜようとして叱しかられたり、タマラやリジールにいやらしいちょっかいを出したり。

　それ以外の時間は、飯を食うか寝ねているか。

　……俺、ノースモアで王様をやってた時と全然変わってねえな。

「ダメだ、こんな生活してたらダメ人間になる。そろそろ是ぜ正せいしねえと」

　かぶりを振ふって決心した俺に、キアがきょとんと首をかしげる。

「……？　ヴァインがダメ人間じゃなかった時期なんてあったの？」

「どつくぞ」

　キアの純じゆん粋すいな疑問に、純粋な怒いかりを込めた声で応じる。

　ラクシャルの朗ほがらかな声が、ひび割れた空気を押し流した。

「まあまあ、是正を考えるのも一度こちらを鎮めてから、ということで……いただきます、ヴァイン様……ん、んんっ♪」

　と──強引にラクシャルは俺の腰こしに跨またがると、いきなり自分の腰を落としてきた。

　にゅるりと生暖かい肉に飲み込まれ、包まれていく感かん触しよく。
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「く……っ、ラクシャル、いきなりすぎだろっ……」

　もう何十回、何百回と味わってきてなお、行こう為いのたびに頭の芯しんが焼けるような快感をもたらしてくれる。

「あ……はぁぁ、っ……ヴァイン、様……深、いっ」

　ラクシャルは寝ね間ま着きを身にまとったままで、ほとんど素す肌はだを晒さらしてはいないが、下着もつけていなかったようだ。

　その部分が薄うす布ぬのの下に隠かくされ、直接見えないままでの結合は妄もう想そうをかきたてる。

　まして、結合部から熱い潤うるみがだらだらと溢あふれ、俺の下腹部にこぼれ落ちてくるのを感じていると……。

「ラクシャル、お前……いつから、できあがってたんだよ……こんな……っ」

「いつも、ですっ……いつだって、私はヴァイン様が欲しくって、我が慢まんできないんです……あ、ふぁっ、あぁぁ……っ！」

　自発的に、というより自分でも止められない様子で腰を振り、ぐちゅり、ぐちゅりと粘ねばり気けの高い水音を響ひびかせながら体を反らせるラクシャル。

　俺はその体に更さらなる快感を与えようと手を伸のばしかけたが、その前に、顔面に何かが強く押し付けられ、押し返されてしまった。

「んぐっ!?　キ、キア……？」

「ヴァインとラクシャル様だけでお楽しみしちゃダメ。キアも混ぜて」

　珍めずらしく、嫉しつ妬と心しんにも似た感情を露あらわにしながら、キアは服を脱ぎ捨てた。

　ラクシャルやタマラほどではないが充じゆう分ぶんに豊かな胸の膨ふくらみが、ぷるんと揺ゆれて露わになる。

「こうやって……ヴァインの大好きな胸で、頭の中いっぱいにする。キアのことしか考えられないくらいに」

　改めて、俺の顔に真っ白な胸を押しつけてくるキア。

　つきたての餅もちのように柔やわらかな感触が、むにゅんと変形して俺の顔面を覆おおう。

　本能的に人を安あん堵どさせる、ほのかに甘あまい香かおりが鼻び孔こうをくすぐってくる。

　キアの胸に視界を塞ふさがれて、他のものは何も目に入らなくなる。

「キ、キア……混ざるのは構いませんけど……ん、っ。ヴァイン様を、奪うばうみたいな言い方は……」

「ヴァインはひとりしかいないんだから、積極的に行かないといっぱい交こう尾びできない。キアはラクシャル様相手でも、これだけは遠えん慮りよしない」

「っ……だったら、私だってヴァイン様をいっぱい気持ちよくするんですから……負けませんよ……っ！　え、いっ……んっ、ふうぅぅ……っ！」

　対たい抗こう意識を燃やしたラクシャルが、急激に締しめつけを強くしてくる。

　更に、円を描えがくように腰を振って、熱い粘ねん膜まくをぬちゅぬちゅと擦こすりつけているのが、見えなくてもわかった。

　キアもキアで、依い然ぜんとして胸を押し当て続けながら、俺の服の前をはだけさせて乳首を指で弄いじってくる。

「ヴァイン、気持ちいい？　いっぱいキアで興奮して……キアで出しちゃえ」

「やぁ、ですっ……今は、ヴァイン様は、私で気持ちよくなって、くれないと……っん、はぁ、っああぁ……！」

　甘い声、甘い匂におい、甘い快感。

　脳のう髄ずいが蕩とろけるような世界に浸ひたされ、俺は半ば本能的に右手を動かす。

　その指がキアの尻しりを這はい、腿ももを撫なで下おろし、股こ間かんへ這はい戻もどって蜜みつ壺つぼへと滑すべりこんだ。

「──んきゅっ!?」

　キアが背を反らすと押し当てられていた胸も暴れ、こちらの唇くちびるに硬かたい突とつ起きが当たる。

　それを唇で挟はさみ、吸いつきながらキアの中に指をぐぽぐぽと抜ぬき差さしすると、キアの体は痙けい攣れんするように何度も大きく跳はねた。

「ふあぁぁぁっ♪　ま、待っ……ヴァイン、やめ、やめぇっ……今日は、キアが、責める番でっ……あ、ぁぁ、しゅご、ぉっ……！」

「ん、ふ……ふふっ……！　ヴァイン様は、やっぱり、素敵ですっ……私も、こんなに硬いの、中でビクビクされたら、もう……っ！」

　急激に上のぼり詰つめていくキアと、我慢を解き放つように俺の上で腰を跳ねさせるラクシャル。

　ふたりの絶頂に引っ張られるように、俺もこみ上げる衝しよう動どうを抑おさえきれず──。

「だめっ、キア、いくっ、いくぅっ！　ヴァ、インっ……あ、はぁあああっ!!」

「ヴァイン様、ヴァイン様、ぁっ♪　くださいっ、熱いの、ナカに……ぃっ！　ああああぁぁっ!!」




　──びゅるるるっ！　びゅぐっ、びゅぐぅっ!!




　乳ち房ぶさに包まれて声をあげられない代わりとばかりに、ラクシャルの中に思い切り白はく濁だくを噴ふき出だす。

　俺に覆いかぶさっていたキアは、力が抜けてバランスを保てなくなったのか、俺の体から転がり落ちてベッドの上で身を丸くした。

　開けた視界に飛び込んできたのは、腰を上げて俺のモノを自分の中から引き抜き、淀よどみない動きでそれを上の口に咥くわえ込こむラクシャルの姿だ。

「ん、んっ……ぢゅるっ、ちゅぷ、ちゅ……♪　ヴァインふぁまの、どろどろぉ……らいしゅきれしゅ……ちゅっ、ちゅ……ぅ♪」

「っぐ……ぅ！」

　イった直後のモノを舐なめられるのは刺し激げきが強すぎるんだが、ラクシャルに何度注意しても、この癖くせだけはなかなか直ってくれない。

　それだけ夢中になってくれているんだと思うと、強く止めるわけにもいかないからなんだが……。

『お掃そう除じ』が終わる頃ころ、キアも気けだるそうに身を起こしてきた。

「く、は……っ、う……ラクシャル様、ずるい……ヴァインの、一人ひとり占じめにして……」

「ん……綺き麗れいにお掃除するのも、私の務めですからね。こればかりは譲ゆずれませんよ？」

　キアの非難を涼すずしい顔でかわすと、ラクシャルは立ち上がり、晴れやかな笑顔を見せた。

「では、ヴァイン様。朝食の準備に行って参ります！　下ごしらえは既すでに済んでいますので、すぐに用意できますからね」

「……なあ。俺、真面目な話があるって言ったはずだが」

　いつも通りマイペースなことを言うラクシャルに、俺はようやく苦言を呈ていしたが、それが通じるラクシャルではない。

　笑顔をキープしたまま、はきはきと答えてくれる。

「ヴァイン様のお話は、朝食の場で伺うかがいますね。ゼルス様もタマラさんもいらっしゃいますし、その方がいいでしょう」

「……わかったよ」

　ラクシャルの言うことにも一理ある。今後のことを話し合うなら、全員が揃そろう場が望ましいだろう。

　満足した様子で寝間着のまま部屋を出ていくラクシャルをよそに、今度は復活したキアが擦すり寄よってくる。

「じゃあ、ラクシャル様が朝食を準備している間に、今度はキアがする」

「お前な……俺はたった今出したばっかりで……」

　俺は抗こう議ぎの言葉を口にしようとしたが、それは途と中ちゆうで遮さえぎられた。

　何かが倒れ、床ゆかを打つ音が響ひびき渡わたったのだ。

　反射的に、音の方角へ目を向けて……俺は、血の気が引く思いがした。

「ラクシャルっ!?」

　開けたドアから廊ろう下かへ一歩踏ふみ出だしたところで、唐とう突とつにラクシャルは倒れていた。

　ただ転んだという様子ではない。

　急いでベッドを飛び降り、駆かけ寄よって抱き起こすと、いやに呼吸が荒あらい。

「……ヴァ、イン、様」

　俺を見上げる瞳ひとみは、驚おどろきと戸と惑まどいに揺れていた。

　ラクシャル自身も、自分に起こった事態に驚いているようだ。

　只ただ事ごとじゃない予感がする。

「……キア、急いでゼルスを呼んできてくれ」

　これが魔族に共通する不調の兆きざしか、あるいはラクシャル特有の反応か。どちらにしても、ゼルスに聞くのが確実だろう。

「わ、わかった」

　俺の命令に、キアは慌あわてながらも翼つばさをはためかせ、王宮の廊下を文字通り飛んでいった。

　ラクシャルに視線を落とすと、既に意識が朦もう朧ろうとしているようで、目を閉じたままこちらの言葉に反応してくれない。

　俺はラクシャルを抱き起こした格好のまま、ただただ、ラクシャルのこの変異が何事でもないようにと祈いのり続つづけていた。




　俺が別の寝しん室しつへラクシャルを寝かせて間もなく、キアがゼルスを連れて戻ってきた。

　更に、騒さわぎを聞きつけたタマラ、リジール、サキュバス姉妹も姿を見せる。

　ゼルスは、寝ね床どこで顔を上気させて荒い呼吸を繰くり返かえすラクシャルに寄より添そい、額や手に何度か触ふれてから、重おも々おもしい声で告げた。

「……ヴァインとタマラ以外の者は知っておろうが、高位の魔族は病やまいに強い抵てい抗こう力りよくを持つため、病気で倒れることは基本的にない。風か邪ぜは当然として、感かん染せん症しようの類たぐいに侵おかされることも考えられぬ」

　断言するゼルスに、キアたちが頷うなずいて同意を示す。

　俺とタマラは魔族ではないので、その辺りはしっかり確認しておきたいところだ。

「つまり、ラクシャルは病気じゃないってことか？」

「あの……ヴァインくんのせいで疲つかれただけってことはないかな？　ラクシャルちゃんが倒れたの、ヴァインくんと……した後だって聞いたし……」

「それはありえません」

　やや私し怨えんを感じるタマラの問いに、横から答えたのはサキュバスの片割れ……リーサだ。

「毎日毎日隙すきあらばこの人間の男と交わっているラクシャルが、たかだか朝から一回いたした程度で疲れるわけはないでしょうね、ローサ」

「同意見です。サキュバスは性欲を感知する力に長たけていますが、それによると、この女の体はまだ全く満足していませんね、リーサ」

　……聞かなくてもいいことを聞いた気がするが、とりあえず朝のアレが原因でもないらしい。

　しかし、病気でも、疲れが溜たまっているのでもないとしたら、理由はいったい……？

　考え込んでいると、不意にゼルスが立ち上がり、俺の袖そでを軽く引いた。

「ラクシャルのことはひとまず様子を見るとしてじゃ。魔帝軍との定期連れん絡らくの件で相談がある。少し顔を貸せ、ヴァイン」

「後回しにしろってのか？　そんな話こそ、今じゃなくたって……」

「いいから、来ぬか」

　いつになく強引に、凄すごみさえ感じさせる声で、ゼルスは命令してくる。その態度の裏に何かあることは明白だ。

　……どうやら、俺とふたりで話したいことがあるらしいな。

「わかったよ……タマラ、キア、ラクシャルを看みててくれ。ちょっと外す」

　俺はその場を任せ、先導するゼルスに続いて部屋を後にした。




　ゼルスは無言で王宮を出ると、そこから更に歩いていき、少し離れた林の中でようやく立ち止まった。

　振り返り、開口一番に切り出す。

「ラクシャルの件じゃが」

「そう来ると思ったよ。お前がラクシャルの異変を後回しにするわけないよな」

「わかりきったことを言うな。それで、ヴァインを連れ出した理由じゃが……病気でも疲ひ労ろうでもない以上、考えられる原因はふたつしかない。呪のろいか、毒じゃ」

「……誰かがラクシャルに、意図的に害を加えたってことか？」

「それしかないじゃろうな。じゃが、呪いは除外できる」

　ゼルスはおもむろに指を二本立ててから、その一本を折った。

「ノースモアでの一件で知っておろうが、余よは呪いに関してはある程度の知識がある。ラクシャルを衰すい弱じやくさせるほどの呪いであれば、その波長を余が感じぬはずはない。ゆえに、呪いではありえん」

「じゃあ、毒ってことになるんだろうが……その前に、少し確認させてくれ。本当に病気の線はないんだろうな？　風土病ってことも？」

「ない。魔族の体を甘く見るな。仮に魔族を侵せるほどの病が存在したとして、ラクシャルよりも免めん疫えき力りよくで劣おとるはずのタマラやキアには何の症しよう状じようも出ておらぬしな」

「……そうか」

　病気にかかるかどうかは、偶ぐう然ぜんってこともあるんじゃないかと思うが……ゼルスがここまで強く言い切る以上、魔族の免疫力は相当なものなんだろう。

　その判断を信じて、病気の線は一いつ旦たん除外することにした。

「そうなると、毒か？　……だが、毒ならラクシャルに接せつ触しよくできるほど近くにいなきゃ不可能だろう。最近の俺たちは王宮からろくに出ちゃいない。それだと、魔王軍……つまりリジールの部下の誰かが犯人ってことになる」

　俺が指し摘てきしたようなことは、とっくに考えていたんだろう。

　ゼルスは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をして、少しの間、口をつぐんだ。

「……その線で考えてみたが、それも矛む盾じゆんがあるのじゃ。動機があるとすればリジールの仇あだ討うちということになるのじゃろうが、それならヴァインか余を狙ねらうはず。ラクシャルが狙われる道理はない」

「だな。筋が通らねえ」

「じゃが、理り屈くつには合わずとも、現実にラクシャルは倒れた。何らかの原因があるはずじゃ」

　ゼルスも、本心から魔王軍の誰かを疑っているわけではないのだろう。

　消去法で言えば他に考えようがないのだが、どうにも違い和わ感かんが拭ぬぐえない。

　少しの間、俺とゼルスが顔を見合わせて首を捻ひねっていた──その時だった。




「きゃああああああっ!?」




　突とつ然ぜん、林の向こうから女の悲鳴が聞こえてきた。

　その声を、俺は聞いたことがある。

「……エナ!?」

　弾はじかれるように俺は駆け出していた。ゼルスも、一いつ拍ぱく遅おくれてついてくる。

　茂しげみをかき分け、林を抜けると、開けた平原に出た。

　そこには思った通り、エナが尻しり餅もちをついて震ふるえており、その目の前には──。

「……えっ？」

　エナに剣けんを向けている、その相手を見て……俺は、目を見開いたまま動けなくなった。

　手に双そう剣けんを携たずさえ、頭頂部から突つき出だす一いつ対ついの角が目を引く、魔族の女だ。

　流れるような漆しつ黒こくの髪かみと、浅黒い肌はだには強きよう烈れつな違和感を覚えるが、それ以外の身体的特とく徴ちようは、俺がよく知るある人物に瓜うり二ふたつとしか言いようがないほど酷こく似じしている。

　そう──ラクシャルに。

「黒い……ラクシャル……!?」

　思わず俺の喉のどからほとばしった声に反応して、黒いラクシャルはこちらを睨にらんだ。

　かつて、俺が生まれた村でラクシャルと遭そう遇ぐうした時とは比べ物にならないほどの、昏くらい憎ぞう悪おに染まった瞳で。

「……人間ですか。何者かは存じませんが、生かして帰す理由はありませんね」

　双剣をこちらに向けて構え、黒いラクシャルは静かに告げる。

　表面上は淡たん々たんとした口調だが、その裏には底知れぬ憎悪と殺意が渦うず巻まき、相対するだけで肌がチリチリするほどの威い圧あつ感かんを放っている。

　深く息を吸い込み、一言一句はっきりと断じる口調で、黒いラクシャルは宣言した。

「ゼルス様を殺した憎にくき人類は、私の手で根絶やしにします」

「……は？　お前、いったい何を言って──」

「問答無用ッ!!」

　俺は当然の疑問を口にしたが、黒いラクシャルはそれ以上人間と口を利くつもりはないとばかりに、殺意の乗った剣で斬きりかかってくる。

　その動きを見た瞬しゆん間かん、反射的に体が動いた。

　自ら脇わきに突っ込むようにして、黒いラクシャルの初しよ太だ刀ちをかわす。

（こいつ……ラクシャルと同じ動き!?）

　かつて敵として相対した時のラクシャルと、全く同じ攻こう撃げきパターンだ。

　どうやら、ただ見た目が同じだけの偽にせ者ものというわけではないらしい。

　一方で、黒いラクシャルも回かい避ひされるとは思っていなかったようで、驚きを露わに振り返った。その表情がたちまち深い怒ど気きに染まる。

「くっ。私の剣をかわすとは、人間の分際で──」

「こ……これは、どういうことじゃ!?」

　黒いラクシャルの言葉を遮ったのは、遅れて駆けつけたゼルスの声だった。

　俺が全速力でエナのもとへ向かってきたせいで、引き離していたらしい。

　悲鳴を聞いて来てみれば、ラクシャルそっくりの魔族が俺に斬りかかっていたのだから、ゼルスが驚くのも当然だ。

　だが──振り返ってゼルスの姿を認めた黒いラクシャルの驚きようは、ゼルスのそれを凌りよう駕がしていた。

　構えていた剣を下ろし、目を点にしてゼルスを凝ぎよう視しする。

「……ゼ、ルス、様？　ゼルス様……まさか。まさか、生きておられたのですか……？」

「な、なに？　どういう意味じゃ？　余は死んだ覚えなどない。それより、貴様の方こそいったい……」

「ラクシャルです！　おわかりになりませんか!?　あなたの右みぎ腕うで、『剣けん舞ぶの魔将』ラクシャルです！　ああ、こんな……こんなことがあるなんて……！」

　黒いラクシャルは俺の存在など忘れてしまったかのように、目に涙なみださえ浮うかべて、腕を広げてゼルスに駆け寄ろうとした。

　だが、それを拒こばんだのは、他ならぬゼルス自身だった。

「近寄るなッ!!」

　ゼルスの一いつ喝かつに、黒いラクシャルはビクリと肩かたを震わせ、その場に静止する。

　見つめ返すゼルスの瞳は、怒りと苛いら立だちに満ちていた。

「いったい何を言い出すのかと思えば……貴様がラクシャルじゃと？　余の大切なラクシャルなら、今は寝ね込こんでおるところじゃ！　どこの誰だか知らぬが、姿形を似せるに留まらず、ラクシャルの名まで騙かたろうとは許しておけぬ！　この偽者が!!」

「……そ、そんな……ゼルス様、私は……私はラクシャルです！」

「まだ認めぬか!?　余のラクシャルはひとりしかおらぬ。貴様ではない！」

　激げつ昂こうするゼルスと対照的に、俺の思考は冷静さを取り戻しつつあった。

【心しん眼がん】スキルを使えば、この黒いラクシャルの正体を読み解けるかもしれない。

　黒いラクシャルを視界の中心に捉とらえ、意識を集中させる。が──。

「──ぐッ!?」

　その瞬間に飛び込んできたのは、普ふ通つうのステータス画面とは全く違ちがうものだった。

　何の意味も成さない、膨ぼう大だいな数字と記号の羅ら列れつ。

　強制的に脳内を侵して流れ込んでくる情報の暴力は、まるで頭の中をミキサーでかき回されているかのようだ。頭が割れんばかりの頭痛に襲われ、たまらず膝ひざをつく。

「ヴァイン!?　大だい丈じよう夫ぶか!?」

　異変に気づいたゼルスがこちらに呼びかけてくる。

　黒いラクシャルは緩ゆるやかに首を動かし、ゼルスと俺を交こう互ごに見比べると、ぽつぽつと虚うつろな声で呟いた。

「ゼルス様、どうして……まさか、この人間のせいで……？　そうです……ゼルス様がご無事なら、魔帝城は、今頃どうなって……私、帰らなくては……魔帝城へ……」

「魔帝城じゃと？」

　反応したゼルスの声は、黒いラクシャルの耳には届いていないようだった。

　宙を仰あおぎ、魔ま法ほうを唱える。

「【エアロ・ウィング】!!」

　風の翼を得て飛ひ翔しようした黒いラクシャルは、留まることなく東の空へ飛び去っていく。

　俺は痛む頭を押さえて立ち上がると、自分も同じ魔法で後を追おうとした。

　あいつを取とり逃にがすのは危ない。本能的にそう感じていたのだ。

「ヴァインさん、待ってください!!」

　俺の意図に気づいて声を張り上げたのは、エナだった。

　地面にへたり込んだまま、動どう揺ようと恐きよう怖ふに染まった顔で、それでも必死で俺を止めようとする。その様子には、とても無視できないものを感じた。

「あのひとを……あのラクシャルさんを、追ってはダメですー……お願いです……」

「……お前、何か知ってんのか」

　俺にも正体がわからない黒いラクシャルを、『あのラクシャルさん』と表現したあたりには、確信に近いものを感じる。

　そもそも、どうしてエナがこんなところにいるんだ？

「話を聞かせろ。ダメだっつっても連れてくからな、エナ」

「……はい。わたしも、ヴァインさんにお伝えしないといけませんからー……」

　頷いたエナの表情には、ある種の決意が見て取れた。

　薄うす々うす察していたことだが、どうやら、ただの偽者なんて簡単な話じゃなさそうだ。




　俺とゼルスはエナを王宮まで連れ帰ると、まずラクシャルのもとへ向かった。

　ラクシャルは変わらず床とこに伏ふしており、つきっきりで様子を見ていたタマラとキアに聞いても、特に変化はなかったという。まして、外に飛び出してなどいるわけもない。

　この件については、まずエナに事情を聞く必要がある。

　俺は空いている客間のひとつを借りて、エナとふたりだけで話すことにした。

　エナに対して遺い恨こんのあるゼルスも、今回ばかりは緊きん急きゆう事じ態たいとあって、素直に席を外してくれている。

「……とりあえず、座ったらどうだ？　エナ」

　客間は丸テーブルと四よん脚きやくの椅い子す、それにベッドが二つあるだけの簡素なものだが、エナは椅子にもベッドにも座ることなく、さっきから部屋の端はしをうろうろしている。

　俺が促うながしても、悲しげな表情で首を横に振るだけだった。

「ヴァインさんのお気持ちは嬉うれしいですけど、落ち着いてはいられませんー……こんな……こんなことになってしまうなんてー……」

「お前がそれでいいってんなら、いいけどよ」

　しつこく勧すすめても仕方ないと、俺は自分だけ椅子に腰を下ろし、エナに向き合う。

「それで……エナはあの黒いラクシャルについて、何を知ってる？　あいつは何なんだ？　ただの偽者って感じじゃなかった……なぜ、ラクシャルがふたりいるんだ？」

「…………」

　エナは言葉を選ぶように、少し考える素そ振ぶりを見せると、沈しずんだままの目を俺の方に向けた。

「ヴァインさん……あの黒いラクシャルさんには、バグが発生しています」

「バグ？」

「はい。それ自体は、たまにあることなんです。そんな場合、わたしは管かん理り神しんの仕事として、バグを修正するために現地に下りて接触するんですけどー……今回は、その……ヴァインさんたちが来る前に、襲われてしまって。その時に、バグが思いがけない方向に作用した結果……あの……」

　かつてないほどの歯切れの悪さで説明しつつ、エナは何度も視線をあちこちにさまよわせ、落ち着きのなさを全身で表現している。

　何か、とてつもなく言いにくいことを言おうとしているのは間ま違ちがいない。

　俺はその時点で心底嫌いやな予感がしたが、次にエナの口から飛び出した言葉は、俺の想像をも超こえる最悪なものだった。




「……管理神としての力を……つまり、この世界の管理者権限を、奪われました」




「はぁ!?」

　反射的に大声を出すと、エナは子犬のようにビクッと震えて身を縮こませる。

「ご、ごめんなさい、ごめんなさいーっ！　わたしも、気が遠くなるほど長い間管理神をやっていますけど、こんなのは今まで聞いたことすらない、初めてのケースで……まさかこんなことになるなんて、思わなかったんですーっ……！」

「……ま、待てよ。ちょっと待て。頭痛くなってきた」

　半泣きで弁明するエナを前に、俺は絶望的な思いで頭を抱かかえた。

　何度か深呼吸を繰り返し、気持ちを落ちつける。

　大丈夫……大丈夫だ。この女神が本当にどうしようもない純度１００％のポンコツだってことは、俺が生まれ変わる前からわかっていたことじゃないか。今いま更さら何を慌てる必要がある……？

　ひたすら自分に言い聞かせて冷静さを取り戻し、状じよう況きようの確認を再開する。

「つまり、あの黒いラクシャルが今後、管理神の力を行使するってことか？　俺はその全容を把は握あくしちゃいないんだが……」

「いえ、それはないはずですー。たとえ権限を得ても、もともと管理神じゃない人は、自在に力を行使することはできませんからー」

「……なんだ、そうなのか」

　その答えを聞いて、俺はひとまず胸を撫で下ろした。

　エナの言葉が本当なら、神を相手取るようなヤバい事態にはならないだろう……。

「ただ、この世界を管理できる者がいなくなってしまったことで、少しずつ世界の崩ほう壊かいが始まりますー。それに、あの黒いラクシャルさんは意図的に神の力は使えないはずですけど、何かのはずみで力が暴走してしまうことは充分考えられますー」

「よっぽどヤバい事態じゃねえか」

「だ、だから大変なことなんですってばー！」

　非難の目を向ける俺に、エナも両手をじたばたさせて逆上する。

　いやまあ確かに、勝手に安心したのは俺の方だが。

「……お前を責めても始まらねえし、とにかく、できることをするしかねえな。つまり、世界の崩壊を防ぐためには、あの黒いラクシャルを捕つかまえてくればいいのか？」

　エナが言いたかったことってのも、つまりそういうお願いなんだろう。

　俺はてっきりそう思ったのだが、予想に反して、エナははっきりと首を横に振った。

「いいえ、逆ですー。ヴァインさん……あなたは、あのラクシャルさんには絶対に接触しないでくださいー」

「……は？　なんでだよ」

「危険だからに決まってるじゃないですかー！　お話しした通り、あのラクシャルさんには前代未聞のバグが発生していますし、もし万が一にも管理神の力が暴走したら、いくらヴァインさんでも存在ごと消されちゃうかもしれないんですよー!?」

　エナは切せつ羽ぱ詰つまった様子で一気にまくしたててきた。その様子から、本気で俺を心配してくれているのがわかる。

「だが、放ほっといたら世界が崩壊するんだろ？　そうなったらどのみち終わりだ」

「いいえー。今まで言ってませんでしたけど、他の世界にはわたし以外にも管理神の方かた々がたがいるんですー。横のつながりはあって、定期的に連絡を取り合っているので、きっとこの事態に気づけば収拾のために動いてくれるはずですー。そうですね、二ヵ月か三ヵ月か……そのくらい経てば、きっと」

「二、三ヵ月か……その間に世界が崩壊する恐おそれは？」

「自然に崩壊することはないはずですー。管理神の力が干かん渉しようしない限り、崩壊は本当にゆるやかなものですからー。もしも一部が崩壊しても、わたしが権限を取り戻せば、そこにあった生命も含ふくめて全てが元通りになりますー」

　なるほど、それは理にかなった話だ。

　要するに『今回の件は外部からやってくる他の神様が対処するから、それまで大人しくしていてくれ』……エナが言いたいのはそういうことだ。

　それはいい。だが──。

「エナ。お前、なんで俺の質問に答えない？」

「……っ」

　問い詰めると、たちまちエナの顔色が変わった。

　このポンコツ女神のことだから、気づかずにやっているのかもしれないと思ったが、どうやら故意に回答を避さけていたようだ。

　俺は確認の意味も込めて、最初の質問を繰り返した。

「もう一度訊きくぞ。あの黒いラクシャルは何なんだ？　なぜラクシャルがふたり存在する？」

「そ……それは……」

「ついでに、もう一つ質問だ。今、ラクシャルが熱を出して寝込んでるのは、あの黒いラクシャルが現れたことと関係あるのか？」

　追加の質問はさらに核かく心しんに迫せまったものだったらしく、エナの目が泳ぎ始める。

　まったく、わかりやすい……ある意味信しん頼らいできる女神だ。

「答えなくても、その様子じゃ『はい』って言ってんのと同じだぞ」

「……い、言えませんー」

　俺の指摘ごと有う耶や無む耶やにしようとするように、エナは固く目を瞑つぶって首を振った。

　その苦しげな声からは、葛かつ藤とうが感じられる。

「だって……言ってしまったら、ヴァインさんは、きっとあの黒いラクシャルさんを追いかけていってしまいますー……それは、危険だって……ヴァインさんが消えてしまうかもしれないって、言ったじゃないですかー……!!」

「……お前が俺を本気で心配してるのはわかる。わかるが、こうなった以上、知らないままで済ませるつもりはねえ。俺の奴隷ラクシヤルが倒れて苦しんでるのを放っておけるような奴やつじゃないってことくらい、お前も知ってるだろ」

　俺はおもむろにエナに歩み寄る。エナは怯おびえたようにじりじりと壁かべ際ぎわへ下がる。

　構わず、エナの頭の真横に手を突き、壁を叩たたいた。

　ふぇ、と間近で俺を見上げたエナの喉から生の悲鳴が漏もれる。

「な、ななな……なんですか、ヴァインさんー……」

「お前が言わないつもりなら、体に訊く。全部白状させてやる」

　管理神の力を使えない今のエナなら、逃げることもできないだろう。

　エナの服の襟えりを摑つかみながら、俺は低い声で囁ささやいた。

「一八年以上も空いたが……あの時の続きだ。お前の純潔、今日で散らしてやるよ」

「じゅ、純潔って……ヴァインさん、まさかわたしをー……!?」

　さすがに当たり前だが、エナは相当なうろたえようを見せた。

　俺も、何だかんだで付き合いの長いこいつを無理やり脅すのは不本意なんだが、事がラクシャルの身にかかわる以上、手段を選んではいられない。

　いつものように乗り気で手を出せる状況じゃないのは複雑な気分だ。

　そんな風に思いつつ、改めてエナに向き合うと──エナは頰ほおを赤らめてそわそわとし、まんざらでもなさそうなオーラを全身から放っていた。

「つ、ついにあの時の続きがー……じゃなくてー……でもでも、こうして壁にドンッてされてるとドキドキしちゃって抵てい抗こうできませんしー、されるがままに任せてしまってもー……」

　空気を読まないにも程があるその反応に、俺は口の端はしを引きつらせた。

「おいお前、ほんっとに今の状況わかってんだろうな……？　こうしてる間にもラクシャルは寝込んでんだぞ……知ってること全部あらいざらい吐はけって言ってんだよ」

　容よう赦しやなく恫どう喝かつすると、さすがにエナも本気で怯えたらしく、肩をビクリと跳ねさせて顔を青ざめさせた。

　その頰を涙が伝うのは、恐怖からか……と思ったが、それは違った。

「……だ、だってー……わたし、もう……寂さびしい思い、したくないですー……」

「なに？」

「せっかく、ヴァインさんと仲良くなれたのにー……これでヴァインさんが消えちゃったら、わたし、どうすればいいんですかー……？　会いに行くって約束してから、いっぱい頑がん張ばってまとめてお仕事片づけて、お暇ひまを作ってやっとヴァインさんに会いに行ったら時間が経ち過ぎてて、近づけなくなっててー……それでもヴァインさんを見守っていられるなら、寂しくなかったのに……なのに……」

「…………」

　俺は涙ぐむエナを見つめながら、一八年前、エナと出会った時のことを思い出した。

　あの何もない空間に、ひとりきりでいたエナ。

　他の管理神との繋つながりがあるといっても、さっきの口ぶりだと頻ひん繁ぱんに会っているわけではないようだし、表面上は能天気に見えても孤こ独どくに苛さいなまれているのかもしれない。

　そう思うと、怒りの感情は急速にしぼんでいった。

「……お前の心配はわかった。それでも、俺はラクシャルを助けたい」

「はい……そう、ですよね。ヴァインさんが困ってる時に気づけなかったわたしなんかより、ヴァインさんにとっては、ラクシャルさんの方がずっと……」

「そうじゃねえ。お前とラクシャルのどっちが大事だからって話じゃないんだよ」

　俯うつむくエナを無理やりこちらに向かせ、瞳を覗き込んでハッキリと言い切る。

「生まれ変わる時、俺は決めたんだ。今度の人生は、俺の生きたいように生きてやるって。だから、俺の大事な女が苦しんでるって時に『危険だから何もしない』なんてのは論外だ。それをやったら、俺は俺じゃなくなる。メシを食ってクソをするだけの、生きた死人に成り下がる」

「……ヴァインさん……」

「ラクシャルじゃなくても同じだ。たとえばゼルスやタマラ、キアやリジールが同じ状況に置かれてたとしても、俺は助けるために全力を尽つくす。もちろん、エナでもだ」

　率直で無骨な思いをエナにぶつける。そうしなければ響かないと思ったからだ。

　エナは少しの間俯き、何かを深く考え込むようにしていたが、やがて何かを決心したように引き締まった表情でこちらを見上げた。

「……それなら、今すぐ助けてほしいです」

「今すぐ？」

　エナは自ら服に手をかけ、ゆっくりと、そうすることが当然のように脱ぎ始める。

　衣きぬ擦ずれの音を響かせながら、何かを悟さとったような優しい声で訊たずねてきた。

「あの時の、続きをするって約束……今、果たしてくれますかー？　これから先、何が起こったとしても……悔くいが残らないように……」

「…………」

　エナの言葉には、精せい一いつ杯ぱいの覚かく悟ごが感じられた。

　あの黒いラクシャルに関わるということは、おそらく俺が思っている以上に危険なんだろう。だからこそエナは全力で止めようとしていたし、それが叶かなわなければ、こうして自分を納得させる術すべが必要なんだ。

　俺はその覚悟に応えるべきだし、応えたいとも思った。

「わかった。……今、この瞬間から野暮はナシだ。何も考えずに、お前を求める」

　俺は宣言すると、裸はだかのエナを抱き寄せ、優しくベッドに横たえた。




　エナの肌は以前見た時と変わらず、陶とう磁じ器きのように白く、触れれば手に吸いつく柔らかさを備えている。

　軽く焦じらすように脇わき腹ばらを撫で上げ、太ももを撫で下ろして刺激してやると、快感に震える体がほんのりと桜色に染まっていった。

「は、ぁっ……ぁ、んんっ……♪」

　敏びん感かんな箇か所しよを避けて愛あい撫ぶしても、最大値の【性技】が作用して、すぐにエナの女体は昂たかぶっていく。

　しかし、どうやらそれだけでもないようだ。

　エナの股間は、既に雄おすを受け入れる準備が整っているとしか思えないほどぐっしょりと濡ぬれそぼっている。

「エナ、これは……」

「……あ、あぅー……じ、じつは、さっきヴァインさんに詰め寄られてた時から、もう熱くなっちゃっててー……今も、じんじんして止まらないんですー……」

　恥はずかしがりながらも素直に劣れつ情じようを明かすエナに、俺も衝動を抑えきれなくなってきた。

　ズボンと下着を一気に下ろし、膨ぼう張ちようしたモノを窮きゆう屈くつさから解き放つ。

　外気に晒された俺のそれを、エナは緊きん張ちように揺れる瞳で見つめると、ためらいを感じる声で訊ねてきた。

「……ま、またおねだりしなくちゃ、ダメ……ですかー……？」

　以前、自分で秘部を広げて恥ずかしいことを言わされたのを思い出したらしい。

　俺は思わず苦笑しつつ、首を横に振った。

「いや。今日は、むしろ俺の方こそ待てないからな」

　言いながら、とろとろに熱く濡れたエナの入り口に、俺の先せん端たんをあてがう。

　互たがいのそこが触れ合った瞬間に吸いつくような感触を覚え、エナの口から「ひゃうっ」と甘い声が漏れた。

　しっとりと濡れたエナの唇が、熱い吐と息いき混じりに言葉を紡つむぐ。

「……くださいー、ヴァインさん。約束通り、わたしに……ヴァインさんをー……」

　こちらを見上げて誘さそうエナに、俺は頷き、これから始まる行為の合図に代えた。

　充分に濡れてはいるが狭せまいその孔あなに、屹きつ立りつした俺自身を、硬さに任せて押し込んでいく。

　じゅぷぅっ……と、濡れた肉の擦れる音を響かせ、侵しん入にゆうしてくる雄の塊かたまりに強い抵抗を見せるエナの中。

　俺は一息にエナを埋うめ尽つくそうと、抵抗を突き破り、最さい奥おうまで熱を突き立てた。

「ふぁぁっ……あ、あぁぁぁぁー……っ!!」

　自分の奥おく深ふかくを貫つらぬく衝しよう撃げきにエナは目を見開き、ブリッジのように背を反らせて高い喘あえぎ声ごえをあげた。

　同時に、繋がり合った部分からとぷんと潤みが溢れ出し、互いの下腹部を濡らす。

　びく、びくと何度か大きく身を震わせてから、再びベッドに背を預けたエナの表情は……快楽に蕩けていた。

「あ、あぁぁぁっ……すごい、すごいですー……♪　ヴァインさん、もっと……もっと、わたしの中っ、いっぱい擦って……んぁあああぁ♪」

　エナがおねだりを言い終えるより先に、俺は抽ちゆう送そうを始めていた。

　本当に、我慢できないのは俺の方だ。

　エナの中は、俺が腰を前後させるたびに別の器官のようにぬかるみを増していき、だんだんと柔じゆう軟なんに拡ひろがって絡からみついてくる。

　今回は初めてだし、様子を見ながら……と思っていたのだが、自分を止められそうにない。

「あっ！　あっ、あぁっ！　ヴァイ、ン、さっ♪　ぐりぐりされるの、きもちい、ですっ……！　頭の中、びりびりって、また、きちゃ……あぁぁぁ！」

　エナはもう何度も達しているようで、断続的に媚び肉にくをきゅうきゅうと締めつけてくる。

　更に、震える細ほそ腕うでが俺の背へと回され、粘膜だけでなく素肌でも密着を求めてきた。

　俺が体を押しつけると、仰あお向むけになってなお形の崩くずれない豊かな乳房が俺の胸板でむにゅりと潰れ、激しく暴れるように脈打つ心臓の鼓こ動どうが感じられた。

「ヴァイン、さんっ……好き……好きですー……わたし、あなたのことが……ずっとー……」

　喜びと幸福感に満たされた、噓うそ偽いつわりのない瞳で俺を見上げて、エナは言う。

「今だけで、いいですからー……ヴァインさんも、好きって、言って、くださいっ……噓でも、いいですからー……ひゃぁぁんっ!?」

　愛の囁きを乞こうエナに、俺はお仕置きの意味を込めて奥を強めに小こ突づいてやった。

　遠慮のつもりで言ったんだろうが、今の言いようは聞き流せない。

「噓なわけ、ねえだろ……俺が好きでもない女を、頼たのまれたからってだけで抱くような性格してないのは、お前だって知ってるだろうが」

　俺はエナをいっそう強く抱きしめると、真っ赤に染まった耳みみ朶たぶに、想いを囁いた。

「好きだ、エナ」

「っ……!!」

　エナが声にならない声を漏らした瞬間、急激に締めつけが強まった。

　食い込むほど強い収縮に、今度は俺がエナの上で息を詰まらせる。

「く、ぁぁっ……エ、エナっ、おいっ」

「好き……好きです、ヴァインさんーっ！　好きっ、大好きっ……!!」

　壊こわれたように「好き」を連呼しながら、エナは両腕両脚で俺にしがみつき、ぎゅむぎゅむと貪むさぼるように俺を食い締めてくる。

　一気に限界が近づく中、俺は力が抜けそうになるのを堪こらえ、腰を腰にぶつけるようにしてエナの中を深ふか々ぶかとえぐり、互いの快感を増ぞう幅ふくさせていく。

「ふああっ、あっ、あぁぁぁ──っ……!!」

　エナがもう何度目かもわからない絶頂に達し、いっそう強い収縮をもたらす。

　その瞬間、俺も我慢の限界を超えた。

「ぐ……っ、イ、くっ、エナ……ぁぁっ!!」




　──びゅぐぐっ！　びゅるるるるっ!!




　全身で密着したまま、エナの奥深くにありったけの熱を放出する。

　熱い奔ほん流りゆうを胎たい内ないに浴びせられたエナは何度か小刻みに痙攣すると、やがて力が入らなくなった様子で、四し肢しをベッドの上に投げ出した。

　お互いに肩で息をしていて、汗あせで額に貼はりついた前まえ髪がみを直す余よ裕ゆうすらないが、目が合うと、どちらからともなく微び笑しようを浮かべる。

「ヴァイン、さん……ありがとう、ございますー……大好き、ですー……♪」




　事を終え、それぞれ服を整えた俺とエナは、椅子に座って向かい合った。

　エナは少しくらい余よ韻いんに浸りたいだろうと思ったのだが、意外にも、あの後すぐに「お話の続きをしましょう」と言い出したのはエナの方だった。

　いつになく真しん剣けんなその表情から、決意を感じる。

「ヴァインさん……わたしの知ってることを、あらいざらい全部話せと、そう言っていましたよねー？」

「ああ」

　俺が頷くと、エナは緊張を飲み込むように一度深呼吸を挟んでから、再び口を開いた。

「全部ご説明しますー。管理神の本当の役目も……あの黒いラクシャルさんの正体も。そして、この世界……『クロスアウト・セイバー』の世界が存在する理由も」

「え？　いや、なんだか話が大げさになってやしないか？　さっきも言ったが、俺が知りたいのは、あの黒いラクシャルのことだ」

　いきなり世界だの何だのと言われても、そんなことを訊ねるつもりはなかったので面食らってしまう。

　しかし、エナは決心を変える気はないようだった。

「それを理解してもらうために、必要なお話なんですー。順を追ってご説明しますから、どうか聞いてくださいー」

「……まあ、そういうことなら黙だまって聞くが」

　事態の解決のために何が必要で何が不要な情報なのかは、今のところエナしか知りようがない。

　そのエナが言うことだ。素直に従うべきだろう。

「ヴァインさん。わたしの……管理神の務めがどういうものなのか、覚えていますかー？」

「確か、俺みたいな悲ひ惨さんな人生を送った奴を救済すること……じゃなかったか」

　初めて会った時のことを思い出しつつ、うろ覚えで答えると、エナは頷いた。

「はい、その通りですー。でも、それは管理神の務めの半分に過ぎません。もう半分は……」

　エナは一いつ瞬しゆん言い淀む。

　その反応で、核心に触れようとしているのがわかった。

「もう半分は……『役割が果たされなかった世界』を救済すること……です」

「……役割？」

　それだけでは、いったい何のことだかわからない。

　眉をひそめた俺に、エナは逆に訊ねてきた。

「ヴァインさんは、疑問に思いませんでしたかー？　そもそも、あなたたちから見ればただの虚構ゲームに過ぎないはずの『クロスアウト・セイバー』の世界が、どうして存在しているのか」

「えっ？　そりゃ……言われてみれば変かもしれんが。存在するものはするんだから、そこに理由なんてないんじゃないか？」

「いいえ、理由はあります。人が何かを思い描き、創造した時、その世界は本当に生まれ落ちているんですー。それも、無限に」

「……生前の俺から見ればただのフィクションに過ぎないものでも、そのひとつひとつの世界は実際に存在するってことか？　『クロスアウト・セイバー』の世界がそうであるように」

　何とか嚙かみ砕くだいて、自分の言葉で確認すると、エナは首しゆ肯こうした。

「はい。そして、ここからが大事なんですけどー……世界は物語を紡ぎ、決められた役割を果たすために生まれますー。複数の人が関わり、空想に絵や文章を与えられて世界の存在基き盤ばんが確かになったものほど、その必要性も強くなりますー」

「……役割を果たすために、か……続けてくれ」

　少し難解な話になってきた気がするが、まだ理解不能なほどではない。

　しかし、話を続けるエナの表情が、そこで不意に曇くもった。

「ですが……残念なことに、色いろ々いろな事情で『役割を果たせない』まま停止してしまう世界が、たくさん存在するんですー」

「事情？」

「例えば──突然打ち切りになった漫まん画がや、販売停止になったゲームとか。そういう、本来与えられていたはずの物語が進行することも日の目を見ることもなく、停止してしまった世界のことですー」

「……ああ、そういうことか」

　そこまで説明されて、ようやく納得した。

「そういう世界に、志こころざし半なかばで命を落とした人を転生させて、代わりに物語を進めてもらうんですー。それでようやく、世界は役割を果たすことができますー」

「……役割ねえ。それって、大事なことなのか？」

　何のために管理神がそんな面めん倒どうなことをしているのかが、まだ理解できない。

　俺の質問に、エナは力いっぱい頷いた。

「もちろんですー。そういう無念みたいなものが溢れた不完全な世界がたくさん重なると、元もと々もとの、ヴァインさんが前世でいた世界にも負の影えい響きようを及およぼすんですー。そうならないように、わたしたち管理神は、停止した世界に役割を全まつとうさせる必要があるんですよー」

「はあ……それが本当だとしたら、気が遠くなるような話だな」

　元々それなりのオタクだった俺にはわかるが、世の中で生み出された後、色んな事情で立ち消えになるコンテンツなんて数え切れないほど存在する。

　珍しく感心していると、エナは謙けん遜そんするように緩く笑って手を振った。

「そうでもないですよー。大変なのは最初だけで、基本的には転生者さんにお任せするわけですしー……転生者の皆みなさんに能力の特典を差し上げているのも、スムーズに物語を動かしてもらうためなんですー」

「へえ。うまい話だと思ってたが、あの特典にもそういうウラがあったのか」

「ウ、ウラは人聞きが悪いですよー」

「別に悪く言ってるわけじゃない。俺だって、そのおかげで今はこうして、このゲームの世界で……」

　そこまで言いかけて、気がついた。

　……こいつ、さっきなんて言ったんだ？

『販売停止になったゲーム』だと？

　はっとしてエナを見つめると、エナも俺の言いたいことに気づいた様子で、先回りして疑問に答えた。

「……ヴァインさん。あなたが前世で亡くなって間もなく、このゲームは──『クロスアウト・セイバー』は、販売停止と自主回収を行うことになったんですー」

　心臓を鷲わし摑づかみにされたような心地がした。

　だが、エナの話を総合すれば当然の結論だ。

　このゲームが何事もなく大人気のままだったら、俺が送り込まれる理由などないのだから。

「まさか……俺が死んだからか？　俺がゲーム中に死んだせいで、ゲームの危険性を取り沙ざ汰たされて……？」

　最悪の影響を考え、俺はおそるおそる確認する。

　しかし、エナはぱちくりと何度か瞬まばたきすると、あっさりそれを否定した。

「いえいえ、ヴァインさんが事故死したのはヴァインさんの不注意が全てでしたからー。ネットニュースに取り上げられてちょっと失笑を買ったくらいで、世間への影響はほぼゼロでしたよー」

「……あ、そう」

　訊かなきゃよかった。

　げんなりする俺に構わず、エナは続ける。

「問題になったのは、女性を無理やり脱がしてエッチなことをするってゲームデザインが、そういう乱暴な行為を賛美・助長するものだと国内外から抗議されたからなんですー。騒ぎはとても大きくなってしまって、間もなく『クロスアウト・セイバー』は回収されましたー」

「……それで、序じよ盤ばん以外は誰も遊べなかったってことか」

　俺は確かに覚えている。

『クロスアウト・セイバー』は、ゲームの不正入手対策として、最新のオンライン認証を導入していた。

　ゲームの自主回収に至った以上、認証に使われていたサーバーも停止し、認証は……つまりゲームの起動は不可能となったことだろう。

「そうですー。認証を突とつ破ぱしようとしたユーザーもいたんですが、下手にいじるとデータが破損することもあって……」

「開発会社は、その後どうしたんだ？」

「元々、このゲームに社運を賭かけていましたからー……返金対応にも追われて莫ばく大だいな負ふ債さいを抱えることになって、倒とう産さんしましたー」

「……そうか」

　今の俺にとっては遠い前世での出来事とはいえ、このゲームが大好きだった身としては、切なくなる話だ。

　とにかく、このゲームが救済の対象になった理由はこれでハッキリした。

　そう納得しかけたが、肝かん心じんなことをまだ聞けていない。

「なあ、黒いラクシャルの件はどうしたんだ？　話が繋がるようで繋がってないぞ」

「あのひとは……本来あるべき姿の、ラクシャルさんなんですー」

「……は？」

　意味がわからず、訊き返す。

　エナは、辛しん抱ぼう強く諭さとすように続けた。

「黒いラクシャルさんは言ってましたよね？　ゼルスさんは人間に殺された、って。それは、想定されていた物語なんですー」

　……その言葉に、今度は訊き返さなかった。

　エナが言おうとしていることを理解できたからだ。

　元々のゼルスの強さを考えれば、あいつを殺せる人間なんて、ひとりしか存在しない。

「それは……つまり、ゼルスを……」

　慎しん重ちように確かめる俺に、エナは重々しく頷いた。




「プレイヤーがゼルスさんを殺し、ラクシャルさんと完全に敵対する……それがこの世界の、本来のシナリオだったんです」




　それは俺にとって、当然の見落としだった。

　仮に、脱だつ衣いスキルを得ずにゲームを進めていた場合、どうやってゼルスを倒していたのか？

　今までそんなことを心配する必要は、まったくなかったのだから。

「ヴァインさんはご存じなかったと思いますがー……ラクシャルさんやゼルスさんとの戦せん闘とうでは、通常の方法では服を脱がすことができない設定になっていたんですー。つまり、テイムすることは不可能でしたー」

「……前世で俺が粘ってたのは、完全に無意味だったってことか。だが、俺がお前に与えられた、あのスキルは例外だった」

「わたし、ひとつ勘かん違ちがいしていたことがあります……スキル【クロスアウト・セイバー】は、激レアスキルだと思っていたんですけど、デバッグ用のスキルだったようなんです」

「……なるほど」

　デバッグ──つまりバグ取りの動作確認に使用するために、敵を一いち撃げきで倒したり状態異常を発生させたりするコマンドをゲーム内に用意することは、別に珍しくない。

　もちろん、そんなものをプレイヤーが普通に使用できてしまえばバランス崩壊は必至なので、通常の方法で習得できるわけはないんだが……。

　俺はそうと知らずに、エナからそのチートスキルを受け取ってしまったわけだ。

「それで、エナ。俺が……というより、プレイヤーが辿るはずだった本来のシナリオってのは？」

　エナは言いづらそうに俯きながらも、静かな声で答える。

「わたしも……知ったのは、ごく最近でした。もっと早くに充分調べていれば、今回の事態を未然に防げたのかもしれませんけど……」

「過ぎたことはいい。管理神の仕事を考えりゃ、ひとつひとつの案件にじっくり時間を割けないのは予想がつくしな。いいから本来のシナリオを教えてくれ」

　エナへの気き遣づかい半分、話の先を知りたいのが半分で、続きを急せかす。

「……魔帝城に乗り込んだプレイヤーは、ゼルスさんをその手にかけます。襲しゆう撃げきを知ったラクシャルさんが駆けつけた時にはもう手て遅おくれで、ゼルスさんは最さい期ごに、ご自身の全存在を力に換かえてラクシャルさんに与えました。向こうのラクシャルさんの髪や肌が黒いのは、ゼルスさんの魔ま力りよくが注がれた影響なんです」

「ふむ……ゼルスを殺した、憎き人類。あのラクシャルはそう言ってたな」

　感情的な問題はひとまず置いておいて、頭の中で因果関係を組み立てていく。

「ちょっと話を整理するぞ。向こうのラクシャル──ややこしいから便べん宜ぎ上じよう、もう一人のアナザーラクシャル──アナザー、って呼ぶことにするが。そのアナザーは、ゼルスが人間に殺されたと思ってたんだな？」

「はいー……思っていたというより、彼かの女じよにはその記き憶おくがあると思います。大切な親友のゼルスさんを人間に殺されたという記憶が……加えて、魔帝城もその直後に崩壊しているので、自分には帰る場所すらないという認識でいたはずですー」

「……それで、か」

　去り際、アナザーは魔帝城のことを気にしていた。

　おそらく奴は魔帝城に向かったのだろう。追いかけるなら再び海を越こえて、元の大陸に引き返さねばならない。

「だが、なんでアナザーは現れた？　俺がラクシャルもゼルスも殺さなかった以上、この世界のシナリオは変わったんじゃないのか？」

「元のラクシャルさんと、アナザーさんは、ゲームのデータとしては別べつ々べつに存在するからです」

　エナは俺の質問を想定していたかのように淀みなく答え、更に続ける。

「例えばゲームで、何度も戦うことになるボスキャラは普通、同一人物であってもその時ごとに別々の能力値パラメータを持つデータが存在しますよね？　ラクシャルさんとアナザーさんの関係も、それと同じなんです」

「……ゲームだから、か。現実の感覚じゃおかしいが、そう言われるとな……」

「ただ……その場合でも、入いれ替かわりで登場するのが当然ですからー……『ラクシャル』という人物が同時にふたり以上世界に存在することは、ゲームの処理上においても拒きよ絶ぜつされる出来事なんです。だからアナザーさんにも、ラクシャルさんにも、エラーが発生してしまいました」

　そしてその結果、アナザーは不安定な存在となり、そのバグに巻き込まれる形で、エナは管理神の力を奪われてしまったわけだ。

　ようやく事態の全容がつかめてきた。

「ラクシャルが体調を崩してるのも、エラーのせいか？」

「はい、たぶん……エラーやバグが発生する時、それがどんな形で表出するかは、わたしたち管理神にも予想できないことなんです。もしかしたら、アナザーさんが存在する限りは、治る見み込こみはないかもしれません……」

「……ラクシャルを治すためには、とにかくアナザーを追う必要があるか。飛んでいきたいところだが、何が起こるかわからないし、リジールに頼んで要塞を動かしてもらった方がいいだろうな。それも、できるだけ早く」

　やるべきことも、これでハッキリしてきた。

　すぐにリジールのところへ行った方がいいだろう……そう考えていると、エナは唐突に、腰を折って深々と頭を下げてきた。

「ごめんなさいー……ヴァインさん」

「なんだ？　管理者権限を奪われた件なら、お前がポンコツなのはとっくに知ってたし、そんなに何度も謝られたら逆に困るぞ」

「そのことじゃありません。……こんな事態になったのは、わたしがヴァインさんに【クロスアウト・セイバー】というスキルを軽かる々がるしく与えてしまったからです」

　エナの謝罪で、俺は初めてそのことに気がついた。

　確かに、もしも俺が脱衣スキルを持っていなければ。あるいは、ラクシャルをテイムしていなければ……今回のようなエラーは発生しなかっただろう。

「……でも、いいさ。それに関しちゃ、むしろ俺はお前に感謝してるくらいだ」

「えっ……？」

　怪け訝げんそうに顔を上げたエナに、俺は答える。

　慰なぐさめで言っているわけじゃない、本心からの言葉を。

「俺はこのゲームが大好きだ。だがもしも、ゼルスを殺し、ラクシャルを悲しませるようなプレイングを強要されてたとしたら……その点だけとっても、最悪のクソゲーだってこき下ろしただろうな。だから、そんなシナリオをぶち壊す手段をくれたことには、心から感謝してるさ」

「……ヴァインさん……らしい、ですね」

　微笑ほほえみのような戸惑いのような、微び妙みような形に表情を歪ゆがめて、エナはそうコメントした。

　たぶん、褒ほめ言葉なんだろう。

　俺は得意げに笑い返して、立ち上がった。

「魔帝城まで引き返すぞ。ラクシャルは俺の手で助けるし……ついでに、世界も救う」

「……はいっ。わたしも、できることをしますー！」

　エナも強い気持ちを感じさせる表情に変わって、俺の手を取る。

　俺はアナザーの向かった先が魔帝城であることから、今もそこにいるはずのスラーナのことが心配になった。

　あいつにも、何事もなければいいんだが……。
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　魔ま帝てい軍ぐん所属のスライムであるスラーナが魔帝ゼルスの代役を務めるようになってから、それなりの時間が経たっていた。

　元来ネガティヴ思考のスラーナは、当初、いくら姿を似せられるとはいっても自分にゼルスの代わりが務まるとは到とう底てい思えなかったのだが、引き受けてみれば武力を求められる場面は案外少なく、多少の揉もめ事ごとも穏おん便びんに済ませることができていた。

　これもゼルスの日ひ頃ごろの行いによって、実力とカリスマが広く知しれ渡わたっているからだろう……と、代役を務めたことで、スラーナは改めてゼルスを深く尊敬するに至った。

　代役を務めることにも徐じよ々じよにやりがいを感じるようになり、この日も朝から意い気き揚よう々ようと、ゼルスの姿をとって玉座についていた。

「ぷるー、ぷるるー……違ちがいますね、ゼルス様の声はもっとこう……ぷるるーっ。はいっ、いい感じです！　ぷるぅ♪」

　毎朝欠かさず行っている発声練習と、声帯の調整も絶好調だ。これなら、姿と声で判断される限り、スラーナの正体に気づかれることはないだろう。

　さすがに、魔帝城に常じよう駐ちゆうして毎日顔を合わせる者の中には気づいている者もいるようだが……要は、何か問題が起こった時にしっかり対処できればいいのである。

「ゼルス様、今頃は西の大陸で何してるんでしょう……定期連れん絡らくは来てますし、何もないと思うんですけど……ぷるぅぅ」

　海の彼方かなたへ思いを馳はせて、スラーナは小さな溜ため息いきをついた。

　スラーナには密かな野望がある。

　いつかゼルスが帰ってくる時まで立派に代役をやりきって、ゼルスが帰ってきたら、「よく頑がん張ばったな」とたくさん褒ほめてもらうのだ。

　ただそれだけである。

　実力で序列が決まる魔ま族ぞく社会において、戦せん闘とうを苦手とするスラーナに地位向上の見み込こみは薄うすいし、スラーナ自身も今のままでいいと思っているのだ。

「……ぷる？」

　ふと、扉とびら越ごしに聞こえてきた足音に気づいて、スラーナは首を傾かしげた。

　足音は静かに一定のリズムを刻んで、玉座の間に近づきつつある。

　こんな朝早くからの来客は珍めずらしい。緊きん急きゆう事態かもしれないと、スラーナは玉座に深く腰こし掛かけて魔帝らしく取とり繕つくろった。

　間もなく、扉が開かれた。

　その向こうから現れたのは……漆しつ黒こくの髪かみと浅黒い肌はだを持つ、ラクシャルだった。

「ぷ……ぷるぅっ!?　ラ、ラクシャル様……!?」

「スラーナ!!」

　予想外の来客に、思わず素すに戻もどったスラーナに対して、黒いラクシャルは歓かん喜きと安あん堵どを露あらわに駆かけ寄よってきた。

　ラクシャルはゼルスの不在を知っているので、擬ぎ態たいする必要はない。

　スラーナは元の姿に戻ると笑顔を浮うかべ、黒いラクシャルを見上げた。

「ぷるー！　ラクシャル様、お久しぶりですっ！　ちょうどゼルス様のことを考えてたんです。ゼルス様はお元気ですか？」

　スラーナは当然のつもりでそう訊たずねたが、黒いラクシャルはなぜか痛みをこらえるように苦しげな表情を返してきた。

　不思議に思いながらも、スラーナは更さらに浮かんだ疑問を重ねていく。

「……ラクシャル様、そのお肌と髪、どうしたんですか？　もしかして、スラーナがお留守番してる間に、何かあったんですか？」

「スラーナ……ゼルス様だけでなくあなたも生きていたということは、間ま違ちがいないのですね。この世界は、私が知るものとは違う歴史を歩んでいる……」

「ぷ、ぷるぅ？　よくわからないですけど……あの……本当に、ラクシャル様なんですか？」

　違い和わ感かんを覚えたスラーナの質問に、黒いラクシャルはキッとスラーナを睨にらみ返かえし、過か剰じように思えるほど強い口調で叫さけんだ。

「私はラクシャルです!!　私は……偽にせ者ものなんかじゃない。ゼルス様も、今は誤解があるようですが、きっとわかってくださるはずです……！　あの忌いま々いましい人間さえ駆く除じよしてしまえば……！」

「っ……で、でも、違います……スラーナの知ってるラクシャル様は、人間のことをそんなに強く憎にくんでなかったはずですよ？　むしろ、ヴァインさんに対してはデレデレでしたし……」

「……あなたまで私を偽者扱あつかいするのですか、スラーナ」

　黒いラクシャルの眼まな差ざしに、明らかな苛いら立だちの色が混ざる。

　スラーナは気け圧おされながらも、感じた思いをハッキリと言葉にした。

「ス……スラーナはずっとお留守番をしていたので、何があったのかはわかりません。でも、今のラクシャル様は、スラーナの知ってるラクシャル様じゃありません。すごく……悲しそうな目をしてます」

「……悲しそうな、目？」

　虚きよを衝つかれたようにオウム返しをする黒いラクシャルに、スラーナは頷うなずき返かえした。

「あなたはスラーナが知ってるラクシャル様じゃないと思います。でも、だからって放っておくこともできません。いったい何があったんですか？　何を確かめに、ここに来たんですか？」

　まっすぐに気持ちをぶつけるように、問いを重ねる。

　黒いラクシャルは少しの間、スラーナの顔をじっと見つめていたが、やがて苦笑を浮かべて肩かたを落とした。

「……あなたは優しい子ですね。自分の知らない存在だと思いながらも、そんな風に真しん摯しに接してくれて……私のすべきことはハッキリしました。それを成なし遂とげた後でまた会いましょう、スラーナ」

「すべきこと？」

　嫌いやな予感を覚えて聞き返したスラーナに、黒いラクシャルは虚うつろな笑みで頷き返した。

「この世界の私を殺します。ラクシャルが世界にひとりしか存在し得ないなら、私がそれになればいい。そうすれば、私が望んだ全てを取り戻すことができるのですから──待っていなさい、スラーナ」

　スラーナの目の前でそう宣言すると、黒いラクシャルは風かぜ魔ま法ほうを唱え、すさまじい速さで城内を飛んで引き返していった。
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　その姿が見えなくなり、風のうねりすら完全に止やんでしまうまでスラーナはただただ呆ぼう然ぜんとしていた……が、やがて我に返ると、元もと々もとクリスタルブルーの顔を更に蒼あおくして叫んだ。

「た、たたた、大変です……！　ゼルス様やラクシャル様に、このことを伝えないと……ぷるぅぅぅ！」

　すっかり頭の中が真っ白になった状態で、スラーナは一応ゼルスの擬態をとりつつ、黒いラクシャルを追って城を飛び出した。




　飛行手段を確保してから出発した方が早かったかもしれない、と気づいたのは、城を出てから半日が過ぎた頃のことだった。
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　元の大陸へ引き返すことと、念のために要よう塞さいを動かしてほしい旨むねをリジールに伝えたところ、リジールは二つ返事でＯＫしてくれた。

　城への滞たい在ざい中ちゆうといい、ここのところすっかり世話になりっぱなしだ。

　改めて礼を言うと、リジールは「リズはお兄さんのものなんですから、リズのものは何でも好きにしていいですよ♪」と無む垢くな笑顔で答えた。

　……女連れで数ヵ月も滞在しておいて本当に今いま更さらだが、これほどまでに何でも素直に言うことを聞かれると、罪悪感がある。

　この借りはいずれ目に見える形で返そう、と心に誓ちかった。

　しかし今は、一刻も早く魔ま帝てい城じように向かうのが先決だ。




　港に停てい泊はくしていた海上要塞ヴィクトルは、魔ま王おう軍ぐんのマンパワーをフル稼か働どうさせて瞬またたく間に準備を済ませ、翌朝には俺たちを乗せて出航した。

　ただし、新大陸へ侵しん攻こうをかけるために大兵力を積せき載さいしていた前回とは違ちがい、一いつ般ぱんの魔ま物ものは要塞の運航に必要なだけの数しか連れてきていない。

　これにはメリットがあり、魔物を含ふくめた積載物が減るうえに居住ブロックをほとんど使わないぶん、魔ま幻げん石せきのエネルギーを航行機能に集中させて効率的に移動することができるため、前回の倍近い速度を出せるのだという。

　とはいえ五日はかかる見通しだ。海上ではできることがないのもあって、つい物思いにふけってしまう。

　甲かん板ぱんに出た俺は、輝かがやく太陽と大海原を眺ながめながら、アナザーへの対応について考えていた。

　ラクシャルがふたり同時に存在することで、エラーが発生している。

　ならば、解決のためにはアナザーを殺すのが最も手っ取り早いだろう。

（……だが、俺はアナザーを殺せるのか？）

　ラクシャルを助けるためとはいえ、相手はラクシャルと同じ見た目だし、何ら悪事を働いているわけでもない。

　悲しい記き憶おくを植えつけられた、いわばこの世界の被ひ害がい者しやだ。

　絶対に人任せにはしないが、自分の手でアナザーを斬きれる自信もない。

　加えて、この騒そう動どうは他の管かん理り神しんが介かい入にゆうしてくる前にケリをつける必要がある。

　エナは気づいていないのかもしれないが、他の管理神がこの事態の収拾にあたった場合、未知のエラーを起こしている元げん凶きようであるラクシャルの存在を、両方まとめて消そうとするかもしれない。

　無論、そんな兆きざしがあれば俺は全力で止めるつもりだが、相手がエナのようなポンコツとは限らない。最悪の事態は想定しておくべきだろう。

「ヴァインくん、珍めずらしく難しい顔してるけど、どうしたの？」

　不意に投げかけられた問いに、俺は横を向いた。

　こちらの横顔を覗のぞき込こんだままの姿勢で、タマラがそこに立っていた。

「……珍しくとはなんだ。いつも俺が何も考えずに生きてるみたいだろ」

「うん。そう思ってる」

「怒おこるぞ」

　俺がドスを利かせた声で言い返すと、タマラはクスクスと楽しそうに笑って、俺の隣となりに腰こしを下ろした。

「悪口じゃないんだよ？　むしろ褒ほめてる。普ふ通つうの人は色んなことを考えて、迷って、立ち止まって動けなくなるような時でも、ヴァインくんは迷わず突つっ走ぱしっていっちゃうから。そういうところ、本当にすごいなって思う」

「やっぱ、何も考えてないって言ってんじゃねえか」
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「褒めてるんだってば」

　タマラはひとしきり声を立てて笑ってから、口元は緩ゆるめたままで真しん剣けんな瞳ひとみをする。

「だから、ヴァインくんが悩なやんだり迷ったりしてる時は、すぐにわかっちゃうんだ。きっと、ものすごく深刻なものを抱かかえてるんだってことも」

「…………」

　俺は何も答えなかった。

　エナから聞いた話については、ふたりで話し合った結果、他の誰だれにも共有しないことを決めていた。仮に話す場合はこの世界の成り立ちから説明しなくてはならないし、ゲームの概がい念ねんから話すとなったら、混乱を招くのは必至だからだ。

　なおも見み透すかしたように俺の目を覗き込んで、タマラは続ける。

「言いたくないなら、無理に言わなくていい。でもね……もしもひとりで抱え込んで、心が折れそうになったら、いつでもあたしを頼たよってほしいの。それができるのは、きっとあたしだけだと思う」

「なんでそう思う？」

「だって、あたしはヴァインくんの先生なんだから」

　屈くつ託たくのない笑顔を浮うかべて、タマラは即そく答とうした。

「あたしはただの人間だけど、ヴァインくんに何かを教える立場として出会ったのは、みんなの中でもあたしだけだから。あたしに悩みを打ち明けることは恥はずかしくも何ともないって、覚えててほしいの。何でも話せとまでは言わないけど、相談する選せん択たくもあるんだって思えれば、少しは気が楽になるでしょ？」

「……気が楽になる、か」

　それは確かに、重要なことかもしれない。

　いつでも相談できる相手がいるのと、いないのとでは、実際に相談するかどうかを差し置いても精神的な余よ裕ゆうが天と地ほども違う。

　沈しずみ込こんでいた気持ちが、少し上向きになってきた。

　すると、タマラは急に名案を思いついたというように小さく手を叩たたいて言った。

「ね、ヴァインくん。今からラクシャルちゃんのお部屋に行ってくれない？」

「え？　……そうだな……」

　ラクシャルは、要塞の寝しん室しつで今も床とこに伏ふしているはずだ。

　出発の準備に忙いそがしくてロクに見み舞まいもできなかったが、確かに、そろそろ顔を出しておかないと寂さびしがらせてしまうだろう。

「わかった。それじゃ、今から行ってくる。……励はげましてくれてありがとな、タマラ。少し気が楽になった」

　ひとつ礼を告げてから、俺はその場を離はなれ、ラクシャルの寝室へ足を向けた。

　去り際に、タマラの呟つぶやく声が聞こえた気がした。

「……ラクシャルちゃん、喜ぶかなぁ……あ、お湯の支度しなくちゃ……！」




　タマラに勧すすめられた通り、俺はまっすぐにラクシャルのいる部屋へ向かった。

　今回の航行中も俺たちはそれぞれに個室を割り当てられており、病びよう床しようのラクシャルもそのうちの一室を使っている。眠ねむっているかどうかはわからないが……。

　部屋の前に着き、様子を窺うかがうように軽くドアをノックすると、少し間を置いて返事があった。

「はい……どうぞ」

　少し弱よわ々よわしいラクシャルの声に招かれ、俺は部屋へと足を踏ふみ入いれる。

　ダブルベッドで上半身を起こした状態のラクシャルと目が合ったのだが、ラクシャルはなぜか目を丸くして驚おどろいた様子だった。

「ヴァ、ヴァイン様!?　ど、どうして……」

「どうしてって、見舞いに来たんだよ。お前が寝ね込こんでるっていうのに、しばらく顔出せなくて悪かった」

　ラクシャルはなぜかやけに恥ずかしそうに掛かけ布団ぶとんを胸の高さまで引き上げながら、「い、いえ！」と慌あわてたように首をぶんぶん横に振ふった。

「ゼルス様から、少し話は伺うかがいました。私の偽にせ者ものが魔帝城に向かったとか……相手の目的はわかりませんが、放ってはおけませんからね。ヴァイン様には、むしろ魔帝軍のために迅じん速そくな行動をしていただき、感謝しています」

「……それより、体調はどうだ？」

　ラクシャルを目の届く範はん囲いにいさせた方がいいと思い、同行させたものの、今のラクシャルを連れ回すことには当然ながら不安もある。

　病気ではない以上、命にかかわるようなことはないと思うが、苦しい思いをさせることも極力避さけたい。

　俺の問いかけに、ラクシャルは赤い顔のまま困ったように笑った。

「もう大だい丈じよう夫ぶです……と言いたいところですけど、動けそうにありません。熱が出るのがこんなに苦しいものだなんて、今まで知りませんでした……」

「ああ、高位の魔ま族ぞくは病気にもほとんどかからないんだってな。ゼルスから聞いた」

　生まれて一度も発熱の経験がないのなら、今回のような状じよう況きようは尚なお更さら不安だろう。

　俺はできるだけ近くにいてラクシャルの不安を和やわらげてやろうと、ベッドに腰を下ろしたのだが、ラクシャルはなぜかビクッと震ふるえて耳まで紅潮してしまった。

「……あ、あの。ヴァイン様、ご用件はそれだけでしょうか？　私、この後少し予定がありますので、申し訳ないのですが外していただけると……」

「え？」

　思いもよらない反応に、俺は反射的に大きめの声で訊きき返してしまった。

　てっきり見舞いに来れば喜んでくれるものと思っていたが、ラクシャルが俺を帰そうとするなんて初めてのことだ。

　体力的に、ベッドで相手をする余裕がないという話ならわかるが、予定があるというのはどういうことだ？

　頭いっぱいに疑ぎ問もん符ふを浮かべていると、ノックの音が響ひびいた。

「ああ、俺が出る」

　声を発そうとしたラクシャルを制し、立ち上がってドアへ向かう。

　ドアを開けると、しかしそこには誰の姿もなかった。

　代わりに、お湯を汲くまれた桶おけとタオルが置かれており、「ラクシャルちゃんのこと、よろしくね！」という書き置きまで添そえられていた。

　今、この要塞にいる中で、ラクシャルをちゃん付けで呼ぶのはタマラだけだ。

「……あの、どうしました？」

　不安げにラクシャルが訊いてくるので、俺は桶とタオルを持ってベッド脇わきに戻もどる。

「よくわからんが、何か頼たのまれたらしい。ラクシャルのことをよろしく、だとさ」

「え……えぇぇっ!?」

　大声をあげて羞しゆう恥ちの表情を浮かべるラクシャル。

　その反応と、置かれていたものを見て、ようやく俺は状況を把は握あくした。

「これ、ラクシャルの体を拭ふくためのタオルとお湯か？　熱が出てて体も満足に動かないから、風ふ呂ろに入れない代わりに……ってことだろ？」

「……う、ぅぅっ……そうです。あの、私が自分で拭きますから、ヴァイン様はお引き取りを……きゃっ！」

　白状しながらもしつこく俺を帰そうとするラクシャルに構わず、寝ね間ま着きを脱ぬがせにかかった。

　ラクシャルは目を白黒させて慌てふためく。

「ま、まま、待ってくださいっ！　今の私、汗あせ臭くさいかもしれませんから……ヴァイン様に幻げん滅めつされちゃうかもしれませんからぁっ……！」

「アホ。その程度で俺が幻滅するか。自分じゃ届かないところもあるだろうし、今のお前は体を動かすのもしんどいだろ。黙だまって拭かれてろ」

「うぅぅ……」

　満足に抵てい抗こうできる体調でないこともあり、観念した様子で、ラクシャルは裸はだかに剝むかれていく。

　寝間着はまだしも下着は汗で湿しめっていて、取とり替かえる必要がありそうだ。

　しかしそれよりも、桶の湯が冷めてしまわないうちにラクシャルの体を拭くのが先だろう。お湯に浸ひたしたタオルを絞しぼり、ラクシャルの柔やわ肌はだに触ふれさせる。

「……あの、ヴァイン、様。私、臭くないですか……？」

「しつこいな。じゃあハッキリさせてやるから、ちょっと待ってろ」

「え？　……わ、わぁぁっ！　嗅かいでほしいって意味じゃないですよぉ!?」

　俺がラクシャルの鎖さ骨こつや腰あたりに顔を近づけて鼻をすんすんと鳴らすと、ラクシャルは泣きそうな声をあげた。

　しかし、本人が心配しているような嫌いやな臭においは感じない。

　むしろ強い甘あまさと軽い酸味が混ざった、イチゴに近い香かおりだ。

「うん、いい匂においだ。心配の必要なし。以上」

「は、恥ずかしいです……」

「わからん奴やつだな。今までもっと恥ずかしいことを散さん々ざんしてきただろうが」

「そういう問題じゃなくて……私は、いつも綺き麗れいにした状態の自分をヴァイン様に見せたいんです。大好きな方には、恥ずかしいところを見せたくなくて……」

　……そういうことなら、ラクシャルの言うこともよくわかる。誰でも好きな相手の前では、自分の汚きたない部分やみっともない部分は見せたくないと思うものだ。

　しかし、俺たちの場合には、やはり今更だろう。
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「そんな遠えん慮りよはしなくていい。お前は俺のものだって、今まで散々言ってきただろ……それは何があっても変わらん。たとえ汚いところや恥ずかしいところを見せられたって、俺はその何倍も何十倍も、ラクシャルのいいところを知ってるんだからな。完かん璧ぺきじゃなくても、全部ひっくるめて俺の大切なラクシャルだ」

「……ヴァイン様……」

　率直な想いが伝わったようで、ラクシャルは瞳を潤うるませてこちらを見上げてくる。

　キザなことを言ったかもしれない……と気き恥はずかしく思いながらも、無心でラクシャルの体を拭いていき、背中側も含めて上半身はほぼ拭き終わった。

「じゃ、今度はこっちを…………って、おい」

　今度は下半身を拭いてやろうと視線を落として、俺は思わずツッコんだ。

　その箇か所しよは、ラクシャルの太ももまで伝うほどに、汗とは違う透とう明めいの液体でぐしょぐしょに濡ぬれそぼっていたからだ。

「だ、だってぇ……ヴァイン様に体を拭いてもらってるっていうだけでもおかしくなりそうなのに、あんなことまで言われちゃったら、我が慢まんできませんっ……！」

　涙なみだ声ごえで訴うつたえるラクシャルを横目で見やって、俺はがっくりと肩かたを落とした。

　普ふ段だんなら即そつ決けつで襲おそってるところなんだが……。

「できるだけ股こ間かんに触れないように、拭いとくぞ」

「そんな!?　それじゃ生殺しですっ、ヴァイン様……！」

「そういうのは治ってからだ。いくら俺でも、自力で歩けないほど弱ってる奴にズッコンバッコンできるほど鬼き畜ちくじゃねえんだよ。いいから、今は我慢しろ」

「あうう……わかりました……」

　しょんぼりと項垂うなだれるラクシャルを見ていると、こいつ本当は余裕あるんじゃないか、と思ってしまう。

　もちろん、エラーの影えい響きようを考えると実際には相当苦しい思いをしているはずなんだが……俺の存在で、その苦しみが少しでも和らいでいるんだろうか。

　そんなことを考えながらラクシャルの体を拭き終わり、替えの下着を穿はかせ、寝間着を着させる。

　やるべきことが全て終わると、ラクシャルも気が抜ぬけたようにベッドに身を預けた。

「とってもドキドキしました……しっかり休んで早く体調を整えて、またヴァイン様といっぱいいやらしいことができるようにならないと……！」

「お前、動機それで本当にいいのか……？」

　あまり人のことは言えないツッコミを交えつつも、とにかく今はラクシャルを少しでも元気づけられてよかった、と思う。

　他に、ラクシャルのために今の俺が何かできることはないだろうか。

（……そういえば）

　以前、ゼルスと肌はだを重ねた時に気づいたことだが、ラクシャルとはまだキスをしたことがない。

　単に機会を逃のがしていただけなのだが、おまじないとしてラクシャルを元気づけられるかもしれない。

　そう考えて、仰あお向むけに横たわるラクシャルの唇くちびるを奪うばおうとしたのだが──。

「待ってくださいっ」

　触れる寸前というところで、ラクシャルの人差し指が俺の唇に押おし当あてられた。

　拒こばまれるとは思っていなかっただけに、俺が目をぱちくりさせていると、ラクシャルは恥じらいながら答えた。

「えっと……贅ぜい沢たくなことだと、わかっていますけど……ファーストキスは、もっとムードがある時というか、ドラマチックな場面で奪ってほしいって願望があるんです……で、できれば、ですけど……」

「……ムード、ねぇ」

　俺が初めてラクシャルにエロいことをした時は、村人たちの目の前で、ムードもへったくれもない環かん境きようだった気がするが。

　しかし、だからこそそういう展開に憧あこがれるものなのかもしれない。

「ご、ごめんなさいっ。でも、もし聞いていただけたらそのお返しに、ヴァイン様の言うことを何でも聞きますから……！」

「お前、普段から俺の言うことは何でも聞くタイプだろ。報ほう酬しゆうにならんぞ」

「ほ、本当に何でもです！　どんなことでもします！　たとえ特とく殊しゆな性せい癖へきであっても、私は全力で──」

「わかった、わかった。覚えとくから」

　今後そういう場面が来るかどうかはともかく、今のラクシャルに贅沢を言えるくらいの余裕があるのはわかった。

　俺は多少の安あん堵どを覚えつつ、その後も少し言葉を交わしてから、部屋を後にしたのだった。




「は？　ラクシャルとのキス……じゃと？」

　海上要塞が西の大陸を発たってから五日目。

　甲板でゼルスと遭そう遇ぐうした俺は、先日ラクシャルと交わしたやり取りについて話していた。

　ゼルスとは偶ぐう然ぜん会ったわけではなく、間もなく目的地に着く予定のためゼルスも甲板に出てきていただけなのだが、世間話をするうちに話のネタが尽つきて、俺の方からあの時の話をするに至ったのだった。

「今、ラクシャルは寝込んでるからな。元気づける意味でも、あいつの望むことはできるだけ叶かなえてやりたいんだ」

「心がけは立派じゃが、それを余よに相談されてものう……」

　ゼルスは大きな溜ため息いきをひとつ挟はさんで、まじまじと俺を見やった。

「まあよい。しかし、先日の貴様は病床のラクシャルを元気づけるために口付けしようとしたのじゃろ？　ドラマチックとまでは行かぬにせよ、貴様にしてはムードを考えた行動じゃったと思うがの」

「褒められてんのかけなされてんのかわからんが……ゼルスもそう思うよな？」

「うむ。女心の『お』の字もわからぬであろう、デリカシーの欠片かけらも持たぬ肉欲の権化たる貴様にしては配はい慮りよしておったと思うぞ」

「お前、俺相手だと思って好き放題言いすぎじゃねえ？」

　ここまで言われたところで、例によって否定する気はないわけだが。

　大人しく次の言葉を待っていると、ゼルスは何やら赤面しながら呟いた。

「キス、か……もしかすると、この前ラクシャルに話した件が影響しておるのじゃろうか……」

「話した？　もしかしてお前、俺との初夜のこと、ラクシャルに詳くわしく話したのか？」

　少なくとも俺は誰にも話した覚えがないので、漏もれるとしたらゼルス自身の口からしかあり得ない。

　ゼルスは一いつ瞬しゆん気まずそうに口を引き結んだが、すぐに正直に話し始めた。

「し、仕方ないではないか……ラクシャルが、ヴァインとの初めての夜はどうじゃったかと何度も訊いてくるものじゃから……」

「お前がラクシャルに弱いのは知ってたが、そんなことまで赤せき裸ら々らに話してるとは思わなかったな。まあ、オープンに話せるのはいいことでもあるが」

　皆みんなが仲良く過ごしているのは、少なくとも俺にとってはいいことだ。

　せっかくだから、もう少し突っ込んで訊いてみるとしよう。

「そういう憧れみたいな気持ちって、やっぱりあるもんなのか？　今まで散々肉欲の権化として暴れてきた俺にはいまいちピンとこないわけだが」

「開き直るな。まあ、一般論ではどうか知らぬが……ラクシャルの場合、貴様と出会ったことで芽生えた感情なのは間ま違ちがいないじゃろうな」

「俺と？」

「余もラクシャルも、色いろ恋こいとは無む縁えんじゃったからの。望ましい相手が現れたことで、その反動が出るのは何もおかしいことではあるまい」

　そういえば……今となってはすっかり馴な染じんだものだが、俺に惚ほれたラクシャルが初めてゼルスに報告に行った時は、ゼルスは心から驚きよう愕がくし、ラクシャルをたぶらかした俺に全力の敵意を向けていたっけか。

　懐なつかしく感じていると、ゼルスも同じ感情を覗かせるような遠い目をしていた。

「貴様に出会うまで……余にとってもラクシャルにとっても、お互たがいと魔帝軍の存在が自分の全てじゃった。自分の家族として、居場所として、築き上げた魔帝軍を守ることに命を懸かけておった。無論、それは今でも変わらぬが……」

　遠くを向いていたゼルスの優しいまなざしが、すぐ隣に立つ俺へと注がれる。

「のう、ヴァイン。最近、余は思うのじゃ。もしも余と貴様が出会ったあの時、貴様がもっと違う人間であったら……」

「違うって？」

「……例えば、残ざん忍にんな人間であったなら。貴様が、力を吸い尽くした後のラクシャルや、門番のスラーナを邪じや魔ま者ものとして斬り伏せておったなら……余は憎ぞう悪おの炎ほのおに身を焦こがし、人類を滅ほろぼそうとすらしておったかもしれぬ」

「……!?」

　俺は思わず、ぎょっとしてゼルスの顔を見つめた。

　ゼルスは俺の反応に逆に驚いたようで、わずかにたじろぐ。

「な、何じゃ？　何もおかしなことは言っておらんじゃろ。仮定の話じゃ」

「ああ……仮定か。そうだよな」

　アナザーの正体に気づいたのかと思ったが、そうではなかったようだ。

　怪け訝げんそうにしながらも、ゼルスは話を続ける。

「そう思うと、余のもとに現れたのが貴様のような奴でよかった。……もしもラクシャルが意に反して虜りよ囚しゆうとされておったなら、余は今でも貴様を殺そうとしたじゃろうが、そうではなかったしの」

「……なんか、えらくベタ褒めだな。本気で言ってるのか？」

「当たり前じゃ！　そもそも、貴様を認めていなければ、その……は、肌を重ねたり、口づけを許したりなど、するわけがなかろう……」

　ゼルスが自分の手を組んで指をいじりながら言った直後、別の影かげが俺たちの会話に割り込んできた。




「ヴァインお兄さん、リズにはいつごろちゅーしてくれるです？」




　振り返ると、いつの間にやって来ていたのか、俺たちのすぐ近くでリジールが期待に満ちた目を向けてきていた。

　俺は反射的に一歩たじろぎつつも、リジールに改めて礼を述べる。出発前にも似たようなことは言ったが、今の状況を考えると礼の言いすぎってことはないだろう。
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「ああ、いや……アレだ。その件はともかく──ここまで早く引き返せるとは思ってなかった。改めて感謝するぜ。リジールのおかげで、本当に助かってる」

「ヴァインお兄さん、ほんとです？　だったらリズ、お兄さんからご褒ほう美びが欲しいです……♪　ちゅーとか！」

「……俺は今、全力で話題をそらしたつもりだったんだが、察せなかったか？」

「察する？　です？　よくわからないです」

　何ら気にした様子もなく首をひねるリジール。

　基本的に話聞かねえなコイツ。

　俺が返答を考えていると、ゼルスが抗こう議ぎの意思を露あらわに言い返す。

「おい、リジールよ。今は余とヴァインが話しておるところじゃろうが。横から入ってきて話題を自分のものにすり替えるのは、無意識にやっておるとしても悪あく癖へきじゃぞ。是ぜ正せいせぬか」

「ちょっと前から聞いてたですけど、ゼルスはお兄さんにちゅーしてもらったことあるですよね？　だったら文句言わないでほしいです。リズの気持ちはゼルスにはわからないです」

「そういう問題ではないじゃろうが」

「そういう問題です。リズは自分がヴァインお兄さんのものだって思ってるですし、ラクシャルお姉さんもタマラお姉さんもキアお姉さんも、みんなお兄さんを大好きだって言ってるのに、いつもお兄さんにツンケンしてるゼルスがお兄さんの隣にいるのは気に入らないです。ゼルスはお兄さんのこと好きなんです？」

「な……そ、そんなこと人前で言えるわけがなかろうが、この愚ぐ物ぶつが！」

　何やら真剣そうなリジールの指し摘てきに、耳まで真っ赤になって言い返すゼルス。

　愚物呼ばわりされて尚更頭にきたのか、リジールは頰ほおを小さく膨ふくらませてゼルスにジト目を向ける。俺が今まで見たことのない反応だ。

　……そういえば忘れてたが、こいつらは本来対立関係にあったはずなんだよな。仲が悪いのは当たり前だ。

「というか、ちょっと待たぬか。今、余以外の全ての者を『お姉さん』と呼んでおったが、なぜ余だけは呼び捨てなのじゃ」

「ゼルスはリズとおんなじくらいちんちくりんです。ぜんぜんまったく、ひとつもお姉さんじゃないです」

「余はラクシャルとほぼ同い年で、ヴァインやタマラより遙はるかに年上じゃぞ!?　誰がちんちくりんじゃ、誰がぁ!!」

　火でも吹ふきそうな勢いでゼルスが激げき怒どしたので、俺はそろそろ仲裁に入ることにした。

「はいはい、やめやめ。言い争ってないで仲良くしろ」

「お兄さんが言うなら、仲良くするです♪　だってリズはお兄さんのものです！」

　俺の雑な仲裁に、たちまち嬉うれしそうな顔をして矛ほこを収めるリジール。

　……リジールもラクシャルと同じタイプかと思っていたが、ラクシャルが全力で突っ走る性格なのとは違い、リジールは本当に何も知らず、思考停止で俺に盲もう従じゆうしている。

　これから時間をかけて教育してやらないと、常識すら身につかないまま、いつか大変な事件を起こしそうな気がするな……。

　まあ、その件はおいおい考えよう。今はアナザーのことが最優先だ。

「リジールは何しに来たんだ？　他に用があったんじゃないのか？」

「あっ……そうです。もうすぐ東の大陸に着くですけど、お兄さん、岸が見えたら人間たちのところに飛んでいってもらえないです？　要塞を接岸する許可が欲しいです」

「ああ、それは必要だな……つっても、俺はノースモア王国の王都には顔が利くが、港町まで知名度が浸しん透とうしてるかどうかは怪あやしいんだよな。やってはみるが」

　少し前まであの国の王様をやっていたとはいえ、国が猛もう吹雪ふぶきに襲われていたわずかな期間のことだし、正直自信がない。

　仮に港町からいきなり大たい砲ほうをぶっ放されたとしても、この強固な要塞はびくともしないだろうが、何事もなく済ませられるに越こしたことはない。

「むっ……おい、ヴァイン！　岸が見えておるぞ」

　俺とリジールが話している間、不ふ機き嫌げんそうに水平線を睨にらんでいたゼルスが声をあげた。

　目を凝こらすと、わずかにだが水平線の一部に盛り上がりが見える。もっと近づけば、それが大陸だとはっきり見えるだろう。

「んじゃ、ちょっくら行ってくる。話がついたら戻ってくるから、それまで留守番頼むぞ。──【エアロ・ウィング】!!」

　ふたりに後を任せると、俺は魔ま法ほうで風の翼つばさを得て甲板から飛び上がり、海上を飛んで港町へ向かった。

　風を切って飛び続けると、大陸は徐じよ々じよにその姿を露わにし、俺が向かうべき港町もはっきりと見えてくる。

　眼下の港では、既すでに海上要塞の接近に気づいているようで、大勢の人が海を指差して叫さけんでいた。ほどなく、接近する俺にも気づく者が出てきた様子で、いくつもの視線が突つき刺ささるのを感じる。

「おーい！　待ってくれ。怪しい者じゃない」

　自分で言っていて怪しさ満点なのはわかるが、いざこういう場面に出くわすと、他に適切な言葉が思い浮かばない。

　どういう反応が返ってくるだろうかと様子を窺ったが、しかし意外なことに、俺を見上げる町人たちの視線はたちまち好意的なものへと変わっていく。

「あれはもしかして、ヴァイン様……？」

「魔法で空を飛んでおられることといい、あのお姿といい……きっとヴァイン様だ！」

　すぐに何人もの口から俺の名前が出たことは意外だった。

　驚きはしたが、変に誤解されているわけでもないようなので、そのまま港に降り立って人ひと々びとに声をかける。

「お前ら、俺のこと知ってるのか？」

　俺の問いに、人ひと垣がきの向こうからしわがれた声が返事をする。

「今や、この国にあなた様を知らぬ者はおりませんよ。ヴァインどの」

　聞き覚えのある声だった。

　人垣が割れ、大勢の兵士を引きつれた高貴な身なりの老人と、鎧よろいを纏まとった女が並んで歩み出てくる。

「お久しぶり……と言うには、少し早い再会ですな。またお会いできて光栄です、ヴァインどの」

「このシンファ・アデムレット、君たちの帰き還かんを待ち望んでいたぞ！　ラクシャルは元気にしているか？」

　そう声をかけてきたのは──ノースモア王国の国王ガスパーと、第一王女のシンファだった。

「お前ら……なんでここに？　王都にいるもんだとばかり思ってたが」

　意外な出で迎むかえに驚きながら問いかけると、ふたりはしてやったりと言わんばかりに白い歯を見せて笑った。親子なだけあって、笑い方は非常にそっくりだ。

「わしが説明しましょう。ヴァインどの、ジェナを覚えておりますかな？　以前、我が国に猛吹雪をもたらした魔族です」

「そりゃ、覚えてるが」

「ヴァインどのが奴の根城から持ち帰ってくださったものの中に、魔幻石で実験した際の資料がありましてな。それを頼りに王都の技術者が、魔幻石の接近……すなわち、魔幻石を動力とする海上要塞の接近を感知できる魔道具の開発に成功したのです」

「あー……そういうことか」

　魔幻石というのは、強大な魔力を秘めた宝石のことだ。現在は海上要塞の動力源として使われているが、かつて一度ジェナの手で要塞から盗ぬすまれていた。

　そうとは知らずに俺が異常気象の原因になっていたジェナの根城を叩たたき潰つぶし、ついでに魔幻石を入手した際、他にも価値のありそうな資料を適当に持ち出したのだが、結局ガスパーたちにくれてやった覚えがある。

　今聞いた話だと、その資料を元に作った、魔幻石を感知する魔道具のおかげで、海上要塞が接近していることをあらかじめ知ることができたわけか。

「待ち構えてヴァインどのを驚かせようという試みでしたが、いやあ、大成功でしたな！　はっはっは」

「子供か。ジイさんのくせに……」

　朗ほがらかに笑うガスパーを見ていると呆あきれてしまうが、おかげで接岸の許可はすぐに下りそうだ。

　それはいいとして、さっきの言葉が少し気になる。

「さっき何か言ってたな。ノースモアの国民で俺のことを知らない者はいない、とか」

「ええ、そうです。わしらはヴァインどのに国を救われました。そのご恩を決して忘れることのないよう、そして真実を知らぬ者にも届くよう、あの時の出来事を書物にして国内に広く伝えておるのですよ」

　嬉しそうに笑って、ガスパーは一冊の本を差し出してきた。

『ヴァイン王』という、この上なくわかりやすいタイトルの本だ。

　受け取ってパラパラとページをめくると、ガスパーから見た当時の出来事が描えがかれていた。

　猛吹雪で絶体絶命の状況にあったノースモア王国に現れた俺が、魔法でまず王都の安全を確保し、いきなり王位を簒さん奪だつし、元凶を捕とらえて猛吹雪を止め、接近する魔王軍も撃げき退たいして、嵐あらしのように去っていくまで。

「……なんか、こっ恥ずかしいな」

　本を突き返しながら、俺は読んでいる間に感じたむずがゆさを、そのまま感想として口に出した。

　特に誇こ張ちようも美化もされていないんだが、自分のやったことがこうして歴史として残されているのを実際に目にすると、微び妙みような居心地の悪さを感じる。

　俺はあの時も、自分の好きなように振ふる舞まってただけだしな……。

「あ、あの……ヴァイン様、ですね？」

　不意に視界の外から声をかけられ、振り向くと、若い女が幼い男児を連れて立っていた。親子だろうか。

　俺が無言で首しゆ肯こうすると、母親らしい女は怯おびえ混じりに言う。

「この子と、握あく手しゆしていただけませんか？」

　子供の手を取り、こちらに差し出してくる。

　緊きん張ちようしているのか、男児の顔も強こわ張ばっているように見えるが、あの本で名が知られている以上は無理もない反応だろう。

「……ああ、えーと……これでいいか？」

　有名人の気持ちってのは、こういうものなんだろうか……？

　照れくささを覚えながらも、小さなその手を握にぎってやる。

　すると──男児の表情が、一瞬でくしゃくしゃに歪ゆがんだ。

「う、うええぇぇん！　びえええええんっ!!」

　全力で泣きだした我が子に、母親は厳しい目と鋭するどい声を向ける。

「ほら、言ったでしょう！　ヴァイン様は本当にいるのよ！　ちゃんとお片付けしない悪い子のところには、ヴァイン様がやってきて、あなたのものを全部持っていっちゃうんだからね！」

「おかあさん、ごめんなさぁぁい！　もうしません、ごめんなさいぃぃっ!!」

　大口を開けてわんわん泣きじゃくる子供を抱だき上あげ、母親は一礼すると満足げな顔で去っていく。

　俺はというと、その背を呆ぼう然ぜんと見送るしかなかった。

　フォローするように、こそこそとガスパーが寄ってきて、俺に耳打ちする。

「いや……そんなつもりではなかったのですが、一般の者には、簒奪のイメージが強すぎたようでして。王位すら奪う無敵かつ恐きよう怖ふの存在として、『夜よ更ふかししてるとヴァイン様が来るよ！』とか『好き嫌きらいしてるとヴァイン様が来るよ！』とか、もっぱら家庭のしつけに使われているようなのです」

「妖よう怪かいか、俺は」

　前にも似たようなことを言った気がするが、この国の国民は本当にどうなってんだ。

　色いろ々いろ文句を言ってやりたいところだが、今はそんなことよりもさっさと要塞を港に寄せて、魔帝城に向かわないといけない。

　接岸の許可を出すようガスパーに頼むと、俺は海上要塞へ飛んだ。




　小島ほどのスケールを有する海上要塞は、当たり前だが、船と同じように入港することはできない。

　なので、できるだけ岸に近いところに要塞を停止させ、そこから先はロック鳥の姿になったキアに、皆を港まで運んでもらう形を取った。

　本来なら港に寄り道せず、今すぐにでも魔帝城に飛んでいきたいところだが、ガスパーたちがここにいるのなら頼んでおきたいことがある。

　キアが皆を要塞から連れてくる準備をしている間に、俺は再び港へ戻り、ガスパーとシンファにその頼み事を説明した。

「……ふむ。我が終生のライバル、ラクシャルは体調を崩くずしているのか。それで、我らにラクシャルを預かっていてほしいと？」

　こちらの頼みを繰くり返かえして確認するシンファに、俺は頷うなずき返かえした。終生のライバルかどうかは知らんが。

「事情はまた改めて説明するが、俺たちはこれから、ある敵と一戦交えるために魔帝城へ向かわなきゃならない。大急ぎでだ。今のラクシャルはそこに連れていけないから、俺たちが戻るまでの間、面めん倒どうを見ててほしいんだ」

「むろん構わないが、魔族と一いつ緒しよにあの要塞にかくまっておいた方が安全なのではないか？」

「いや、急いで来た都合で人数が足りてないからな……それでも最悪、仲間を何人か残してラクシャルを守らせることも考えてたんだが、お前らに頼めるならその方がありがたい」

　アナザーを追って魔帝城に向かう場合、管理者権限を取り返すためにエナは当然として、ゼルスも連れていかねば納得しないだろうし、移動にはキアの協力も不可欠だ。

　どうしても、要塞に残していけるメンバーには限りがある。

　再度の説明に、シンファは納得した様子でしきりに頷くと、どんと自らの胸を叩いて口角を上げた。

「承知した！　このシンファ・アデムレット、己おのが身命に代えてもラクシャルを守り抜くと誓おう。ノースモア王国は、君から受けた恩を決して忘れることはない。そうですね、父上！」

「うむ。ラクシャルどのの身はどうかわしらにお任せあれ。ヴァインどのはヴァインどのの務めを果たされますよう」

　一切の迷いなく快かい諾だくしてくれるふたりに、俺はガラにもなく、心からの感謝を述べたくなる。

　結局は気恥ずかしさが勝って、頭を掻かくだけで終わってしまったのだが、ふたりは何かを察したようで顔を見合わせては嬉しそうに笑っていた。

　ロック鳥の姿のキアが俺たちのもとに飛んできたのは、それからすぐのことだ。

　背にはゼルスとタマラとエナ、そしてタマラに支えられた状態のラクシャルが乗っていた。

「……ラクシャルちゃんの熱、下がらないみたい。むしろ、前より熱くなってる感じもするよ」

　タマラの声には深刻な響きがあった。

　安心させるように肩に手を置きつつ、俺はタマラにしかできない役目を頼み込む。

「タマラ、留守番頼めるか？　ノースモア王国の奴らがラクシャルを見ててくれることになったんだが、万一に備えて、お前にもラクシャルの傍そばにいてほしいんだ」

「あたしが？　……うん、わかった。ヴァインくんがいない間は、あたしがラクシャルちゃんを守るよ」

　引ひき締しめた顔を頷かせて決意を示すタマラに、シンファも胸と声を張って続く。

「心配するな！　我がライバルの体調は、我と我が国の医師たちが責任を持って回復させてみせるぞ！」

「いや……ラクシャルは魔族なんだし、普通の方法じゃ治らないと思う。気持ちはありがたいが、あんまり気張らなくていい」

　俺はラクシャルの不調の原因を知っているので、普通の治ち療りよう法ほうでは効果がないこともわかっているが、どうしてもこういう曖あい昧まいな言い方にならざるを得ない。

　シンファはやや不服そうに唇を尖とがらせていたが、ふと周りを見回して何かに気づいたように首を傾かしげた。

「ヴァイン、彼かの女じよは誰だ？　我には見覚えのない相手なのだが」

　と、エナを見つめて訊たずねてくるシンファ。

　便乗とばかりに、タマラも質問を重ねてきた。

「あっ……それ、あたしも訊きたかった。ヴァインくんの古いお友達なのかな、って思ってたんだけど、ヴァインくんは生まれた村で長い間監かん禁きんされてたって聞いたし……」

　周囲からの視線が集中し、エナは僅わずかな間きょとんとしていたが、すぐにいつものお気楽な笑顔に戻って答えた。

「えっとですねー、わたしは神ですー。この世界を管理する神様なんですよー」

「…………」

　シンファとタマラは、説明を求めるように俺の方を見た。

　俺が説明に窮きゆうしていると、シンファは一足早くエナの方に向き直って質問を重ねる。

「神……ということはつまり、何か奇き跡せきのようなことが起こせるのか？」

「いえ、今はちょっと事情があって力を使えないんですけどー。でも、ほんとに神様なんですよー？」

「…………」

　ついさっきよりも疑わしさを増した目で、シンファとタマラが俺の方を見てくる。

　俺は軽いめまいを覚えながら答えた。

「エナの言うことは黙って認めろ。色々……そう、色々複雑な事情があるんだ」

「う、うん……」

　タマラは不信感を露わにしながらも、俺に免めんじて素直に認めてくれるようだった。

　シンファも何やらひとりで腕うでを組んでうんうんと頷きつつ、納得する。

「まあ、ヴァインの友人ならば悪い相手ではあるまい。質問はひとまず置いておいて、今はラクシャルを安全な場所に……ん？　おいヴァイン、何かが近づいて……」

　ふと何かの気配に気づいたシンファが、空を見上げて片かた眉まゆを上げる。

　僅かに遅おくれて、俺もその存在を察知していた。

　風の翼で空を舞い、ゆっくりと俺たちに近づいてくる黒い影。それは──ラクシャルと瓜うり二ふたつの見た目をした、俺が追い求めていた相手だった。

「見つけましたよ、人間──そして、もう一人の私。あなたたちには、この場で死んでもらいます」

「……来やがったか。魔帝城に出向くまでもなかったな」

　俺はどんな事態にも対応できるように剣けんを抜きながら、頭上のアナザーを睨みつけた。

　アナザーはこちらの様子を窺いながら、ゆっくりと降りてくる。

「ガスパー、シンファ！　兵士と一般人を連れて避ひ難なんしろ！　あの黒いラクシャルは、俺たちの敵だ！」

「はっ……わ、わかりました、ヴァインどの。皆、町民を避難させるのだ。シンファも行くぞ！」

　ガスパーの指示で、兵たちが一般人を避難させ始める。

　しかしシンファは首を縦に振らなかった。

「我は残ります、父上。ヴァインたちの敵は我の敵でもあります。この剣を振るうべき時は、今をおいて他にありません」

　頑かたくななシンファに、俺は否定の言葉を重ねる。

「ダメだ、下がってろ。目の前のあいつは……たぶん、ラクシャルより強い」

「聞けぬな。あれから我も鍛きたえ直なおしたのだ。我が国を襲う脅きよう威いに、じっとしてなどいられるか！」

　既にシンファは剣を構えて臨戦態勢だ。普段ならやる気を買ってやりたいところだが、今はそれどころじゃない。

　ひん剝いてでも大人しくさせてやろうかと思ったが、その前にタマラとキアが俺に指示を仰あおいできた。

「あれが、向こうの大陸でヴァイン君たちが見かけたっていう偽者……？　ヴァイン君、あたしはラクシャルちゃんを連れて逃にげた方がいい!?」

「キアも戦う？　それともタマちゃんたちを乗せて逃げる？」

「……このまま俺の後ろにいろ。手出しはするな。お前たちはラクシャルを守っててくれ」

　俺は瞬しゆん時じに思考を巡めぐらせ、そう答えた。

　下手にラクシャルをこの場から遠ざければ、アナザーは俺との戦せん闘とうよりもラクシャルの追つい跡せきを優先させてそちらへ向かうかもしれない。アナザーも風魔法を使える以上、足止めに失敗するおそれは否定できない。

　と──シンファから目を離したのがまずかった。

「行くぞ、我が宿敵の偽者よッ!!」

　シンファは剣を振りかぶりながら、猪いのししのようにアナザーへ突とつ進しんした。

　その言葉にアナザーは眉をひそめつつ、双そう剣けんの片振りでシンファの剣を受ける。

「宿敵？　偽者？　何を言っているのか、意味がわかりません」

「ラクシャルは我が認めた好こう敵てき手しゆなのだ！　何者か知らんが、その真ま似ねをしようとは不届きな奴！」

「……ラクシャルは私です。そして……人間ごときに対等に見られるのは不ふ愉ゆ快かいです」

　アナザーは剣を素早く振るって反はん撃げきするが、シンファはその一いち撃げき一撃を的確に受け止めていく。鍛え直したというのは本当らしい。

　しかしこう至近距きよ離りでやり合われちゃ、横から手を出しにくい。

「おいシンファ、邪じや魔まだ！　ここは俺に任せてどいてろ！」

「問題ない、ヴァイン！　このような空くう虚きよな剣の使い手になど負けるものか！」

「……空虚？」

　シンファの言葉に引っかかるものがあったのか、アナザーは眉をピクリとさせて訊き返す。

　その反応を見て、シンファはアナザーに直接言葉をぶつけ始めた。

「君の剣は確かにラクシャルのそれより鋭いようだ。しかし、我がかつてラクシャルの剣に見た強い思いが、君のそれからは感じられない。ひどく……空っぽだ。そうではないか？」

　何も知らないなりに剣けん士しとして感じるところがあったのか、シンファの指摘は正せい鵠こくを射ていた。

　しかし、全てを失ったアナザーにとってその言葉がどれほど残ざん酷こくなものか。

　その痛みは、一瞬で憎にくしみに染まったアナザーの表情を見れば明らかだった。




「あなたたちが……私から全てを奪ったあなたたち人間が、それを言うんですか。あなたたちがぁぁぁっ!!」




　アナザーの剣は別次元の速度に達し、一撃でシンファの剣を弾はじき飛とばし、シンファの喉のどを裂さかんとした。

　瞬しゆん間かん、アナザーの腕に、脚あしに、全身に──白い糸が巻きつく。

　間かん一いつ髪ぱつのところで放った【剛ごう糸し】をアナザーの全身に絡からませながら、ゼルスが叫んだ。

「捕つかまえたぞ！　ヴァイン、手伝え！」

　それは紛まぎれもなく、アナザーを殺すチャンスだった。

　今、俺が剣を振り下ろせば、アナザーはなす術すべなく死ぬだろう。そうすればラクシャルは回復する。

　だが──。

「【メガ・プレス】!!」

　俺は剣を振り下ろす代わりに、重力魔法を唱えていた。

　アナザーに強きよう烈れつな重力がかかり、地面に叩きつけられ、押し潰されていく。

「ぐぁあああああぁぁ……っ!!」

　絶ぜつ叫きようするアナザーの背後で、ゼルスが焦あせりの色を見せる。

「くっ……こ、こら、ヴァイン！　余の糸まで重くなったではないか。危うく巻き込まれるところじゃったぞ」

「……悪い」

　俺は生返事で謝りながら、アナザーを見下ろした。

　……こいつがただの偽者なら、俺は迷わず殺していただろう。だが、アナザーも悲劇を辿たどっただけの同じラクシャルなのだと知ってしまった以上、やはり、今すぐ殺すことはできない。

　たとえ最終的に殺す必要があったとしても、せめて一いつ旦たん捕らえる形にして、エナの知ち恵えを借り、殺さずにバグを止める方法を探してからでも遅おそくはないはずだ。

「……よく、も……」

　怨えん嗟さの声で、アナザーが呟いた。

　地面に拘こう束そくされたまま俺を見上げる瞳が、どす黒く燃えている。

「ゼルス様の糸で……ゼルス様の手で、私を捕らえさせましたね……人間が……私からゼルス様を奪った憎き人間が、ゼルス様を騙だまして従わせて……また別の形で、ゼルス様を奪っていこうだなんて。そんな……そんな……」

　アナザーは深く息を吸い込み、割れるような大声で叫んだ。




「そんなことは、許さない!!」




　絶叫とともに、不可視の磁じ場ばのような何かがアナザーを中心に一瞬で広がり、俺たちの体を通り抜けていく。

　その直後、突とつ如じよとして体がいうことをきかなくなり、俺は前のめりに倒たおれ込こんでしまった。

「ぐぁ……っ!?」

　周囲からも一いつ斉せいに、倒れ込む音と悲鳴があがる。

　地面に突つっ伏ぷした俺の視界に、システムメッセージが飛び込んできた。




【システム】デバッグコマンド「強制ダウン」が実行されました。

【システム】周辺の「ラクシャル」以外の全てのキャラクターは状態異常「行動不能（無限）」になった！




　行動不能──？

　まさか、と思って体に力を込めるが、指一本動かせない。首から下がまるで自分のものじゃなくなったように、身じろぎすらできなくなっていた。

　周りの奴らも同じ状況で、一斉に焦りの声をあげる中、ひとつの黒い影がゆらりと立ち上がる。

「殺す……殺します。あなたたち人間を全員斬り殺して、ゼルス様を正気に戻してみせる……」

　さっきのログにもあったが、奴は……アナザー自身はこの状態異常の対象外となっているようだ。

　俺が行動不能になったことで重力魔法も解かれたらしく、焦る様子もなく糸を振るい落とし、双剣を振りかぶりながら一歩ずつこちらに近づいてくる。

「く、そ……動け……動けっ！」

　俺は懸けん命めいにあがこうとするが、無む駄だなことはわかっていた。

　今のコマンドで付ふ与よされた状態異常は、戦闘中は無限に持続する。おそらく戦闘が終しゆう了りようするか、アナザー自身が何らかの形で解除しない限り解けることはないだろう。

　だが、このまま無抵抗で殺されるわけには──。




「……ヴァイン様。私が、お守りします」




　苦しげな吐と息いき混じりの声を響かせて、アナザーとは別の影が俺の前に立った。

　俺が取り落としたノワゼットの剣を拾い上げ、構える。

　自らの前に立ちふさがったその相手を見て、アナザーは酷こく薄はくに嗤わらった。

「死にに来ましたか。そちらの私」

　映し鏡のように、アナザーの行く手を塞ふさぐラクシャル。

　自分以外の全員を行動不能にしたアナザーだが、そもそもバグの原因がそうであったように同じ名を持つラクシャルは同一存在とみなされ、状態異常付与の対象外となったのだろう。

　殺意を剝き出しにするアナザーに向き合い、ラクシャルは静かな決意のこもった声で答えた。

「たとえそうなろうと、構いません……私の命は、ヴァイン様のものなのですから」

　ラクシャルの言葉には決死の響きがあった。

　俺は頭から血の気が引くのを感じながら、我を忘れて声を張り上げる。

「ダメだ！　逃げろ、ラクシャルッ！　俺の言うことを聞け！」

「ヴァインの言うとおりじゃ、ラクシャル！　今の自分の状態を忘れたか!?　動けるうちに逃げよ!!」

「そのご命令は聞けません、ヴァイン様。ゼルス様。……私の大切な人たちを、見捨てることだけは……」

　ラクシャルはふらつきながらも、アナザーに向けた剣を決して引こうとはしない。

　たとえ逃げても、アナザーから逃げ切れる状態ではないだろう。

　だとすれば、ラクシャルを説得するのは無駄だ。

　いちかばちか、俺は心変わりに賭かけてアナザーへと呼びかけた。

「おいっ！　お前、自分のやってることがわかってんのか!?」

「口を開くな、人間が……！」

「いいから聞け！　このラクシャルを殺すってことは、お前がやられたのと同じ絶望をゼルスに味わわせるってことだぞ!?　お前が目の前でゼルスを殺された時と、全く同じ絶望をだ!!　それがお前の望みか!?」

「……!!」

　アナザーの顔色が変わった。

　周りの皆は、悲痛な表情のエナを除いて俺が何を言っているのか理解できていないようだが、今は気にしていられない。

　衝しよう撃げきを受けた様子のアナザーは、しかし震える声で否定を始めた。

「そんな……そんなことはありません。私はラクシャルです。私が……私だけが、ゼルス様の片かた腕うでの……」

　アナザーは自分に言い聞かせるように繰り返していたが、やがてゆらりとラクシャルの方を向くと、不気味に唇を歪めた。

「……そうです。それなら、殺すのではなく……あなたの全存在を、奪えばいい」

「え……っ？」

「あなたはもう充じゆう分ぶんでしょう？　ゼルス様も魔帝軍も失わず、何も悲しい思いをすることなく、これだけ多くの仲間を得て、幸せを味わったのでしょう？　だったら……もう、交代してくれてもいいはずです」

　自分に言い聞かせるように、これからの行いを正当化するかのように、不安定な口調でアナザーは告げる。

　しかし自分の移し身へと向けられた刃やいばには、何らの迷いもなく──。




「その幸せな記憶ごと──私のものにしてあげます」




　アナザーは瞬時にラクシャルの懐ふところへ潜もぐり、双剣の片振りを突き出す。

　吸い込まれるように、その刃がラクシャルの胸を貫つらぬき、背中から抜けた。

「──あ」

　呼吸とともに漏れたような、ラクシャルの微かすかな声。

　それとほぼ同時に、アナザーは唱える。

「【ソウル・フュージョン】」

　その言葉とともに、ラクシャルの体は無数の光る粒りゆう子しと化した。

　粒子はアナザーの体に吸い込まれ、アナザーの存在と一体になっていく。

　やがてその粒子が全てアナザーへ取り込まれた時──ラクシャルの姿は、完全に消えてなくなっていた。

「…………」

　俺は唖あ然ぜんとしてその一部始終を見つめていたが、すぐに胸の内に大きな、とても大きな喪そう失しつ感かんが押し寄せてくるのを感じて、喉の奥おくから押し出されたような大声をあげた。

「……ラクシャルッ!!」

　呼びかけた俺の声はもう、望む相手に届くことはない。

　ゼルスもタマラもキアも、あまりの状況に声を失っている。

　唯ゆい一いつ、満足げなアナザーの笑い声だけが、この場に響いていた。

「それは、私を呼んでいるのですか？　それとも、もうこの世に存在しない相手のことを呼んでいるのですか？」

「……テメエ……!!」

「寂しがる必要はありません。あのラクシャルの存在は全て私の中に吸収されました。今や名実ともに、私こそがこの世界でただひとりのラクシャルなのですから」

　自分の胸に手を置いて、誇ほこらしげにすら見える態度で語りながら、アナザーはゆっくりと俺に近づいてくる。

「さあ、お喋しやべりはこのくらいにしましょう。もうひとりの私を消す、という第一目的を果たした以上、次はこの場の人間たちを皆みな殺ごろしにする番です」

　歩み寄ってくるアナザーを見上げ、俺は必死で手足を動かそうとしたが、やはり状態異常のせいで全く動けない。

　悪あがきすらできずにいる俺を見下ろし、アナザーは双剣を振り上げた。




「まずはあなたからです。死になさい──ヴァイン様」




「──えっ？」

　その疑問符は、俺とアナザーが同時に浮かべていた。

　瞬間、アナザーは突とつ然ぜん頭を抱え、悲鳴にも似た声をあげて苦しみ始める。

「な、何ですか、これは……あ、ぐっ……あの男への感情が、流れ込んで……イヤっ、イヤぁぁっ！　人間なんかを……やめろ、やめなさい!!　気持ち悪い!!」

　アナザーの錯さく乱らんに前後して、突然、四し肢しに血流が行いき渡わたるような感覚がした。

　試しに力を入れてみると、手足が自分の思うように動く。

　そのことに俺より早く気がついたのか、ゼルスは立ち上がると、アナザーの前に駆かけ寄よった。

　アナザーは苦痛に頭を抱えながらも、ゼルスを見下ろして安堵の笑みを浮かべる。

「あ……あ、ゼルス様。私は……これで私は、あなたのラクシャルとして……」




　──乾かわいた破は裂れつ音おんにも似た音が、アナザーの言葉を遮さえぎった。




「……えっ……？」

　ゼルスに打たれた頰を、信じられない様子でさすりながら、アナザーは小さく声を漏らす。

　さまようその目が、やがてゼルスの顔に留まった時、アナザーの瞳は更さらなる驚愕に見開かれた。
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　ゼルスの頰を、大おお粒つぶの涙なみだが伝い落ちていたからだ。

「返せ……ラクシャルを返せ!!　貴様、余の大切なラクシャルをどこへやった!?　今すぐに返せ!!」

「ゼ……ゼルス様、私です。私が、ラクシャルで──」

　アナザーが言い終えないうちに、ゼルスはもう一度アナザーの頰を張った。

「貴様がその名を騙かたるな!!　もう一度同じことを言ってみろ。この世に存在するありとあらゆる苦しみを与あたえたうえで、貴様を殺す!!」

「な、なぜ……私は……こうすれば、またゼルス様と……魔帝軍と、一緒にいられると、そう思って……」

　瞳に涙を溜ためて弁明するアナザーに、ゼルスは烈れつ火かのような怒いかりを露わに叫んだ。

「ふざけるな!!　貴様のような奴を余が許すと思うか!?　一刻も早くラクシャルを返してこの場から失せろ！　それができないのなら、余の手で貴様をこの世から消してやる!!」

　激しい怒りと憎しみが込められた、ゼルスの言葉。

　それを真正面から受けたアナザーは、驚愕の表情のままたじろぎ、再び頭を抱える。

「あ──あ、ぁぁ、あ」

　頭を抱えたままアナザーは背を反らし、天に吼ほえるような声をあげた。




「わた、しは……私、は。あ、ああぁ、あ、あ──[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ッ!!」




　それは断だん末まつ魔まの声にも似た、絶望と苦しみに満ちた悲鳴だった。

　アナザーは絶叫を撒まき散ちらしながら飛び上がり、西の空へとその姿を消していく。

「…………」

　後に残された俺たちは、しばらくの間、ただ何も言えずに視線を交わすことしかできなかった。




　あまりの状況に呆然としている間に、アナザーを見失った俺たちは、それぞれに失意を抱えたまま一旦海上要塞へと戻った。

　俺は自室にこもって、これからどうすべきかと考えを巡らせる。

「……いや、俺だけじゃ無理だな」

　エナに確認すべきことがあると気づき、すぐに立ち上がった。

　そのまま部屋を出ようとしたが、遮るようにノックの音が響く。

「誰だ？　入っていいぞ」

「リズです。……タマラお姉さんから、お話は聞いたです」

　扉とびらを開けたリジールは、不安と悲しみに沈んだ表情だった。

　配下と一緒に留守の番をしていたリジールは、港での出来事を直接目もく撃げきしていない。伝聞だけに、今の時点では実感が伴っていないようだ。

「ラクシャルお姉さんが、斬られて……吸収されたって。ホントです？」

「ああ。そうだ」

「お兄さん……」

　憐あわれむような目で俺の顔を見上げてきたリジールを、逆に励ますように、くしゃくしゃと頭を撫なでてやる。

「なんだよ。お前が落ち込むのはわかるけど、俺を心配する必要はねえだろ」

「……お兄さんは、リズよりずっとずっと悲しいはずです」

「悲しい？　なんで俺が悲しまなきゃならないんだ」

「だって、ラクシャルお姉さんは、お兄さんの大事な……」

　眉を八の字にして更に心配するリジールに、俺は言葉を遮って言い切る。

「ああ──俺の大事な大事な奴ど隷れいだよ。だから、俺はラクシャルを取り戻す。必ずあいつは戻ってくる。悲しむ理由なんかねえんだ」

　俺は本気で断言した。

　どんな手を使ってでもラクシャルを取り戻すつもりだし、場合によっては、時間切れになった場合にやってくるであろう他の管理神を脅おどしつけてでも、ラクシャルを元に戻させる。

　ラクシャルのためなら、手段を選ぶつもりはない。

　こちらの言葉を聞いて、リジールは驚いたように目をぱちくりとさせていたが、やがて笑顔を取り戻して大きく頷いた。

「……お兄さん……そう、ですね。お兄さんならきっとできるです！　リズも何でも協力するですから、言ってくださいね、お兄さん！」

　ぴょんぴょん飛とび跳はねてはしゃぐリジール。

　その後ろから、ふたつの顔が部屋を覗いてきた。どちらも悲痛に歪んだ表情の、ゼルスとエナだ。

「……ヴァインよ。ラクシャルのことで、貴様と話がある」

「ああ、わかってる。だが、俺はエナに訊きたいことがあるんだ。こっちの用を先に済ませてもいいか？」

　普通に答えたつもりだったが、俺に向き合ったゼルスとエナは同時にビクッと身を強張らせた。

「……ヴァイン、貴様、大丈夫か？　何だか、おそろしい目をしておるぞ……」

「え？　気のせいだろ。俺はただ、絶対にラクシャルを取り戻すって話をリジールとしてただけだ」

「……悲しみや不安を、決意と怒りで塗ぬりつぶしておるのか。そうか……貴様はそういう男じゃな」

　心配と憐れみの中間のような、複雑な表情を浮かべて、ゼルスは話を戻す。

「あの黒いラクシャルのこと……エナから無理やり聞き出させてもらった。ゆえに、用件は同じじゃ。貴様とエナの話し合いに、余も同席させてもらうぞ」

　無理やり聞き出した──？

　俺が反射的にエナの方を見ると、エナは一瞬ギクリとしてから、しょんぼりと肩を落とした。

「ご、ごめんなさい、ヴァインさんー。言わないって約束はしましたけど、ほんとに拷ごう問もんにかけられそうになっちゃってー……」

「……いや、別にいい。混乱を招くと思ったから黙ってたが、今となっちゃ隠かくしておけないしな」

　俺がなりふり構わず、皆の前でアナザーを説得した時から、誰かが疑問を持つであろうことは予想できていた。

　俺が四人掛がけのテーブルについて話し合う態度を見せると、ゼルスはエナの腕を引いて部屋に入りながら、リジールに向かって言った。

「リジール、すまんがこの場は外してくれぬか。話し合った内容は、後で貴様も含めた皆に伝える」

「むー。リズは仲間外れです？」

「……頼む、リジール」

　むくれるリジールにゼルスが素直に頭を下げると、リジールはかえって困こん惑わくした様子で、わずかにたじろぐと溜息をついた。

「そんなに頼まれたらしょうがないです……わかったです。お外で待ってるです」

　誠意を受けてリジールが部屋を去っていくと、ゼルスとエナは椅い子すに腰を下ろした。

　俺はふたりの顔を交こう互ごに見比べてから、最初の疑問をぶつける。

「ゼルス。エナから話を聞いたらしいが、理解できたか？」

「……高めに見積もっても、半分くらいしか理解できなんだ。『ぶいあーる』がどうの『えろげー』がどうのと言われても、何のことやらさっぱりじゃ」

　ゲームという概念自体がこの世界には存在しないんだから、それは当然だろう。

　納得する俺の前で、ゼルスは怒りを──おそらく自分への怒りを、堪こらえきれない様子で唇を嚙かむ。

「それでも、理解できたことはある。あの黒いラクシャル──アナザーと呼んでおるのじゃったか──は、単なる偽者ではなく、『もしもの世界』……余が死に、魔帝軍が滅ぼされた世界からやってきたラクシャルじゃ。そうじゃな？」

「……そんなところだ」

　厳密にはその展開になった場合の記憶と能力を持っているだけで、並行世界のようなものが存在するわけではないはずだが、理解の上では大差ないだろう。

　俺が認めると、ゼルスは頭を抱えて後こう悔かいの念を露わにする。

「余は……そうとは知らずに、罵ば倒とうを浴びせてしまった。アナザーが今までどんな思いでいたのかも知らぬまま、我を失って、殺意すらむき出しにして……奴が暴走して逃げ去ったのは、余の責任じゃ」

「……自分を責めるな。事情を知っていながらお前に隠してた、俺のせいだ」

　俺がゼルスに伝えていたら丸く収まっていたという話でもないだろうが、最悪の事態を迎むかえた今となっては、そうならない可能性を潰してしまったことが悔くやまれる。

　だが、今は悔やむよりも、自分にできることを見つけなくてはならない。

　エナの方に向き直り、確認しようと思っていたことを切り出す。

「お前らも聞いただろうが、ラクシャルが吸収され、アナザーが俺を殺そうとした時、あいつは俺のことを『ヴァイン様』と呼んで、急に苦しみ始めた。エナ、あれはどういうことだ？　そもそも、アナザーが使った【ソウル・フュージョン】ってスキルは何だったんだ？　俺は聞いたことがないが」

　立て続けに質問を重ねた俺に、エナは頭の中で整理するように少しの間沈ちん黙もくすると、真剣な表情で口を開いた。

「……【ソウル・フュージョン】は、向こうのゼルスさんがアナザーさんに使ったのと同じスキルですー。効果はその名の通り、魂たましいの融ゆう合ごう……自分の全存在を相手に、もしくは相手の全存在を自分に、融合させるスキル。それによってアナザーさんは、向こうのゼルスさんの力を得たんですー」

「ってことは……ラクシャルの全存在が、アナザーに融合されちまったのか？」

　俺の問いに、エナは少し考えてから、首を横に振る。

「【ソウル・フュージョン】が完全に成功するためには、ふたつの条件がありますー。ひとつは、吸収される側が瀕ひん死しの状態であること。もうひとつは、吸収される側がスキルの発動を受け入れていること。この条件が揃そろっていない場合、融合は不完全なものになるんです」

　前者の条件は、アナザーの剣がラクシャルを貫いた時点で達成されていただろう。

　だが、後者の条件は満たされていないはずだ。

「……つまり……ラクシャルは、まだ……？」

　自分の推論が正しいかどうか、確認するつもりで慎しん重ちように訊ねた俺に、エナは深く首肯する。

「今、彼女の存在は混こん濁だくしています。ラクシャルさんとアナザーさんは完全に融合しきっていない。……分ぶん離りさせられる可能性がある、ということですー」

「……可能性があるとして、ラクシャルを分離させる具体的な方法は？」

　俺もゼルスも、エナの言葉を聞いてすぐに喜ぶことはしなかった。

　元に戻せるかもしれないというだけでは、まだ何もわかっていないに等しい。

　エナも承知している様子で、俺の問いに答える。

「アナザーさんと融合しているラクシャルさんの感情が、急激かつ爆ばく発はつ的てきに膨れ上がることですー。うまくいけば、ラクシャルさんはアナザーさんの中で『異物』と判断されて、強制的に弾き出されるはずですー」

「感情を爆発させる、つってもな……」

「それで分離できたとしてじゃが、ラクシャルは無事に元通りで戻ってくるのか？」

「……保証はできません。ラクシャルさんとアナザーさんが同時に存在するようになった瞬間から、バグも再発すると思いますしー……でも、他に方法はないはずです」

　エナは言いにくそうにしながらも、誠実に、自分の知っていることを話してくれているようだ。

　希望だけではなく、悲観的な予想も含めて。

「今のラクシャルさんは不完全とはいえ存在自体がアナザーさんの中に溶とけ込こんでいて、半ば眠っているような状態なんですー。たとえヴァインさんやゼルスさんが呼びかけても、届かないかもしれませんー……」

「可能性の大小は問題じゃない。俺はやるぞ」

　やるべきことは決まった。

　席を立つ俺に、エナが慌てた様子で訊ねてくる。

「ま、待ってくださいー。やるって、何をするつもりなんですか？」

「まずは手分けしてアナザーを探すんだ。リジールやガスパーにも頼んで、人海戦術で情報を集める。こっちの大陸の捜そう索さくは、魔帝軍にも頼みたいが……そういやゼルス、魔帝城は何ともなかったのか？」

　俺たちがこっちの大陸に戻ってきたそもそもの理由は、魔帝城に向かったアナザーが不測の行動に出ることを危き惧ぐしてのものだったはずだが、騒動のせいですっかり忘れていた。

　一方ゼルスは忘れていなかったようで、当然だとばかりに頷く。

「ここはもう魔帝軍の領域じゃからな。使いをやって、確認に行かせた。アナザーの出自と様子を考えれば、おそらく殺せつ生しようはしておらぬと思うが……」

「じゃあ、確認できたら協力を頼む。一刻も早くアナザーの行方ゆくえを突き止めたい」

「言われるまでもなく、そのつもりじゃ。何か情報が入り次第、ただちに共有──」

　ゼルスが応じる言葉を言いかけた時、廊ろう下かで何かが取っ組み合うような音がした。

　ほぼ同時に「ぐわああ!?」と、女の悲鳴。

「何じゃ!?　もしや、アナザーが来たか!?」

　椅子を倒して立ち上がったゼルスとともに、俺は大急ぎで廊下に飛び出した。

　が、廊下に出た瞬間目に入った光景は、俺たちを脱だつ力りよくさせるものだった。

「……何やってんだ、シンファ」

　そこには、リジールに逆エビ固めを極きめられ、涙目でジタバタと暴れるシンファの姿があった。

「ヴァ、ヴァイン！　助けてくれ！　いきなり後ろから襲われたのだが、我はこのような幼おさな子ごに反撃するわけには……いだだだだぁぁ!?」

「知らない人間が勝手にリズのおうちに入るのは許さないです！　ええっと……そう、ふほーしんにゅーです！」

　ふんすふんす鼻息を荒あらくしながら、シンファの腰を痛めつけていくリジール。

　……シュールな光景に思わず呆然としてしまったが、一応止めとこう。

「リジール、そいつは俺の客だ。まさか要塞に入ってくるとは思ってなかったから、驚かせることになって悪かった。放してやってくれ」

「えっ……ほんとにお兄さんのお友達だったんです？　ご、ごめんなさいです！」

　俺の言葉を信じ、リジールは慌ててシンファの上から飛とび退のいた。

　シンファは腰を押さえて反対の手を壁かべにつきながら、老人のようによろよろと立ち上がる。

「うぐぐ……迂う闊かつであった。ヴァインが暮らす要塞とはいえ、我のことを知らぬ者もいるのは当たり前のことだったな……」

「来るなら前もって言っといてくれよ……俺、お前と会う約束はしてないよな？」

　確認すると、シンファは首肯したうえで、まっすぐに俺を見つめてきた。

「緊きん急きゆうの用件があって来たのだ。甲板で、タマラといったか、彼女からヴァインたちのいる部屋を聞いてここまで来た。君たちに訊きたいことがある」

「なんだ？」

「見てもらった方が早いだろう。これだ」

　シンファが突きつけてきたのは、羅ら針しん盤ばんのような道具だった。

　中心に近い位置にひとつ、静止した大きな光点があり、それとは別に羅針盤の端はしっこの方にも、いくつかの小さな光点が浮かんでいる。

「港で父上が話しただろう？　我らが開発した、魔幻石のおおよその位置を把握できる魔道具だ。この盤の中心が現在地で、光点は大きいほど近く、小さいほど遠い。更に離れると光点すら見えなくなる」

「それがどうしたんだ？」

「つまりだな。君たちの要塞の他に、沖おきの方に魔幻石の反応がいくつも存在するようなんだ。妙みような状況だから、何か知らないかと──うわっ!?」

　シンファの言葉を聞いて、俺以外の三人が一斉に魔道具に詰つめ寄よった。

　リジールもゼルスもエナも、目を皿のようにして複数の小さな光点を見つめている。

「……動いてる、です」

「……まさか……生きておるのか？　そんな、馬ば鹿かな……」

　リジールとゼルスの声は、どちらもひどく震えていた。

　俺は未いまだかつてないほど嫌な予感がしたが、それでも訊かないわけにはいかない。

「どうしたんだ？　その光の点が何なんだよ？」

「……今すぐ確かめに行くです、ヴァインお兄さん。この魔道具が壊こわれてなくて、もしもリズたちの予想通りのことが起こってるなら……」

　リジールは青ざめた顔で振り返ると、ごくりと小さく喉を鳴らしてから、言った。

「世界が終わっちゃうかも、しれないです」




　俺はゼルス、リジール、エナの三人を連れ、シンファに魔道具を借りて沖へ出ることにした。

　海路ではなく、変化を解いたキアの背に乗せてもらい、飛んで沖へと向かう。

　魔道具に浮かぶ複数の光点が徐々に大きくなっていくのを見ながら、俺はゼルスからこの光点が意味することについて説明を受けた。

「魔幻石は名に『石』とついてはおるが、鉱物ではない。あるモンスターの体内に存在するといわれる、魔力の結けつ晶しようなのじゃ」

「『するといわれる』って何だよ。魔王軍で魔幻石を道具として使ってるってことは、実際に誰かがそのモンスターの体内から魔幻石を引きずり出したんだろ？」

　ゼルスは確認するように、無言でリジールに目くばせする。

　リジールは静かに、首を横に振った。

「リズたちが使ってる魔幻石は、リズのご先祖様がずっとずっと昔に、そのモンスターの死し骸がいから手に入れたです。生きてるうちに取り出したり、まして戦ったりするのは絶対無理だって伝わってるです」

「……そんなに危ない魔物なのか？」

「『リバースドラゴン』……それが、魔幻石を持つモンスターの名前です」

「リバース？　逆さまってことか？」

　あまり強そうに聞こえない名に首をひねっていると、ゼルスが口を挟んだ。

「逆さではなく、『新生リバース』の竜りゆうじゃ。余も実際に見たことはないが、伝え聞くところによると、リバースドラゴンがひとたび襲い来れば文明が跡あと形かたもなく滅ぶという。全てを無に帰きすが故ゆえに、新生の竜リバースドラゴンと呼ばれておる」

「……そりゃ素敵だ。エナ、ゲーム的にはどういう相手なんだ？」

　訊きたくないと思いながらも訊く俺に、エナも答えたくなさそうな顔で答えた。

「ええと……わかりやすく言うと、ラスボスのいっこ前のボス、ですー……」

「……どのぐらい強い？」

「引くくらい強いですねー……あの、ほんとにリバースドラゴンだったら逃げた方がいいと思うんですけどー……確実にわたしたち、殺されちゃいますよー……」

　ガタガタ震えながら答えたエナの言葉は、誇張じゃなさそうだ。

　ゲーム『クロスアウト・セイバー』のシステムを考えれば、ラストダンジョンまで辿りつく頃には能力の吸収によってプレイヤーは相当強化されていると想定されるはずだ。敵もそれに合わせた強さになっているのなら……。

「わかった。キア、ちょっと止まれ」

「ヴァイン、どうしたの？」

　大きな背に俺たちを乗せたまま、キアは飛ぶ速度を緩め、その場で滞たい空くうしつつ訊いてくる。

　俺は皆を順に見回してから、覚かく悟ごを決めて言った。

「ここから先は俺一人で飛んでいく。危険がないと判断したら戻ってくるから、それまでこの辺りにいろ。俺が戻ってこなければお前らだけで帰れ。そうすりゃ最悪、そのリバースドラゴンが襲ってきたとしても、当面の被ひ害がいは最小限に食い止められる」

「やだ」

「嫌じゃ」

「いやです」

「い、嫌ですー」

　……ほとんど同時に、全員が同じ答えを返してきた。

　俺は目を手で覆おおって数秒間ほど無言で苦く悩のうしてから、呆れた声を隠さずに言った。

「……この先に何があるのか、お前らにも直接見てもらった方が何かわかるだろうと思って連れてきたんだ。そりゃ一緒に来てほしくはある。だが、今の話を聞いた限りじゃ危険すぎるだろ」

「この期ごに及およんで何を言うか、愚物が。貴様が死ねばその時点で手て詰づまりも同然じゃ。力を合わせて、全員で生きて帰れる可能性をわずかでも上げるべきじゃろう」

「わたしもゼルスさんに賛成ですー。管理神としての知識が少しでもお役に立つかもしれませんしー」

「お兄さんの帰りを、タマラお姉さんも待ってるです。ひとりでいなくなるのは許さないです」

「そういうわけだから。行くよ、ヴァイン」

　ゼルス、エナ、リジールがそれぞれの意見を述べ、キアが強引に話を打ち切って再び飛行を始める。

　俺はかつてない団結力をもって答えてきた皆をもう一度順に見回してから、思いっきり眉み間けんに皺しわを寄せた。

「……お前ら、急に気持ちがひとつになってねえか？　何なんだ、いったい」

「貴様のせいじゃろ」

「そうですねー」

　こちらを睨むゼルスと、さっきまでの怯えが噓うそのように笑顔を見せるエナを見比べて、俺は再び頭を抱えた。

　仕方なく、魔道具に目を落として様子を見続けることしばらく。

　俺たちが向かう方角に存在する複数の光点が大きく輝き始めた時、キアが声をあげた。

「何か見えるよ。あれは……何？」

　キアの言葉につられるように、俺たちも一斉に彼方かなたへと目を凝らす。

　そこにあったものは、俺の予想とは随ずい分ぶん異なる光景だった。

　巨きよ大だいな光の玉のような、輝きを放つ球形の物体が空中に浮かんでいる。

　空中に静止したまま微び動どうだにしないその玉を取り囲むように、あるいは守るようにして、何体ものドラゴンが周りを飛んでいるのが見えた。

　比ひ較かく対象が他にないから正確な大きさはわからないが、光の玉はドラゴンの何十倍も巨大に見える。

「あの飛んでる奴が、リバースドラゴンか？」

　魔道具に視線を落とすと、光点の動きとドラゴンの動きは一いつ致ちしているように見える。間違いなさそうだ。

　リバースドラゴンは白い表皮と半透明の鱗うろこを持つ、精せい悍かんな顔つきの竜だった。鱗の一枚一枚に反射した光が異なる色を持ち、プリズムのように虹にじ色いろの光こう輝きを全身から放っている。

「間違いありません、あれがリバースドラゴンですー……も、もう見ましたし、気づかれる前に帰りましょうー？」

「待て。宙に浮いてる光の玉は何だ？」

「ええっとー……あれも、どこかで見たような気はするんですけどー。いったい何でしたっけー……」

　頭を抱えて記憶を辿るエナ。

　今は少しでも情報が欲しい。思い出してもらうには、もう少し近くで見た方がいいだろう。

「キア、もうちょっと近づいてくれ」

　俺の指示に従って、キアは光の玉に向かって羽ばたき始める。

　その瞬間、エナが大声で叫んだ。

「あっ!!　ダ、ダメです、近づいたらー！」

　忠告が耳に届いたのとほぼ同時に、視界に何か光るものが見えた。

　光の玉の周りを飛び回っている何体ものリバースドラゴン。その中の一体が、俺たちの方を向いている。

　嫌な予感に駆られて、俺は瞬時に魔法を唱えた。

「【ダーク・ヴォーテックス】!!」

　唱えたのは、レベル７の闇やみ魔ま法ほうだ。

　目の前の空間に闇の渦うずを形成し、敵の攻こう撃げきをブラックホールのように吸い込ませる。直接敵に当てる使い方はできないので防ぼう御ぎよ専用の魔法だが、遠距離攻撃が相手なら、どんなものでもほとんど無力化することができる。

　どんな攻撃が来てもいいように、魔力を込めて巨大な渦を形成した──まさに、その瞬間だった。

　遙か彼方のリバースドラゴンが放った、キアを易やす々やすと飲み込むほど膨ぼう大だいな光のブレスが、わずか一瞬で俺たちのもとへ押し寄せてきた。

　光は俺たち全員を飲み込む寸前で闇の渦に飲まれていくが、あまりの量に、渦はみるみるうちにその闇を薄うすれさせていく。

「【ダーク・ヴォーテックス】!!　【ダーク・ヴォーテックス】!!」

　俺は更に二連続で魔法を唱え、闇の渦を追加で形成する力ちから業わざに出た。

　最初の渦は間もなく消え、二つ目の渦も飲み込みきれずに消えて、三つ目の渦はかろうじて光を飲みきった。

　……あと少しでも反応が遅れていたら、今の攻撃で全員消しよう滅めつさせられていてもおかしくなかっただろう。そう思うと血が凍こおるような心地だ。

　ゼルスもリジールも、初手から繰り出された攻撃のすさまじさに完全に血の気が引いていて、言葉すら発せないでいる。

　その間に、攻撃をしのがれたことで興味を持ったのか、俺たちを攻撃したリバースドラゴンがこちらに向かってくるのが見えた。

「くそっ……ダメだ。逃げるぞ、キア！」

「に、逃げたら後ろから撃うたれない？　これ以上刺し激げきするのは危ないんじゃ……」

「その時は俺が何とかする！　いいから今は退ひけ！」

　しかしリバースドラゴンの動きは予想より遙かに速く、俺たちが問答している間に、もはや逃げ切れない距離まで迫せまりつつあった。

　近くで見ると、相手はキアの倍以上はあろうかという巨きよ体たいの持ち主であることがわかる。

　俺は戦う覚悟を決めて、竜に手をかざした。

「【インフェルノ】!!」

　レベル９の最上級炎魔法。

　漆しつ黒こくの業ごう火かがリバースドラゴンを包み、その身を焼き尽くさんと襲いかかる。

　だが炎に全身を舐なめ回まわされても、リバースドラゴンは意に介かいする様子すらなく、こちらへ迫ってくる。

「効いてねえのか!?」

「リ、リバースドラゴンは全ての魔法に強い耐たい性せいがありますー！」

「先に言っとけ、バ管理神!!」

　エナを怒ど鳴なりつけながら、俺は剣を抜いた。

「ぶっつけ本番だが……こうなったら全力でやる！」

　俺がノワの剣を全力で振るうのは初めてのことだ。何しろこの剣は、周りに物がある場所ではおいそれと使えないほどの威い力りよくを秘めている。

　以前、呪のろいを受けたタマラが剣を使っていた時でさえ、光の柱を形成して地下室の天てん井じようを一撃で消し飛ばすほどだったのだ。

　だが、この場所なら何も遠慮することはない。

　俺が剣を強く握り、自分の力を流し込むように強くイメージすると、刀身が白い光を帯びた。

「食らえぇぇっ!!」

　横よこ薙なぎに一いつ閃せん。

　俺の振るった剣から放たれた光の斬ざん撃げきは、リバースドラゴンの巨体をも更に上回るほど巨大な刃を成して襲いかかった。

　光が弾け、直ちよく撃げきを受けたリバースドラゴンは虹色に輝く鱗の破片を撒き散らして悲鳴をあげる。

「やって……ないな。もう一撃！」

　油断せず、俺は今の一撃以上に大きく力を流し込んで剣を振るう。

　放った光の刃は今度こそ白い皮ひ膚ふと肉を斬り裂き、リバースドラゴンは鮮せん血けつを噴ふき上あげて絶叫した。

　致ち命めい傷しようではないが、確実にダメージを与えている。

「いける……！　効いてるぞ！　このまま攻せめ続つづければ──」

　追つい撃げきに移ろうとしたその時、バキッ、という破は壊かい的てきな音がすぐ近くで聞こえた。

　嫌な予感を覚えて手元を見ると……剣の刀身が、大きくひび割れていた。

　力を流し込もうとしても、もう何の反応もない。

「…………逃げろ、キア！」

「う、うん！」

　再び命じると、今度は敵を手負いにさせたこともあってか、キアはすぐに反転して全速力で飛び始めた。

　俺は追撃を警けい戒かいしたが、追ってくる様子はない。

　与えた傷のせいかとも思ったが、俺たちと交戦したリバースドラゴンは迷わず光の玉の方へと戻っていく。

「あの光の玉を守ってるのか……それが最優先の目的だから、追撃はしてこないんだな」

　なぜあんな危険なボスが、大勢で巨大な光の玉を守っているのか。

　そもそも奴らはなぜ現れたのか。

　エナに相談すべきことはいくつもあるが、その中でも最も手の打ちようがなさそうな問題は、今、俺の手の中にある。

「……どうすりゃいいんだよ。あの竜を倒す方法……」

　ひび割れた剣を見下ろして、俺は頭を抱える。

　この剣を作った自じ称しよう『魔道具研究の天才』ノワゼット・カイウス・ニュアージュは、もう成仏してしまった。助力を仰ぐことはできない。

　帰路の間、俺はかつてないほど絶望的な気分を味わうことになった。




　海上要塞へ戻った俺たちは、出発前と同様、一室に集まって顔を突き合わせていた。

　正確には、シンファは俺たちがいない間に帰っており、キアとタマラはお茶の用意をしてくれているので、今部屋にいるのはあとの四人だけだ。

　が、皆の表情は出発前よりも更に暗い。

「……リバースドラゴン。伝説には聞いておったが、あれほどのものとは……ヴァインですら、その剣なしでは太た刀ち打うちできぬほどじゃからな……」

　俺がテーブルの上に置いた、ひび割れた剣を見やって、ゼルスは眉まゆ根ねを寄せた。

「なんとか修しゆう繕ぜんできぬか、魔帝軍の中で魔道具に詳しい者に訊いてみようではないか」

「気持ちは嬉しいが、修繕だけじゃダメだ。改良が必要なんだ」

　ゼルスの提案に首を振って、俺は答えた。

　ノワの剣はたった二回の使用で壊れてしまった。それでは何体ものリバースドラゴンを相手に戦うことなどできない。

　ラクシャルやゼルスを始め、様さま々ざまな実力者の力を吸い続けたことで、今の俺の力は人間の限界を遙かに超こえていると考えるべきだろう。そんな奴が使用することを、そもそもこの剣は想定していないのかもしれない。

「あるいは、代わりになるような魔道具があれば、リバースドラゴンを倒せるかもしれないんだが。心当たりはあるか？」

　俺の問いに、ゼルスは口を閉ざして、助けを求めるようにリジールを見る。

　しかしリジールも首を横に振り、俺の方を見た。

「……お兄さん、気づいてなかったかもですけど、その剣を使ってた時ものすごく力が高まってたです。ただでさえ強いお兄さんがあそこまで強くなれるような魔道具なんて、リズは見たことも聞いたこともないです」

「そうか……この剣を作った奴は、本物の天才だったんだな」

　疑っていたわけじゃないが、ノワの剣はやはり時代の遙か先を行っていたようだ。

　こちらの問題はひとまず置いて、もうひとつの問題について確認することにしよう。

「エナ。あの光の玉に関して、何か思い出したか？」

「……えっと、たぶんなんですけどー……心当たり、あるかもしれませんー……」

　かなり不安になる言い方だった。信しん頼らい性せいの話ではなく、リバースドラゴンについて説明してくれた時と同様、エナの表情が曇くもっていたからだ。

　が、やはり聞かねば始まらない。俺は黙って続きを促うながす。

「あれは本来、ラストダンジョンを守るバリアなんですー。ただ、本来はあんなところに出現するものじゃなくて……周囲のリバースドラゴンといい、アナザーさんが出現させたとしか考えられませんー」

「……リバースドラゴンはあの玉を守るように飛んでた。あの中にアナザーはいるのか？」

「そうだと思いますー。アナザーさんは、その……ひどくショックを受けた様子で、わたしたちの前から姿を消しましたからー。もう誰にも関わりたくない、傷つきたくないという思いが、あんな過か剰じようなほどの守りを作り上げたんだと思いますー……」

　エナはゼルスの方をチラチラと気にしながら、遠慮がちに答えた。

　ゼルスはむしろその反応が苛立いらだたしいとばかりに、エナを軽く睨む。

「……余に気を遣つかわずともよい。それより、あの玉……もといバリアの中にアナザーがおるとして、バリアを破壊する方法はあるのじゃろうな？」

「ええと……ありますー。超ちよう巨大な質量の塊かたまりを直接ぶつけて、物理的な衝撃で破壊するんですー」

「なんじゃ、そうなのか。それならば……いや、待て。超巨大な質量の塊？」

　ゼルスは一瞬納得しかけたが、その曖昧かつ途と方ほうもない表現に気づいて片眉を吊つり上あげた。

　代わって俺が口を挟み、詳しよう細さいを確認する。

「具体的に、どのくらいの質量をぶつけりゃいいんだ？」

「……本来は、特殊な儀ぎ式しきを経て、隕いん石せきを呼んでバリアに直接ぶつけることで破壊する展開になっていましたー」

「隕石を、直接、ぶつける」

　俺はオウム返しで口に出して、その荒こう唐とう無む稽けいさに呆然とした。

　前世でネットの記事を見たくらいの知識しかないが、天体衝しよう突とつのエネルギーは想像を絶するもので、隕石の大きさによっては核かく爆ばく発はつを軽くしのぐと言われていたはずだ。

　頭を抱えてテーブルに突っ伏す俺に、慌ててエナが補足する。

「だ、大丈夫ですー！　隕石を使えなくても、何かこう巨大な質量の破は壊かい力りよくを一点に集中させればバリアを壊せるはずですからー！」

「んなこと言ったって、そんな質量の塊を沖まで運んでいって、あまつさえ直接ぶつける方法はねえだろ……くそっ、どうすりゃいいんだよ……」

　あらゆる意味で手詰まりを感じ、俺が悪態をついたのとほぼ同時に、部屋のドアが開いた。

　キアとタマラが、ティーセットを盆ぼんに載せて運んできていた。

「お待たせ。ヴァイン、ゼルス様、お話は進んだ？」

「そろそろ一息入れた方がいいと思うよ。ヴァインくん、はい」

　テーブルにソーサーとカップが置かれ、注がれる紅茶のかぐわしい香りが部屋中に満ちると、多少は気分が落ち着いてきた。

　タマラが言った通り、ティーブレイクにはいいタイミングだったかもしれない。

　ふたりの配慮に感謝しつつ、紅茶を一口すすって──。

「──ぶっ!!」

　次の瞬間、そのあまりの渋しぶ味みに、思わず噴き出してしまった。

　前世でガキの頃、興味本位でどんぐりの殻からを割って食べたことがあるが、あの時と同じくらいの嫌けん悪お感かんだ。うまいとかまずいとかじゃなく、体が受け付けない。

　俺だけじゃなく、先にテーブルについていた全員が激しくむせかえっていた。

「だ、大丈夫、みんな!?　ごめんっ、香りがいいから大丈夫かと思ったんだけど……」

「こういうことはいつも、ラクシャル様が進んでやってくれてたから……キアもその真似しようとしたけど、うまくいかなかった。反省する」

「……いや、いいんだ。わざとじゃないだろ」

　タマラとキアが順に頭を下げるのを見て、謝罪を拒みながらも、俺は改めてラクシャルの存在の大きさを実感していた。

　本当に、思えばラクシャルは何かと俺や皆に尽くしてくれていた。

　当人からすれば何の義務でもなく好きでやっていたのだろうが、それでもいなくなると、俺の個人的な感情とは別にしても皆の支えになっていたことを理解できる。

（……やっぱり、あいつがいなきゃダメだ。ラクシャルがいないと、俺たちの歯車は狂くるっちまう）

　ラクシャルを救い出す決意を新たにした、その時──思い出したように、タマラが声を発した。

「あ、そうだ、ヴァインくん。シンファさんが帰る前に言ってたんだけど……『世界が灰色になる』って現象、何か心当たりがないかな？」

「……は？」

「えっと、あたしも詳しくは知らないんだけど、シンファさんが言ってたの。『世界のあちこちが灰色に染まりつつある』って。そのせいで慌てて帰ったみたいなんだけど、よく意味がわからなくって……」

　思い当たる節があった俺は、再度エナの方を向いた。

　どうやらその推測は正しかったようで、エナは苦しげな表情を浮かべて顔を伏せていた。

「……アナザーさんが管理神の力を使った影響が、早くも世界の端はし々ばしに出ているんだと思いますー。このままだと、アナザーさん本人が何もしなくても、遠からず世界が崩ほう壊かいを始めてしまうかもしれませんー……」

「……マジか？」

「その危険性があるって意味では、本当ですー。他の管理神が助けに来てくれた時点で何とかなるとは思いますけど、それがどのくらい先のことになるかは、何ともー……」

「……危機的状況だな」

　アナザーに管理者権限が渡った時点で危惧されていたことではあるが、予想以上に事態の進みが早い。

　あらゆる面から追い詰められつつある状況を把握した上で、起き死し回かい生せいの一手を求めて思考を巡らせていると、不意にエナがテーブルの上へと目を留めた。

「あれー？　この剣、ヴァインさんが使ってたものですよねー。そういえば、破格の能力を発揮してたようなー……クラフト機能で色んな武器を作れるとはいえ、こんなにすごいのはわたしも初めて見ますー」

「この剣のことなら、さっきお前の目の前で話してただろうが」

「すみませんー、さっきはあの光の玉のことを思い出すのに必死で、よく聞いてなかったのでー……」

「何にしてもそいつは壊れちまったし、遙か昔にこの世を去ったノワゼットって研究者の遺作なんだ。今となっちゃどうしようもねえよ」

　俺はやりきれない思いのままにそう言ったが、エナは目を丸くして振り返ると、意外なところに触れてきた。

「えっ？　ノワゼット……って、言いましたか？」

「……ああ？　確かに言ったよ。その剣はノワゼット・カイウス・ニュアージュっていう昔の研究者が作ったんだ。何か疑問でもあるか？」

「ノワゼット……ノワゼット。あの、もし偶然じゃなかったらですけど、わたし、何ヵ月か前に──」

　エナが何かを言いかけた瞬間、部屋の外で何かが激しく衝突する音が響いた。

　アナザーか──？　俺は反射的に皆を抑おさえ、部屋を飛び出す。

　音はどうやら甲板の方からしたらしい。判断とほぼ同時に駆け出し、音の原因との距離を詰める。

　しかし、甲板に辿り着いた俺が見たのは、三人の女だった。そのうちのふたりには、見覚えがある。

「スラーナ!?　それに……ミユ!?」

　甲板で炎えん上じようしている乗り物らしき何かから這はい出だして、スラーナ、ミユ、そして見知らぬ金きん髪ぱつの女がそれぞれに立ち上がった。

　ミユは相変わらず調子のいい笑みを浮かべ、ポリポリと頭を掻いて言う。

「ヴァイちゃん、お久しぶりっス！　いやー、ヴァイちゃんがここにいるって聞いて飛んできたんスけど、軽く事故っちゃったっスねえ。反省反省」

「……いや、そりゃいいんだが。そこのそいつはいったい……？」

　俺は三人の中で唯一見覚えのない女を指して、訊ねる。

　女は背筋を伸のばすと、黄金を溶かしたようなロングウェーブの髪かみをなびかせて胸を張り、フンと鼻を鳴らした。

「この凡ぼん愚ぐが……私を忘れるなんていい度胸じゃない」

「いや、お前のことなんか知らんが……」

　そう言いながら、俺は何かひどく引っかかるものを感じてもいた。

　この居い丈たけ高だかな口調は、確かに聞き覚えがあるような……。

　思い出せずにいる俺に焦じれた様子で、女は声を張り上げる。

「だったら今一度、教えてあげるわ。ノワール・ロッケ・ニュアージュの名をね!!」
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　事の始まりは、ヴァインたちがアナザーと初めて遭そう遇ぐうした時よりも少し前へ遡さかのぼる。




　ミユ・ラピス・ニュアージュは、退たい屈くつな日ひ々びを過ごしていた。

　以前と変わらぬ学生生活だが、嵐あらしのように学園に現れて去っていったヴァインとラクシャルのことを思い出すと、他のどんな体験もミユの目には色あせて見える。

　授業中もぼうっとしていることが多くなり、ドミナ先生からの教育的指導を受ける頻ひん度ども増して、どうしようもない閉へい塞そく感かんに苛さいなまれる毎日だ。

　やがて学園が長期休きゆう暇かに入ると、ミユは実家に戻もどることになった。

　休暇中は寮りように残る生徒も多いのだが、ミユは先日歳としの離はなれた妹が生まれたと手紙で知らされていて、その妹と会うために今回は実家で過ごすことにしたのだ。

（一六歳さいで今いま更さらお姉ちゃんになるってのも不思議な感じっスねぇ。両親の仲がいいのは安心っスけども）

　馬車に揺ゆられて帰る間、ミユはどこか他ひ人と事ごとのようにそう考えていた。

　これから自分を襲おそう運命のことなど、知る由よしもなく。




　一応伯はく爵しやく家けの血筋とはいえ、分家であり大した領地も持たないミユの家は、お世辞にも立派な貴族とは言えない。

　ぎりぎり『お屋や敷しき』と言えるくらいの家に、使用人は三名。

　まだ形式上、貴族と呼べる程度の格は保てているが、このままではミユの代に移る前に没ぼつ落らくしてもおかしくない。そうなる前に将来有望な男を見つけて、状じよう況きようを打開しなければならないと、ミユは常つね々づね思っていた。

　久ひさ々びさに戻ってきた実家を前に、ミユは決意を新たにして玄げん関かんをくぐる。

「ただいまーっス」

　声を張り上げると、ミユが物心つく前から仕えてくれている初老のメイドが、厨ちゆう房ぼうの方から出てきた。

「お嬢じよう様さま、お帰りなさいませ。まあまあ、また大きくなられたんじゃありませんか？」

「そんな変わってないっスよー。それより、お父さんとお母さんは？」

　笑いながらミユが訊たずねると、途と端たんにメイドの表情が曇くもる。

　気まずそうに視線を泳がせてから、やがて意を決した様子でメイドは答えた。

「気を確かに聞いてください、お嬢様。実は昨日、旦だん那な様さまがお倒たおれになって……」

「お父さんが!?」

「お医者様の話では、心労が原因だそうで……最近、借金を早く返すようにせっつかれて、農地をひとつ処分なさったんですよ。先せん祖ぞ代だい々だいの土地を手放すことになって、相当胸を痛めていらしたようですから……」

「……そう、なんスか」

　ミユ宛あての手紙には、そんなことは書かれていなかった。

　父は優しい人で、ミユに対しても何かにつけ「金の心配はしなくていいから、お前のやりたいことを見つけなさい」と意思を尊重してくれていた。

　そんな家族を思うからこそ、ミユはむしろ金に執しゆう着ちやくするようになっていったのだが、まだ若く、取り立てて才能もないミユには、このような時にできることなど何もない。

　沈しずんだ空気を晴らそうとするように、メイドは手を叩たたいて明るい声を発した。

「旦那様はご入院中で、奥おく様さまはその付つき添そいをされていますが、二、三日もすればお戻りになるでしょう。それまでお嬢様もごゆっくり過ごされてはいかがですか？　妹のノワール様もいらっしゃいますし」

「……ん、そっスね。妹に会うために帰ってきたんスから、案内をお願いするっス」

　場を明るくしようとするメイドの努力に付き合って、ミユも話題を合わせながら、妹の部屋へと案内されていく。

「アタシの妹って、どんな子なんスか？　つっても、○歳の赤あかん坊ぼうなんてどの子も変わらずぎゃんぎゃん泣いてばっかりっスかねー？」

「いえ、それがびっくりするほど利発な子でして……ミルクとおしめのお世話が必要な時にしか泣かないんですよ。むしろ泣くというより、大声で知らせるだけという感じで……本当に泣きじゃくっているところは、私どもも見たことがないくらいです」

「ええ？　……そんな赤ちゃんいるんスか？」

　にわかに信じがたいような話に、ミユは思い切り眉まゆをひそめる。

　もちろん実在するならその方が周りにとってはありがたいだろうが……と、ひっかかりを覚えているうちに、妹の部屋に着いた。

　揺りかごに寝ねかされた赤子と、その様子を窺うかがいながら片手間に部屋の掃そう除じをする若いメイドの姿があった。ミユとは歳が近いこともあり、仲の良い相手だ。

　若いメイドはミユたちに気づくと、そばかすの似合う素そ朴ぼくな笑顔で頭を下げてきた。

「ミユお嬢様！　お帰りなさいませ」

「ご無ぶ沙さ汰たっス。家の事情はもう聞いたんで、妹の顔を眺ながめに来たっスよー」

「初めてのご対面ですね。こちらが先日お生まれになった、妹君のノワール・ロッケ・ニュアージュ様です」

　若いメイドに紹しよう介かいされて、揺りかごの中を覗のぞき込こむ。

　つぶらな瞳ひとみがふたつ、じっとミユの顔を見上げていた。

　その顔を見てようやくミユは、自分が姉になったのだという実感が湧わいてきた。

「しばらくの間、この子のことはアタシが見とくから、その間に家のことやっちゃっていいっスよ？　せっかくだからちょっと遊んであげたいし」

「そうですか？　お嬢様がそうおっしゃるのでしたら……お言葉に甘あまえて、お願いします。もしもこちらでお世話が必要になりましたら、いつでもお呼びください」

「ういっス」

　二名のメイドが部屋を出ていくのを見送ってから、ミユはもう一度揺りかごの中の妹を見つめた。

　向こうも興きよう味み津しん々しんらしく、物もの怖おじせずにミユの顔を見上げ続けている。

「どもども、初めましてっス。アンタのお姉ちゃんのミユっスよー」

　人ひと懐なつっこさを感じさせる自じ慢まんのスマイルを浮うかべて自己紹介する。

　ノワールはぱちぱちと瞬まばたきしたくらいでほとんど反応しなかったが、単に喋しやべりたい気分だったこともあり、ミユは気にせず喋り続ける。

「アンタも大変な時に生まれちゃったっスねぇ……ま、少なくともノワちゃんが大人になるまでの間くらいは、アタシが何とかして家を守ってやるっス。いざとなったらどこかの富ふ豪ごうのジジイに嫁とつぐくらいはできる歳っスからね」

「…………」

　言葉を理解しているとは思えないが、ミユを見上げるノワールの視線に少し興味深そうな感情が混じった気がする。

　ただの独ひとり言ごととわかっていても、つい饒じよう舌ぜつさが増してきた。

「それは極論っスけど、姉ちゃんが必ず将来性のあるいい男引っかけて、家を安あん泰たいさせてやるっス。まあ、こないだメチャクチャ大物を取とり逃にがしちゃったんで、それが若干尾おを引いてる感じはするんスが……ヴァイン・リノスっていう同級生がいたんスけどね？　あの人は必ずビッグになると──」

「あ──!!　あ──!!」

　突とつ然ぜんノワールが大声で叫さけび始はじめたので、ミユはビクッとのけぞった。

　ノワールは激しくもがいて、揺りかごの中で身を起こそうとしているように見える。

　言われていたように、ミルクかおしめの世話が必要なのだろうか？

　様子を確かめるためにノワールを抱だき起おこそうとすると、手を摑つかまれた。

「え？　ちょ、ちょっと？」

「だー！　だーぅ！」

　喚わめきながら、ノワールは反対の手をミユの手のひらにぐしぐしと擦こすりつけてくる。

　何度も繰くり返かえされるうちに、ミユは自分の手にノワールが指で字を書いていることに気づいた。

　その内容は、こうだ。




『かみ　と　ペン』




「か……紙とペン？　何か書きたいってことっスか？」

「ん！」

　まだ首も据すわったばかりだろうに、しっかり頷うなずいてくるノワール。

　どう見てもミユの言葉を理解しているとしか思えないその反応に驚おどろいたが、それ以上に、彼かの女じよが伝えようとしている内容への興味が勝った。

　乳児に鋭えい利りなペンを持たせることへの抵てい抗こう感かんはあったが、もしも危険な動きをしたらすぐに取り上げられるよう注意を払はらいつつ、紙と、インクに漬つけたペンを手て渡わたす。

　ノワールは小さな手でペンを力いっぱい握にぎると、がしがしと不格好に文字を書かき殴なぐっていく。

　やがてノワールがペンを置くと、ミユは紙を拾い上げ、その文面に目を通す。




　私の名はノワゼット・カイウス・ニュアージュ。

　これまで見聞きした情報から察するに、あなたの妹に転生したようなの。

　ヴァイン・リノスを追いかけたいと思ってる。

　まずは不便なこの体を何とかしたいわ。その方法には心当たりがある。

　ヴァインを知るあなたにしか頼たのめないの。力を貸して。




「……はぁぁ……？」

　ミユは文面とノワールを交こう互ごに見比べて、あんぐりと口を開けた。

　ノワゼットの存在は知っている。彼女の霊れいがヴァインの住んでいた部屋に現れたことも含ふくめて、ヴァインの口から聞いていた。

　しかし、転生などと言われても、あまりに突とつ飛ぴすぎて理解が追いつかない。

「ノワゼットって、あの……魔ま道どう具ぐ研究の天才の？　アタシ、研究所跡あと地ちに剣けんを取りに行った時、協力したんスけど……」

「だぁ！　だぁ！」

　ノワールは目をキラキラと輝かがやかせ、しきりに頷いている。

　どうやら彼女にとって、研究者ノワゼットを知るミユの存在は非常に好都合なようだ。

　少し悩なやんだが、ミユもやがて腹をくくった。

「わかったっス。協力するから、その方法とやらを教えてくれないっスか？」

　こんな場面に出くわしたら、悪あく魔ま憑つきを疑うのが正常な反応だろう。

　しかし、ノワールの反応を見る限りデタラメを言っているとは考えにくいし、何よりミユには彼女を歓かん迎げいすべき理由があった。

（……もし本当にノワゼットなら、金の匂においがプンプンするっス！　一発逆転の大チャンスが転がり込んできた予感がするっスよ!!　うひょおー！）

　先ほどまでの、妹を庇ひ護ごする姉の気持ちはどこへやら。

　守しゆ銭せん奴どの心をメラメラと燃やして、ミユはヴァインたちが去って以降初めて舞まいこんできた大きな刺し激げきに、胸を震ふるわせたのだった。




　翌日、ミユはとある親族の家を訪れていた。

　ノワゼットの生家であり、彼女の死後に研究品を引き取って保管しているという、ニュアージュ家の分家のひとつだ。

　応対してくれたのは、ミユよりもずっと年上で髭ひげ面づらが印象的なまたいとこの男性で、突然の訪問にもかかわらず快くミユを案内してくれた。

「……いやはや、ミユ君とは親しん戚せきの集まりでしか顔を合わせたことがなかったが、休暇中の研究対象に魔道具を選ぶなんて素晴らしい考えだ。魔道具は無限の可能性を秘めているからねぇ」

「あはは……そっスね」

　表向きはそういう理由で訪問したことになっているので、ミユは適当に相あい槌づちを打って愛想笑いでごまかしておく。

　彼かれもまた魔道具の研究をやっているらしく、若いミユが魔道具に興味を示して頼たよってくれたことが嬉うれしくて仕方ないといった様子だった。

「しかし、その背中の子。ノワールちゃんだったか。その子まで連れてくる必要はあったのかね？」

　背負ったノワールを怪け訝げんそうに見てそう言われ、ミユは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまった。

　本人の強い要望により、この場にはノワールも連れてきていたのだ。メイドたちに強く反対されるのを押おし切きって連れてきたことといい、傍はたから見ればかなりの奇き行こうに走っていることはミユも自覚していた。

「……いや、その。色いろ々いろ事情があるんスよ」

「そうかね？　まあ、大人しい子のようだし、案内の邪じや魔まにならないなら構わないが」

　またいとこの彼は大らかな性格のようで、それ以上特に追つい及きゆうしてはこなかった。あるいは、研究のこと以外はどうでもいいと思っているのかもしれない。

　彼に案内されて訪れたのは、ガラスケースに収められた魔道具がずらりと並ぶ部屋だった。

「見たまえ。ここにある魔道具のひとつひとつが、かの天才ノワゼットの遺作なんだ」

　ミユは目を皿のようにして、部屋中の魔道具を見回した。

　またいとこの話は、ノワゼットの発明がいかに革新的だったかという説明に始まり、同じ家に生まれた自分も現在一流の研究者として名を馳はせていることの自じ慢まん話ばなしに続いていたが、ミユは構わず探し物を優先させる。

　ガラスケースの中に目的の品はないようだ。

　部屋の隅すみに目を向けると、どう見ても展示用ではない、一いつ般ぱん的てきなクローゼットが置かれているのに気づく。

「あの棚たなには何が入ってるんスか？」

「ん？　ああ、それにもノワゼットの作品を収蔵してある。だが魔道具じゃなく、彼女が趣しゆ味みで作っていたらしい、ただの装そう飾しよく品ひんをね。残念ながら、芸術品としては正直……価値のないものだよ。見たければどうぞ」

　許可をもらって棚を開くと、イヤリングや指輪、首くび飾かざりなどの装飾品が一応という感じで並べられていた。

　その中にあったブロンズの腕うで輪わを手に取ると、背中のノワールが声をあげる。

「だぅ！」

「これっスね？　……あの、すみません。もしよかったらなんスけど、この腕輪、貸してくれないっスか？」

　腕輪を持って、またいとこに頼んでみると、彼は意外そうに目を瞬しばたたいた。

「君、魔道具の勉強に来たんじゃなかったのか？　まあ、ノワゼットの作った装飾品を身につければ、何かご利益があるかもって気持ちはわかる……ミユ君にあげるよ。さっきも言ったが、大した価値はないものだからね」

「マジっスか!?　ありがとうっス！」

　もらえるとは思っていなかっただけに、すんなりと事が運んだことに喜んで、ミユは心からの笑顔を浮かべた。

　その後は彼の家で展示しているノワゼットの魔道具についてあれこれと説明を受けたが、失礼にならない程度の適当さで聞き流し、屋敷を後にしたのだった。




　家に帰ると、ミユは早速ノワールとともに準備に取りかかった。

「いやぁ、首しゆ尾びよく手に入ったっスねー。本当の機能が封ふう印いんされてるとはいえ、まさかただの装飾品扱あつかいされてるとは……えーと、このメモの通りにするんスよね？」

　前もってノワールに書いてもらったメモを覗き込みつつ、持ってきたブロンズの腕輪をノワールの腕に通してやる。

　大人用なのでサイズはガバガバだが、ノワールの話通りならこれでいいはずだ。

　腕輪に手を添えたまま、メモの呪じゆ文もんを読み上げていく。

「えー……『我、時を操る禁きん忌きを犯し、彼かの者を完全たらしめる者なり。ニュアージュの血を以もって、真なる叡えい智ちをここに紐ひも解とき、汝なんじの力をここに解放せん』……これクッソ恥はずかしいんスけど、ノワちゃんが考えたんスか？　ちょっと引くっスわー」

「あぁーぶー！」

　つべこべ言わずにやれ、と言いたげに激げき怒どするノワール。

　ミユはしぶしぶ従い、腕輪に己の魔ま力りよくを流し込む。

　すると腕輪が青い光を帯び、その光はたちまちノワールの体を包み込んで、覆おおい隠かくすように広がっていく。

　やがて光のシルエットは完全にノワールを包むと、急激に膨ふくらみ、成人の女性の形を成す。

　光が散った瞬しゆん間かん、その向こうに現れたのは──。




「──うげぇぇっほ、げほっげほぉっ！　ぐるじ、死ぬ、死ぬぅっっ!!　か、はっ!!　はぁ、はぁ……！」




　……乳児サイズの服に全身を締しめつけられたまま急成長し、必死にもがいて服を引きちぎるノワールの姿だった。

　なんというか、色々台無しだ。

「そりゃ、いきなり成長したらそうなるっスよね。天才のくせに抜ぬけてるっス……」

「げほ、げほ……っ、うるさいわね！　それより何か着るものよこしなさいよ！」

「めっちゃ偉えらそうっスね」

　文句を言いながらも、とりあえずバスタオルを持ってきて、体に巻いてもらった。

　改めて見るとノワールの体は一八歳前後まで成長しているようで、凜りんとした顔立ちといい、妹のくせに今のミユより明らかに大人びた容姿をしていた。

「それにしても、まさか肉体年ねん齢れいを変える魔道具なんてものが本当にあるとは思わなかったっス」

「そうね。作ったはいいんだけど、悪用されそうだったから封印を施ほどこしておいたのよ。ニュアージュの血を引く人間が、呪文を唱えて魔力を流し込むことでのみ解除されるようにね。次からは私ひとりで作動させられるから、手を煩わずらわせはしないわ」

「はあ。七○年も昔のこと、よく覚えてたっスねぇ……しかしそんな魔道具、何のために作ったんスか？」

　ミユが興味本位で訊ねると、ノワールは不思議そうに首をかしげた。

「何のためって？　作れそうだったから作っただけよ」

「……は？」

「作った後で、けっこう危ないもん作っちゃったなーって気づくこと、よくあったのよね。実験の最中は夢中になってるから、なかなか気づかないんだけど」

　……生きつ粋すいの研究者の思考は、ミユの常識とは全く交わらないようだ。

　唖あ然ぜんとするミユに構わず、ノワールは気を取り直して言う。

「それより、満足に動ける体を得たからには、早くヴァインを追いかけたいわ。空を飛ぶための魔道具を作るから、あなた手伝いなさい」

「ええっ!?　アタシは素人しろうとっスよ？　さっき会った、またいとこに頼んだ方が……」

「嫌いやよ。研究者を名乗っておいて魔道具と装飾品の区別もつかないボンクラなんか、プライドが高いだけの邪じや魔ま者ものにしかならない。いいから言われた通りに材料と工具を準備して。大だい丈じよう夫ぶよ、簡単に手に入るものだけで作るから」

「……うっス」

　どうやら拒きよ否ひ権けんはないらしいと判断し、ミユは素直に従うことにした。




　それからわずか二日で、ノワールは本当に魔道具を完成させてしまった。

　外観は翼つばさが生えた箱のようなもので、不格好極まりなかったが、宣言通り簡単な材料しか求められなかったので、ミユにしてみればむしろ驚きよう愕がくに値するものだった。

　その仕組みについては、一般的な材料でも親和性の高いものを選んで内部に術式を組み込めば結びついて本来以上のどうたらこうたら──と作業の片手間にノワールが説明してくれたが、さっぱり理解できなかったので覚えていない。

　とにかく、乗り物は完成した。

「……でもよく考えたら、ノワちゃんにいなくなられると困るんスけど。今日あたり、お父さんとお母さんが帰ってくるっスよ？」

　こっそり家の裏で組み立てた空飛ぶ魔道具を見下ろし、ミユは今更ながらに気づいたことを伝えた。

　ノワールはミユに用意させた白衣に袖そでを通し、腕を組んで魔道具を見下ろしていたが、ミユの言葉を聞くと素直に頷いてくれた。

「そうね……私が転生できたのは今の両親のおかげでもあるし。黙だまって行くのは礼れい儀ぎに反するわね……あ、待って。誰だれか来るわ……！」

　ノワールは気配に気づくと、慌あわてて腕輪の機能を解除する。

　一瞬で元の姿に戻ったノワールは、ぶかぶかの白衣に包まれた赤子という、何とも珍ちん妙みような姿になっていた。

　そちらを気にかけている暇ひまもなく足音が近づいてきて、現れたのは……今まさに噂うわさをしていたばかりの、ミユの両親だった。

「ミユ！　すまないな、もうすぐお前が帰ってくるって時に倒れてしまって……心配をかけただろう」

　まだ病やみ上あがりだというのに、父は真っ先にこちらの気持ちを気にかけてくれる。

　そんなことはない、とミユが笑顔を見せている間に、母の視線は魔道具とノワールに向けられた。

「ミユ、あなたその箱みたいなものはどうしたの？　それに、ノワールに白衣なんか着せて……」

「はっはっは、さては発明家ごっこだな？　それとも学校の課題をやってたのか？　どちらにしても、ノワールと仲良くしてるようで父さんは嬉しいぞ」

　両親が朗ほがらかに笑っていると──ノワールは腕輪を発動し、ふたりの目の前で大人の姿に成長した。

　声を立てて笑っていた両親の表情が、口角を上げたまま凍こおりつく。

　あんまりなタイミングに絶句するミユをよそに、ノワールは言った。

「私を産んで、少しの間だけど育ててくれたこと、心から感謝してるわ。私、どうしても今すぐ行きたいところがあるから家を離れるけど、用が済んだら必ずこの恩を返しにくる。ありがとうね、父さん、母さん」

「…………」

　両親は少しの間、無言で瞬きを繰り返していた。

　やがて父は……心労で倒れて退院したばかりの父は、直立した姿勢のままばったりと倒れ込んだ。

「お父ぉお──!?」

　ミユは叫びながら父に駆かけ寄よろうとしたが、その襟えり首くびを摑んで止める者がいた。

　言うまでもなく、ノワールであった。

「さあ、挨あい拶さつは済んだわね。行きましょう！」

「ちょ、ちょぉ!?　この状況で行くつもりっスか!?　なんでアタシまで！」

「あなたは助手なんだから、私についてくるのが当然じゃない。それなりにいい思いはさせてあげるから、大人しく来なさい。飛ばすわよ！」

　ノワールはミユの話も耳に入らない様子で、空飛ぶ魔道具を起動させた。

　瞬く間に飛び上がっていくミユとノワールに、母が必死で呼びかける。

「ノワール!?　ミユーっ!?」

「ぎゃああああー！　人さらいぃぃぃ!!」

　ミユの絶ぜつ叫きようは、青空に虚むなしく溶とけて消えた。




　数時間後、ふたりを乗せた魔道具はノースモア王国との国境……つまり山脈地帯に近づいていた。

　ミユは最初こそうろたえていたが、持ち前のポジティヴ思考が幸いして、だんだんどうにでもなるような気がしてきた。

「……ヴァイちゃんやラクちゃんとまた会えば、きっと何かお金になる話が転がり込んできそうっスし。ちょうど退屈だったし、まんざら悪くもないっスね。うん」

「ねえ、ミユ」

「ん？　ヴァイちゃんたちの行き先なら、何ヵ月か前にノースモア王国に向かったってとこまでしか知らないっスよ？」

「それはさっき聞いたわ。そうじゃなくて、あれを見て」

　ノワールに指し示されて地上を見下ろすと、黒くろ髪かみの小こ柄がらな女の子が、よろめきながらノースモアの方に向かって走っているのが見えた。

「あの子、私がヴァインの部屋にいた頃ころ、一度だけ見たことがあるわ。ちょっと話を聞いてみましょう」

　ノワールの提案により、ふたりを乗せた魔道具は彼女のもとへ降りていく。




　その後、話を聞いて、彼女の正体が魔ま帝てい軍ぐんのスライムであることや、緊きん急きゆう事態を知らせるべくヴァインたちのもとへ向かっていたこと、ミユたちとは違ちがい確実なヴァインたちの居場所を知っていたことなどから利害が一いつ致ちした。

　そういうわけで、三人で魔道具に乗って海上要よう塞さいへ向かうことになったのだった。
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「ノワール……？　聞いたことねえな。誰だれだよお前」

　どうだと言わんばかりの大声で名乗った女に、俺はテンションがついていけないまま首を傾かしげた。苗みよう字じからしてミユの身内なんだろうが、それ以上のことはわからない。

　ノワールは俺の反応が気に食わなかったようで、こめかみに血管を浮うかせて怒ど鳴なりつけてくる。

「察しの悪い男ね!?　この私がわざわざ会いに来てやったっていうのに！　私をあれだけ恥はずかしい目に遭あわせておいてわからないとか、馬ば鹿かなんじゃないの!?」

　散さん々ざんな言われようだ。少しカチンとくる。

　その瞬しゆん間かん、俺の脳裏に閃ひらめくものがあり、唇くちびるが自然と動いていた。

「【プレス】!!」

「ぎゃああああ!?」

　重力魔ま法ほうを唱え、ノワールの体を甲かん板ぱんに叩たたきつけて押おし潰つぶす。

　苦しみもがくノワールの傍かたわらに膝ひざをついて、俺は驚おどろきながら訊きいた。

「お前まさか、ノワゼット……ノワなのか!?」

「なんで潰すのよ!?　げがぐぐぐ、お、重いぃぃ！」

「いや、つい……」

　学がく生せい寮りようで会った頃ころのリプレイのようになってしまったが、しかし今のノワは幽ゆう霊れいの頃とは明らかに別人だ。

　首をひねっている俺をよそに、スラーナが感極まって泣きじゃくりながら、ゼルスに飛びつく。

「ぷるるっ、ゼルス様ー！　やっと、やっと会えましたぁぁ！　遠かったですよぉ、ぴええぇんっ！」

「な、泣くでないスラーナ！　魔ま帝てい城じようで何があったかはおおよそ察しがついておるが……そこの者たちは誰じゃ？　なぜ一いつ緒しよにおる？」

「びゅーんって空を飛べる魔ま道どう具ぐに乗せてもらってきたんです！　ぷる！」

　横から聞いていても、いまいち要領を得ない話だ。

　そう思ったのは俺だけではないらしく、お気楽な笑みを浮かべたミユが俺に話しかけてくる。

「それじゃわかんないと思うっスし、詳くわしいことはこれから話すっス。あれ、ところでラクちゃんはどこっスか？　ラクちゃんとも会えるの楽しみにしてたんスけど」

「……こっちも色いろ々いろあってな。本来なら今はゆっくり喋しやべってる時間はないんだが、ノワが来た以上、話は別だ。かいつまんで説明させてくれ」

　ノワがいてくれればと願っていたところに本人が飛とび込こんで来てくれるとは、とんでもない僥ぎよう倖こうだ。

　俺たちは炎えん上じようした魔道具を片づけると、全員が入れる広間に移動することにした。




　広間に移動し、ミユたちの事情を詳しく聞いた俺は、さすがに驚きを隠かくせなかった。

「ノワが転生した？　だってお前、七○年前に死んだんだろ？　しかも成仏したんじゃないのか？」

「ええ、私もそう思ってたんだけど……」

　ノワは曖あい昧まいに答えつつ、エナの方をちらりと見る。

　そういえばエナは、さっき『ノワゼット』の名前に反応していた。

　視線が自分に集中すると、エナは笑顔を振ふりまいて答える。

「はい、何ヵ月か前にわたしが転生させたんですよー。ヴァインさんの時と違ちがって結構すぐに会えましたねー」

「俺は初耳だぞ。この世界の連中も転生対象なのか？」

「普ふ通つうはしないんですけどー、ノワさんの場合、かなり長い間地じ縛ばく霊れいをやってた間に執しゆう念ねんが積もり積もってとんでもないことになってたので、わたしの判断で生まれ変わって発散してもらおうと思ったんですよー。代わりに、特典はあげてないんですけどー」

　ノワ本人は成仏したつもりで俺の前から消えていったが、あれは次の人生の始まりに過ぎなかったのか。

　一応、ノワが未練と言っていた剣けんは回収したんだが……と当時のことを思い出していると、ノワは俺の顔を睨にらみつけてきた。

「それより、問題はあなたたちの方よ。世界の危機って本当なの？」

「ああ……ピンとこないだろうが本当だ。沖おきにいるリバースドラゴンたちは今は無害だが、もしも人里に向かうことがあれば、あらゆる文明が滅ほろぼされてもおかしくない」

　俺が肯こう定ていすると、スラーナとミユは恐きよう怖ふの表情を浮かべたが、ノワだけはむしろ目を爛らん々らんと輝かがやかせて思いっきり身を乗り出してきた。

「面白いじゃない！　生まれ変わって早そう々そうにそんなものすごい状じよう況きように出会えるなんて、奇き跡せき的てきだわ！」

「……状況わかってんのか、お前」

「もちろんわかってるわ！　そんな災害クラスの魔ま物ものを相手に魔道具の実戦テストができるまたとないチャンスよ！　さあ、壊こわれたっていう剣を出しなさい！　早く！」

　ノワは全力で鼻息を荒あらげ、俺を急せかしてくる。

　一切空気を読まない、パワー溢あふれる言動を見て、タマラが乾かわいた笑いをこぼした。

「その剣やあたしのマントを作った人って、けっこう変わった子だったんだね……」

「幽霊の時は単にうるさいだけだったが、動く体があるとこんなに身み振ぶり手振りまでやかましい奴やつだったとはな。……ほら、剣だ」

　俺が大人しく剣を渡わたすと、ノワは手に取って、ためつすがめつ確認していく。

　テンションは異常だが、その眼まな差ざしはまぎれもなく真しん剣けんそのものだ。

「負荷に耐たえきれなかったみたいね。経けい年ねん劣れつ化かも原因のひとつだけど、ヴァインの強すぎる生命力を攻こう撃げきに回すのには限界があったみたい……改良が必要だわ」

「直せるのか？　どのくらいかかる？」

　ノワが最高傑けつ作さくを自負していた剣だけあって、簡単にはいかないだろうと思ったが、ノワの答えはあっさりしたものだった。

「材料と工具が揃そろえばの話だけど、一日あれば直せるわ」

「え？　いや、さすがにそりゃ見積もりが甘あまくないか？　前世でその剣を作った時のデータも全部なくなってるだろうに……」

「当時のデータなら、今でも全部頭の中に入ってるわ。これでも、伊だ達てに天才を名乗っちゃいないのよ」

「…………」

　噓うそだろ。七○年前だぞ。

　以前、俺が死後一八年経たってもラクシャルの行動パターンを記き憶おくしていた時、実のところ我ながら大した記憶力だと思っていたのだが……ノワの言うことが本当なら、こいつには遠く及およばないだろう。

　必要な道具については、俺に代わってリジールとゼルスが答えてくれた。

「要よう塞さいの中に魔道具の研究室があるです。工具はちゃんとしたものがあるですし、材料も、西の大陸で産出するものなら豊富に揃ってるです」

「無論、余よも協力できるぞ。足りない材料があれば配下の者に伝えて、ただちに揃えさせよう」

　魔ま王おうと魔帝の頼たのもしい言葉を受けて、ノワは恍こう惚こつにすら近い笑みを浮かべた。

「素晴らしいわ！　地縛霊やってた時はヒマでヒマでヒマで、アイディアは無限に湧わき出でてくるのに実験を行える体がないことを夜ごと呪のろってたけど、ついに七○年分の借りを返せる時が来たのね！　ちょっとそこのあなた、そのマントも脱ぬぎなさい！　片手間でグレードアップしてあげるわ！」

「ええっ、あたしまで!?　わわわぁーっ!?」

　タマラのマントを強引に剝はぎ取とっていくノワ。やってくれるのはありがたいんだが、本当にやかましい。

　まあ、とにかくこれで上手くいけば、ドラゴンの方は何とかなりそうだ。

「次の問題は、あの光の玉をどうするかってことだな」

　議題を移すと、マントを剝がれて少し寂さびしくなった姿のタマラが小さく唸うなった。

「巨きよ大だいな質量の衝しよう突とつかぁ……岩や氷の塊かたまりを要塞に乗せて運んできて、ぶつけるとか？」

「そんな大きなもん、仮に運べたとして空中の玉にぶつける方法がないぞ。隕いん石せきの衝突に匹ひつ敵てきする衝しよう撃げきを与あたえるとなったら、最低でも山みたいなデカさが必要だろうし」

　俺が否定すると、次にキアが挙手した。

「ヴァインはキアから氷魔法を【ドレイン】してるから、魔法で直接氷を作り出せると思う。それを直接ぶつけたらいい」

「いくら何でも、氷山を直接作るのは無理だろ……」

　それに、俺がキアから吸収した氷魔法はレベル５までのものだ。

　仮に最大のレベル９まで習得できていたとしても同じことだが、せいぜい家くらいのサイズが限度だろう。

　他に建設的な意見が浮かぶ者はいないようで、皆みなが険しい表情を浮かべて黙だまりこくっていると、不意に口を開く者があった。

　ミユだった。

「だったらもういっそ、この海上要塞をぶつけたらいいんじゃないスか？　空から見た時、すっごいデカくてビビったっスし。ちょっとした島くらいあるっスよ、ここ」

「そう言われても、リズたちの要塞は水の上しか動けないです……要塞が空を飛べればできるかもですけど」

　困ったようにリジールが呟つぶやいた直後、ノワがテーブルを叩いて立ち上がった。「それだわ」と力強く言い切って、不敵に笑う。

「この要塞を飛ばせばいいのよ。魔ま幻げん石せきほどの動力があれば、この大きさの要塞を飛ばすことも不可能じゃないわ。できる！　できるはずよ！」

　再び大興奮で宣言するノワに、皆がぽかんとして言葉を失う。

　要塞の持ち主であるリジールは現実感が残っているようで、一足早く我に返った様子を見せると、怪け訝げんそうに訊き返した。

「……リズたちの海上要塞、飛ぶようにできるです？」

「できるわ。いいえ、するわ」

　持ち主の了りよう承しようを得る前から勝手に決定している。

　さすがに拒きよ否ひ反応が出るのではないかと思ったが、リジールは胸の前で両りよう拳こぶしを握にぎって力いっぱいうんうんと頷うなずいていた。

「面白そうです。リズ、お姉さんにお願いするですっ」

　それでいいのか、魔王軍の重要拠きよ点てんの扱あつかい……。

　持ち主の許可の問題はさておいても、現実的に考えねばならないことがあるだろうと、俺はツッコミを入れた。

「待て、待て待て。さすがにこの要塞を改造するとなったら、人手が足りなさすぎる。めちゃくちゃな規模の魔改造になるだろ？　大人数の助けでもなきゃ、どうにもならないぞ」

「──では、わしらノースモア王国の者で、手助けをさせていただきましょう」

　俺の問題提起に答えた声は、部屋の外からのものだった。

　皆が一いつ斉せいに声のした方へ視線を向けると、開いた扉とびらの向こうにガスパーとシンファが立っていた。

　シンファはリジールと目が合うと、逆エビの記憶が蘇よみがえったようでホールドアップの構えを取る。

「こ、今回は勝手に入ったのではないぞ！　甲板にいたサキュバスたちに許可を取ったし……何かが墜つい落らくしたような音がしたことといい、魔幻石の反応について結局どうなったのか気になっていたことといい、色々用件もあったしな。我らも混ぜてくれてもいいだろう？」

「娘むすめの言う通りです、ヴァインどの。わしらノースモア王国の人間はあなたに大恩ある身。お困りの時には、いつでも喜んで力を貸そうではありませぬか」

　シンファとガスパーが改めて協力の意思を告げてくれるのを見て、ゼルスとスラーナも何かを決心した様子で頷き合った。

「当然ながら、余の傘さん下かたる魔帝軍の魔ま族ぞくたちも作業に参加するぞ。世界の危機を前にして、種族の違いなど関係あるまいな、ノースモアの王よ？」

「無論言い聞かせますとも、魔帝ゼルスどの。わしら人間の底力をご覧くだされ。わっはっはっ」

「リズたち魔王軍の仲間は大半を本ほん拠きよ地ちに置いてきちゃったですけど、要塞のことならリーサとローサが何でも知ってるです。リズもふたりに協力するよう言うです」

　国王、魔帝、魔王がそれぞれに力を合わせることを表明し、要塞の改造が一気に現実味を帯びてきた。

　計画の中心人物となるノワは、改造に時間と労力を割けることを心の底から喜んでいるようで、水を得た魚のように活き活きとして改造計画について話を始める。

　最初こそ驚かされたが、どうやらこの要塞を直接ぶつけてバリアを破は壊かいするという案は本当に実現できそうだ。

　だとすれば──残るは、俺がアナザーと対面した時、ラクシャルへの呼びかけが伝わるかどうか、という問題だけだろう。

「……わかった。その方向で、具体的なことはノワに任せる。できる限り最速で取りかかってもらって、各作業の進しん捗ちよくは毎朝と毎晩に知らせてくれ。俺も、残りの準備を済ませておく」

　皆にそう伝えて、今後の方針が決まったことを確認してから席を立つと、俺は一いつ旦たんひとりになって考えることにした。

　誰からも引き止められることはなかったが、通り一いつ遍ぺんの言葉を残して広間を後にする俺を、ゼルスだけはじっと見つめ続けていた。

「……ヴァイン……馬鹿者が」

　その呟きは、俺の耳には届いていなかった。




　まだ解決していない問題──アナザーと対面できた時の対応について──を考えるべく自室に戻もどった俺は、正直に言って、ひどくぼんやりとしていた。

　どんな言葉をかければラクシャルに届くのか。

　どんな気持ちを示せばアナザーを癒いやせるのか。

　考えることが山積みで、そちらに気を取られていたせいか──部屋に入った直後に、俺の背中を後ろから思いっきり蹴け飛とばした相手の存在に、前もって気づくことができなかった。

「うおっ!?」

　蹴り飛ばされたのは、ベッドの方角だった。

　一度布団に頭から突つっ込こみ、跳はねながら体を反転させると、その時点で両りよう腕うでに違い和わ感かんがある。

　手首から肘ひじのあたりにかけて、何か──糸のようなものが巻きついて、俺の動きを封ふうじていた。

　仰あお向むけになりながらも身動きを制限された俺に、小さな影かげが近づいてくる。

「……何の真ま似ねだよ、ゼルス」

　横たわる俺を見下ろす影──ゼルスは、俺の反応を鼻で笑い飛ばすと、愉ゆ悦えつを嚙かみしめるようにくつくつと笑った。

「なに、大したことではない。貴様がどうも不ふ甲が斐いないので、活を入れてやろうかと思ってのう」

「はぁ……？」

「貴様、ラクシャルがいなくなってからしばらく、自分ひとりで問題を抱かかえ込こんでおるじゃろう……普ふ段だんはふざけておるくせに真剣になっておるせいで、余だけでなく、タマラにもキアにもリジールにも手を出しておらぬではないか。色欲を原動力とする分際で、まったく不ふ愉ゆ快かいな態度じゃ」

　ゼルスは俺のシャツの襟えりを摑つかむと、力任せにボタンを引きちぎり、前をはだけさせてきた。

　いつもならあり得ないほどの強引な行こう為いに驚いている間にも、ゼルスは続ける。

「奴ど隷れいを満足させるのが主人の務めじゃと、貴様は常つね々づね言っておるじゃろう？　ならば、余は我が慢まんせぬぞ。貴様が手を出さぬなら、こちらから行かせてもらう」

　両腕を広げ、それぞれの指先から出る糸を揺ゆらめかせながら、ゼルスは宣言した。

「今夜は、責められる側の気分を、貴様に味わわせてやろう」

「お……おい、冗じよう談だんならそのくらいにしとけよ。今はそんな気分じゃねえんだって」

「何じゃ？　貴様は気分次第で女に手を出しておるくせに、女から気分次第で手を出されるのは嫌か？　そんな勝手が通ると思っておるのか」

「いいから、ほどけって」

　俺は腕に力を込めて糸を引きちぎろうとしたが、手首だけならまだしも前ぜん腕わんから肘にかけてギチギチに縛しばられているせいで、とても力ずくでは対処できそうにない。

　ならば魔法を使って──と口を開いた瞬間、何重もの糸が猿さるぐつわのように俺の口に巻かれ、呪じゆ文もんを封じてくる。

「もぐごっ!?」

「これで魔法も使えぬなぁ。今の貴様は、蜘く蛛もの巣に搦からめ捕とられた餌えさも同然じゃ」

　いつになく嗜し虐ぎやく的てきな笑みでこちらを見下ろし、ゼルスは見せつけるようにゆっくりと服を脱ぎ捨てていく。

　起き伏ふくに乏とぼしい、しかしところどころの肉付きに女性特有の柔やわらかさを感じさせる白い肢し体たいを惜おしげもなく晒さらし、同じベッドに上がってきた。

　ほのかに膨ふくらんだだけの乳ち房ぶさも、その先せん端たんでツンと控ひかえめに主張する桜色の突とつ起きも、つるりとしてぷにぷにと柔らかそうな秘部も、何もかも丸見えだ。

　普段恥じらいの強いゼルスは、ラクシャルやキアのように積極的に俺を求めてきたことはない。そのため俺の方から手を出すことになるのだが、それだけではどうしても回数が少なくなりがちで、その裸ら体たいを目にするのは少しよう々しよう久しぶりに感じられる。

　そういう事情もあって、情けないことだが俺の体の一部はすぐに反応してしまった。

「んー？　気分ではないと言っておったのはどこの誰じゃったかのう。何じゃ、この膨らみは？」

　嘲ちよう笑しようとともに、ズボンの上から股こ間かんを強めに握られて、俺はくぐもった声を漏もらした。

　強めとはいっても痛みを感じるほどではなく、むしろ快感を覚える程度の圧あつ迫ぱくだ。

　そのままゼルスがにぎにぎと手の力を強めたり弱めたり繰くり返かえしてくると、もはや平静を装うことはできない。

「余が握るたびに硬かたくしておるではないか……無理しておったことを素直に認めるなら、優しくしてやってもよいのじゃぞ？」

　ゼルスは期待に満ちた目で俺からの懇こん願がんを待ったが、そう言われると、尚なお更さら認めたくなくなる。

　俺が下から睨みつけて無言で抵てい抗こうすると、ゼルスの眼差しの温度が下がった。

「そういう態度を取るようなら……容よう赦しやはせぬからな？」

　そう言って、ゼルスは俺のズボンと下着を一気に脱がし、熱く猛たける剛ごう直ちよくを外気に晒してきた。

　いったい何をする気だ……と冷静に警けい戒かいできたのはわずか数秒の間だった。

　体重を乗せたゼルスの足が、容赦なく俺の股間を踏ふみつけてきたからだ。

「──んんんぐぅっ!?」

「痛いか？　じゃが、貴様自身が選んだことじゃ。素直に甘えることすらできぬ愚ぐ物ぶつのモノなど、余の足あし蹴げにされるのが似合っておるぞ……ほれ、ほれっ♪」

　言葉でも俺を詰なじりながら、すり潰すように足の裏をぐりぐりと擦こすりつけてくる。

　屈くつ辱じよく的てきなのは、その行為が痛み以上に強い快感を与えてくることだった。

　ゼルスは遠えん慮りよなく踏みにじってきているのに、ぷにぷにの土つち踏ふまずが怒ど張ちようの先端を包み、かかとは俺の裏側を執しつ拗ように擦ってきて、変化に富んだ刺し激げきが気持ちよくてたまらない。

　素す肌はだと粘ねん膜まくの擦すれ合あう音が、にちゃにちゃという水音に変わり始めるまで、時間はかからなかった。

「ふふっ……ヴァインよ、どういうことじゃ？　余は貴様のこれを足蹴にしておるというのに、嬉うれし涙なみだを流してびくびくと脈打たせておるではないか」

「ん……っん、ぐっ……！」

「余の足をぬるぬるに汚けがして、精せい一いつ杯ぱい抵抗しておるつもりか？　ならば、余もますます激しくせざるを得ぬなっ！」

　体重をかけて剛直を潰しながら、ゼルスは電気あんまの要領で小刻みに足を震ふるわせ、一気に刺激を強めてくる。

　頭の中で火花が散って、背筋をぞわわっと何かが這はい上あがってくるような感覚。

　絶頂がすぐそこまで押し寄せてきていた。

　屈辱的な思いすらも快感の波に飲み込まれ、俺はそのまま全てを解き放とうと──。

「──させぬぞ？」

　ゼルスが嗤わらったのと同時、今にもはちきれそうだった俺自身の根元に何かが巻きつき、強きよう烈れつに締しめ上あげてきた。

　今にも噴ふき出だしそうだった白はく濁だくの出口がなくなり、俺は目を見開いて、打ち上げられた魚のようにベッドの上でのたうつ。

「んんんんむっ!?」

「貴様のコレの根元も、余の糸でギチギチに締め上げて、出せぬようにしてやる。ふふっ、ぱんぱんに膨らんで今にも破は裂れつしそうじゃのう？」

　ゼルスの言葉でようやく自分の股間を見下ろすと、その言葉通り、俺自身の根元に巻き付いたゼルスの糸が放出を堰せき止とめていた。

　快感だけを高められたまま、絶頂という逃にげ場ばを封じられ、自分の体が言うことを聞かない。

　そんな反応を嘲あざ笑わらいながら、ゼルスはあぐらをかくように座り込んで、俺の昂たかぶりを左右から両足で挟はさみこんできた。

「今度は両足でいじめてやろうではないか。はははっ、ぬるぬるに滑すべる足を使って、暴れるモノを捕とらえるのはなかなか難しいのう？　ほれっ、大人しくせい！」

　左右の足裏が互たがい違ちがいに竿さおを擦り、扱しごき立たて、容赦のない快感を与えてきながらも決して絶頂を許してはくれない。

　俺は快感を堪こらえようと、口に嚙まされた糸を必死で食いしばったが、ゼルスが左足の親指と人差し指で剛直のくびれを器用に挟みこんで固定しながら、右足で一気に激しく裏側を擦ってくると、全身が電気を流されたように激しく痙けい攣れんして何ひとつ耐えられなくなる。

　もはや声すら出せずにもがく俺を見下ろし、ゼルスは満足げに艶つやのある笑みを浮かべた。

「どうじゃ、ヴァイン？　余から貴様を責めるのは初めてでも、貴様が余の体で気持ちよくなるところや、ラクシャルが貴様に奉ほう仕しするところは何度となく見ておるからな。貴様の弱いところはわかっておる……今度は、包んでやろう」

　ゼルスは俺の上にのしかかり、全身を密着させながら、今度は素す股またで怒張を挟みこんできた。

　包む、と表現された通り、胸に比べて肉付きが良いゼルスの太ももは、俺の愚ぐ息そくがどれだけ激しく脈打って暴れようとも逃がしてくれない。

　太ももで圧迫され、にゅぢ、にゅぢ、と音を立てて擦られながら、触さわり心地抜ばつ群ぐんの柔やわ肌はだを密着させてくる責めには、誇こ張ちようではなく一切の逃げ場がない。

　それでいて俺からは手出しもできず、果てることも許されない。頭がおかしくなりそうなほどの生殺しだ。

「ヴァインよ。出したいか？」

　ゼルスは微笑ほほえみさえ浮かべて俺を見下ろし、訊くまでもない問いを囁ささやいてくる。

「出したいのじゃったら、素直にねだってみよ。でなければ、貴様が耐えられなくなるまでこのまま続けてやるぞ？」

　俺の口を塞ふさいでいた糸が解かれ、声が出せるようになる。

　魔法で抵抗できるような気力も集中力も、当然今の俺には残っていない。

　選ぶべき道は考えるまでもなかった。必死で声を振ふり絞しぼる。

「だ、させて……いかせて、くれ……ゼルス、っ、たのむ……おかしく、なる……ッ!!」

「……ふんっ♪」

　ゼルスは得意げに笑うと、太ももの圧迫をぎゅううっと強くしてくる。

　同時に、俺自身の根元を縛っていた糸が緩ゆるみ。

　堰き止められていたものが、膨ぼう大だいな快感とともに一気に噴き出した。

「ぐぁ、ああああっ!!　出、る、いぐっ……ぁあああああ!!」

　目の奥おくで何度も閃せん光こうが弾はじけるような感覚とともに、絶ぜつ叫きようがほとばしる。

　下腹部の底から何かが猛もう烈れつな勢いで噴き出していく。

　快感と呼ぶにはあまりにも暴力的な電気信号が、体の内側から断続的に全身を揺さぶり、駆かけ抜ぬけていった。

「ん、っ……熱い、のじゃっ♪　余の尻しりに、ヴァインの熱がかかって……んぁっ、まだ出るのか？　よいぞ、全部出し切ってしまえ……♪」

　ゼルスは歓かん喜きの囁きを漏らしながら、素股の圧迫を強めたり弱めたりして、絶頂を後あと押おししてくる。

　促うながされるままに俺が全てを出だし尽つくし、呼吸を整えてまともに会話ができるようになるまでには、そこから更に数分ほどの時間を要した……。




　ようやくまともに喋れる程度にまで呼吸が整う頃、俺のすぐ目の前にはゼルスの顔があった。

　それどころではなかったので気づかなかったが、こちらが果ててからずっと俺に寄より添そって、頭や背中を撫なでていたらしい。

　ニヤニヤと挑ちよう発はつ的てきに笑って、俺の頰ほおを人差し指でつついてくる。

「普段は暴君のような男のくせに、なかなか可愛かわいいところもあるではないか。いつもこのくらい大人しい奴ならば、余も態度を軟なん化かさせてやってもよいのじゃがのう」

「……そろそろ腕ほどけよ」

　俺が悪態をつくと、ゼルスは俺の腕を縛っていた糸を素直にほどいた。

　感情の動きを確かめるように、間近でじっとこちらの瞳ひとみを覗のぞき込こんでくる。

「貴様が何を考えておるかはわかる。アナザーに会った後、どうすべきかということじゃな」

「……まあ、な。リバースドラゴンやバリアへの対処が一気に現実味を帯びてきた。実際できるかどうかはぶっつけ本番だろうが、皆が最善を尽くしてくれてる。そうなると、あとはアナザーの問題だ」

「どうするつもりじゃ？」

　ゼルスの声音は真しん摯しそのものだった。

　強がりを言える場面ではない。正直に気持ちを打ち明けようと決めた。

「俺は、前もってエナから全部聞いてた。アナザーがラクシャルを吸収しようとする前に、斬きり殺ころすこともできたはずなんだ。だが、俺はそうしなかった……できなかった。アナザーに同情したんだよ。おかげで……このザマだ」

「……いや。貴様はかばってくれたが、やはり余にも責任がある。余はアナザーを単なる偽にせ者ものと決めつけ、話を聞こうともしなかった。余が奴を拒きよ絶ぜつしたことが決定的な要因なのは間ま違ちがいないじゃろう」

　ゼルスは感情からではなく、冷静に自分を戒いましめている様子だったので、俺もあえてフォローするようなことは言わなかった。

　少しの間を置いて、ゼルスは話を戻す。

「全てを知った貴様は、エナに言ったそうじゃな。向こうのアナザーに課せられた筋書き……余が殺され、ラクシャルと敵対するような事態は『最悪のクソ』じゃと」

「ああ、言ったよ」

　ゼルスがエナの話をどこまで理解できているのかは判断が難しいが、そんなことまで伝わっていたのか。

　そう言ったのは事実なので、素直に認めると、ゼルスもまた首しゆ肯こうした。

「余もそう思う。アナザーもまた、その最悪の事態を押しつけられた被ひ害がい者しやに過ぎぬ。じゃから……貴様の判断は誤っておらぬ」

「……だが、そのせいでラクシャルは……」

　否定しようとした俺の言葉を、ゼルスはきっぱりと遮さえぎる。

「貴様はいつも自分の思うまま、常識を破壊しながら生きてきたではないか。ならば、今回に限って迷うことはあるまい。貴様の思うままに道を選べ。それがどんな選せん択たくじゃろうと、余は……いいや、仲間の皆が貴様に命を預ける。無論、ラクシャルもな」

　ゼルスは勇気づけるように、鼓こ舞ぶするように、断言する。

　いつもなら自制を求める側のゼルスがそうした言動に出るということは、どうもあまり自覚はなかったのだが、俺は本当に参っていたらしい。

　そのことについても、ゼルスは頰を膨らませて注意してきた。

「それから、余とふたりでおる時にまで強がることは許さぬ。人前ならまだしも、余が貴様を信じて自分の弱さを見せたことを忘れてはおらぬじゃろう？　貴様も、余には全てを見せるのじゃ。拒きよ否ひ権けんはない」

　かなり気に入らない態度だったらしく、くどくどと叱しかってくるゼルスを見返して、俺は自然と笑い出していた。

　確かに、いつまでも深刻に悩なやむのは俺らしくない。

「わかった。……そうだな。いつも通りにやってみるさ」

　俺がラクシャルとゼルスを仲間にしたせいで、本来のシナリオは破壊され、今回の事態になってしまった。

　だったらとことんまで、俺の望む通りに行動してやろう。

　ラクシャルだけではなく、アナザーも俺の手で救ってみせる。

「……まあ、それはさておき、まずはさっきの仕返しからだな」

　俺が先のことを一旦置いてゼルスを組くみ敷しくと、ゼルスは「へ？」と困こん惑わくの声を漏らした。

「こ、こらっ、待たぬか！　今は真剣な話を……」

「俺の思うままにしていいんだろ？」

「そういう意味で言ったのでは……ひゃうっ!?　や、やめっ、そのようなところを……あ、ぁぁ、きゃうううぅ……っ!!」

　俺を責めながら昂たかぶっていたのか、敏びん感かんに反応するゼルスの体を遠慮なく弄いじっていく。

　そのまま夜が更ふけるまで、俺は色々な意味でのお返しとして、満足するまで何度もゼルスの体を貪むさぼり尽つくした。




　次の日から、海上要塞には魔族と人間を合わせて千を超こえる数の研究員と作業員が出入りするようになり、急ピッチで改造作業が進められていった。

　動力部、飛行機能、衝しよう角かく。

　バリアを破壊し、世界の危機に対処するという目的のため、多くの者が種族の壁かべを越こえて一丸となり、海上要塞を生まれ変わらせていく。

　その中でも最も多た忙ぼうだったはずのノワは、本当に一日で剣を修復し、俺のもとに持ってきてくれた。

　ちょうど、改修作業中の予定を共有するために俺が仲間の皆を集めていたところだったので、その剣を再び目にしたタマラやゼルスからも、感かん嘆たんの声が漏れる。

「……見た目は前とそれほど変わってないんだな」

　ノワに手て渡わたされた剣を軽く掲かかげて、俺は浅い感想を述べた。

　見た目は破損する前と特に変わりなく、青白く妖あやしい美しさを感じる逸いつ品ぴんではあるのだが、具体的にどう改良されているのかは、聞かないことにはわからない。

　説明を求めて視線を向けると、ノワは得意げにニヤリと笑った。

「着目したのはあんたの魔ま力りよくよ。ヴァイン、あんたは様さま々ざまな強敵の力を吸ったことで、色んな属性の魔法を使いこなせるうえに魔力自体も極めて高い。そこで今度の剣は、生命力じゃなく、使い手が魔力を注ぐことで力を増ぞう幅ふくして放てるようにしたわ」

「耐たい久きゆう力りよくの問題は解消されたのか？」

「当然」

　その問いを待っていた、と言わんばかりにノワは答えた。

「使う際に持ち主が注ぐ魔力の一定割合を、剣の強度を上げる効果に回すようにしたわ。理論上はこれから先あんたがどれほど成長しても、絶対に壊れることはない。代わりに、半はん端ぱな魔力の持ち主には使いこなせない剣になったけど……あんた専用の武器なら、構わないわよね？」

　俺のことをよくわかっている調整だ。

　軽く感謝を述べると、ノワはふと思い出したように付け加える。

「この剣の名前、ずっと決めてなかったんだけど、『昂こう魔まの剣つるぎ』に決めたわ。魔力を昂らせ、解き放つ剣……どう、カッコいいでしょ？」

「機能が優れてりゃ何だっていい。心配しちゃいないがな」

　俺の答えに、ノワはネーミングに自信があったのか一いつ瞬しゆんムッとしたが、次の用を思い出したらしくマントを手にしてタマラの方を向いた。

「ついでにヴァリアブルマントも改良したから使って。飛行機能をつけたから、今度の戦いにも活用できるはずよ」

「飛行機能？」

　タマラとキアの声が重なった。

　……そういえばキアの奴、タマラと一緒に空を飛びたい、みたいなことを前に言ってた気がする。

　キアは胸の前で握り拳を作り、ずいずいとタマラに詰つめ寄よる。鼻息がやけに荒い。

「タマちゃん、飛べるの？　練習しよう。キアが教える。タマちゃんならすぐ飛べるようになる」

「わ、わかった、わかったから。今はお話の途と中ちゆうだし、練習は後で、ね？」

　戸と惑まどいながらもさすがに先生らしく、キアをたしなめるタマラ。

　共有事じ項こうは早めに確認しておいた方がよさそうだ。

「ノワ、それで要塞の改造には何日くらいかかりそうなんだ？　とんでもない大人数だし、予測が立てづらいだろうとは思うが……」

「……早くても七日。遅おそければ十日ってところかしら」

「マジか。十日でも充じゆう分ぶん早いぞ」

　いくら千人規模の工事とはいえ、それほど順調に進むとは驚きだ。

「資源は使い放題だし、魔道具を扱える優ゆう秀しゆうな人や魔族が集まってくれたからね。まあ、これだけの人数を指揮したのは初めてだけど」

「悪いな。指揮監かん督とくはノワの本分じゃないだろうに」

　俺はてっきり苦労しているだろうと思って、そう労ねぎらいの言葉をかけたのだが、ノワの反応は俺の予想とは違っていた。

　ノワは爛々と瞳を輝かせ、白い歯をむき出しにして野や蛮ばんにすら感じる笑みを浮かべていた。

「いいえ、嬉しいわ！　七○年もの間、溜たまりに溜まっていたアイディアを次つぎ々つぎと形にできるだけじゃなく、初めての体験の連続なんだもの！　地縛霊だった頃にはこの世を呪っていたくらいだけど、今は本当に素敵！　生きてるって素晴らしいわね、ヴァイン！　私、死ぬほど幸せよ！」

「……その言葉は、なんか矛む盾じゆんを感じなくもないが」

　俺があまりの勢いに圧あつ倒とうされる一方で、ノワは大声を出して少し落ち着いたのか、少女のように無む邪じや気きな笑顔を浮かべる。

「あんたが前に言った通りよ、ヴァイン。『天に召めされた後の方が、よっぽど愉快な人生が待ってることだってある』──ってさ。あの言葉があったから、私は現世への執しゆう着ちやくを捨てずに転生できたんだと思う。ありがとう」

「……助かってるのは俺の方だ。こっちこそ、来てくれてありがとよ」

　寮で会った時点から既すでに数すう奇きな縁えんだったが、こうして生まれ変わってまで再会できるとは、本当に思ってもみなかったことだ。

　誠意を込めた俺の感謝が通じたようで、ノワは少々照れくさそうに微笑んだ。

「それじゃ、もう行くわね。今頃、私の助手が代わりに色んな相手から指示を求められて、対応に追われてると思うから」

「……ミユの奴も大変だな。よろしく言っといてくれ」

　去りゆくノワを見送って、俺は改めてその場の皆に向き直る。

　ゼルス、タマラ、キア、リジール、そしてエナ。

　全員の顔を見回すと、俺は肩かたの力を抜いて言った。

「聞いての通り、決戦まであと七日から十日はある。その間は訓練にあててもいいし、他のことをしててもいい。まあ、テキトーに過ごしてくれ」

「テキトーにって……ヴァインくん、もうすぐ大事な決戦なんだから、もうちょっと何か士気を上げるみたいなことを言ってもらった方が……」

「別に、これは決戦じゃない。ただ、ちょっと帰ってこられなくなったラクシャルを、俺たちで連れ戻しに行くだけだ。散歩みたいなもんだよ」

　苦笑するタマラに、俺は本心からの言葉を返して、更に言い足す。

「──だから、絶対に無茶なことはするな。危険を感じたらすぐに退ひけ。ラクシャルを連れ戻すために、お前らの誰かが怪け我がやそれ以上の目に遭うことになったら何の意味もねえ。手に負えないことは全部俺に押しつけろ。いいな？」

　言い聞かせるように、皆に向かって確かめる。

　すると、ゼルスは肩をすくめ、タマラとエナは苦笑し、キアとリジールはきょとんと顔を見合わせていた。

「……なんだよ、その反応」

「傲ごう慢まんな物言いじゃと、皆呆あきれておるのじゃよ。──じゃが、それでこそ貴様らしい。周りのことが見えておるなら、もはや心配の必要もなかろうな」

　ふん、と鼻で笑ってから、ゼルスは唇の端はしを歪ゆがめて笑みの形を作る。

　皆も楽しげに声を立てて笑っていた。

「では、ラクシャルを……ふたりとも、迎むかえに行くとしよう。そうじゃな、ヴァイン？」

「ったり前だ」

　ゼルスがこちらに振りつつ軽く拳を突き出しているのを見て、俺も自分の作った拳をゼルスのそれに合わせる。

　タマラ、キア、リジール、エナも拳を作り、俺たちのそれに合わせてきた。

　……暑苦しいノリは苦手なんだが、空気を読めないほどガキでもない。

　一度大きく息を吸って、声を張り上げた。

「俺たちの手で、必ずラクシャルを取り戻す。いいな!!」

　呼びかけに、皆の肯定の声が続く。

　体の芯しんに響ひびく決意の強さを感じながら、俺は彼方かなたの空に思いを馳はせた。

　もうすぐ迎えに行く──待ってろ、ラクシャル。
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　アナザーに取とり込こまれたラクシャルは、夢を見ているような曖あい昧まいな心地で、どことも知れぬ闇やみの中を漂ただよっていた。

　自分の存在以外に、確かなものは何もない。精せい一いつ杯ぱい手足を伸のばしても、暗くら闇やみをずぶずぶとかき分ける鈍にぶい感かん触しよくが返ってくるだけ。

　息苦しさはなく、声も出そうと思えば出せるが、まるで延えん々えんと水の中を泳ぎ続けているかのようだ。

「……あれ？」

　ふと、優しく光るものが自分の目の前に降りてきて、ラクシャルは反射的に手を伸ばした。

　その光に触ふれた瞬しゆん間かん、怒ど濤とうのような記き憶おくが流れ込んでくる。




　ゼルスとともに、魔ま帝てい軍ぐんの中ちゆう枢すうとして戦い続けた日ひ々びの記憶。

　かつて自分が見み逃のがした人間にゼルスと魔帝軍の皆みなを殺害され、全てを喪うしなった絶望の記憶。

　未知の奇き跡せきによってゼルスとの再会を果たしたにもかかわらず、完全に拒きよ絶ぜつされ、心が壊こわれてしまいそうなほどの悲しみに打ちひしがれた記憶。




　全てを自分の内に受け入れたことで、ラクシャルはもうひとりの自分を知った。

　彼かの女じよがどのような存在であり、なぜ自分を襲おそってきたのかということも。

「……そうですか。……そう、だったんですね」

　きっと、内側に取りこまれている自分の声は彼女には届かないだろう。

　そう思っていても、ラクシャルは言わずにはいられなかった。

「大だい丈じよう夫ぶです。あの人があなたを助けに来ます。あの人は──私の大切な、私の大好きなヴァイン様は、あなたのような子を決して独りにはしません。ですから……！」

　自分に近しくも、全く別の存在である彼女に向かって。

　誰だれよりも愛する存在である彼かれの姿を思おもい描えがきながら、訴うつたえる。

「信じて待っていてください。あなたの傷を癒いやしてくれる人が、もうすぐやってくることを──」

　ラクシャルは確信を胸に抱だいて、虚こ空くうにそう呼びかけた。

　そして同時に、自分もその瞬間を信じて待つ。

　世界でただひとりの、かけがえのない愛しい主あるじが、救いに現れる瞬間を。
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　きっちり七日後。

　種族の壁かべを超こえた多くの協力者たちによる、海上要よう塞さいの大改造は完かん了りようした。

　海面より上に出ている部分は今までと大きく変わっていないが、下部に反重力装置を、後方と左右に飛行用のブースターだのスラスターだのを設置され、更さらに前方にはバリアを突つき破やぶるための格納式の衝しよう角かくが増設されているらしい。

　改造作業中、俺は剣けんの扱あつかいに慣れるべく訓練をしていたので、生まれ変わった要塞の全容を目にするのは初めてだ。

　お披ひ露ろ目めとあって仲間たち全員が甲かん板ぱんに揃そろっており、俺を含ふくめた皆みなが、ノワたちの仕事の早さに感かん嘆たんしていた。

　リジールに至っては生まれ変わった海上要塞を前にテンション爆ばく上あげで、目を輝かがやかせてぴょんぴょん飛とび跳はねて全身で喜びを表現している。

　……こいつは放っておいて、ノワの話に耳を傾かたむけることにしよう。

「理論上は、これで完かん璧ぺきに戦えるはずよ。バリアの強度もあのエナって人に確認して、確実に破は壊かいできるようにしたし。問題は……そのバリアに要塞をぶつける以外に、攻こう撃げき手段を積んでないってこと」

　ノワの懸け念ねんについては、以前俺もサキュバス姉妹から聞いた通りだ。

　この要塞は当初、飛行可能な魔ま族ぞくや強力な魔ま法ほうを使える魔族が大勢乗った状態で侵しん攻こうに用いることを想定していたため、火か砲ほうの類たぐいは一切積まれていない。

　だが、少なくとも今回に限っては今のままで充じゆう分ぶんだ。

「敵は俺が蹴け散ちらす。誰だれにでも扱える程度の兵器を積んだところで、リバースドラゴンを倒たおせるとは思えないしな。俺が先行して飛んでいって、リバースドラゴンどもを斬きり伏ふせる。敵が全ぜん滅めつしたら、バリアの破壊は頼たのんだ」

　力ちから押おしの作戦を伝えてから、俺はゼルスたちの方を見た。

「ただ、他にも敵が出てくるかもしれない。数が多い場合はお前らにも協力を頼むが、絶対に無茶はするな。危ないと思ったらすぐに退ひけ」

「わかっておる。余よはキアの背に乗り、タマラはマントを使って、それぞれ飛行して貴様を手助けするつもりじゃ。あとの者は要塞に残り、各おの々おの為なすべきことを為す」

　役割分担については既すでに話し合っていたようで、皆が顔を見合わせて頷うなずく。

　唯ゆい一いつ、シンファだけが意見を求めるように軽く手を挙げた。

「我は父上とともに港町に残る。ヴァインよ、何か我らの方で用意しておくべきことはあるか？」

「帰ったら祝勝会だ。とびきり旨うまいメシをたらふく食えるようにしてくれ」

「……ふっ、わかった。父上に伝えておく」

　俺の答えを聞いて楽しそうに笑うと、シンファは要塞に係留されている連れん絡らく用ようの小船に乗のり込こみ、港町へ戻もどっていった。

　さて、いよいよ確認すべきことも残りわずかだ。

「ノワ。要塞はもう動けるのか？」

「いけるわ。サキュバスの姉妹をはじめ、必要な人員は配置についてる。あとは要塞のキャプテンこと魔ま王おうリジールの指示があれば、いつでも」

　一応持ち主に対して敬意を払はらっているらしく、茶化す風でもなく答えるノワ。

　自分待ちだと聞いて、リジールはますますテンションを上げた。

「すぐに発進させるです。要塞がぶおーんってお空を飛ぶところ見たいです！　今すぐ操そう舵だ室しつに行ってくるです！」

　とてとてと駆かけていくリジールを見て軽く肩かたをすくめてから、ノワは一度だけこちらに振ふり返かえった。

「操舵室から、拡声機能を使って大きな声を外に出せるの。外の様子もある程度モニターしてるから、何かあれば伝えて。それじゃ、私たちも配置につくわ」

「うっス。じゃあヴァイちゃん、また後で！　祝勝会楽しみにしてるっスよー！」

　能天気なミユを伴ともなって、ノワもリジールの後を追う。

　あと、戦えない者でこの場に残っているのはエナだけだ。

　しかしエナの瞳ひとみには、確かに俺たちと同じ強い闘とう志しが宿っているのがわかった。

「わたしもここにいますー。キアさん、わたしも背中に乗せて、アナザーさんの説得が成功したら彼かの女じよのところに運んでいってくださいー。管理者権限を取り戻すために必要ですー」

「エナの言う通りにしてくれ、キア」

　俺がすぐに必要性を伝えると、キアも力強く同意を示す。

　甲板で待機する危険性を理解したうえで意思を示したエナの勇気に、何か思うところがあったのかもしれない。

　要塞が動き出したのは、それから間もなくだった。

　岸を離はなれると、今度は少しずつ海面から浮うき上あがり、高度を上げていく。

　飛行機のように飛ぶというよりは、慣性と反重力性によって浮かびながら移動している感じだ。

　充分な高さまで浮ふ上じようすると、声量を増ぞう幅ふくされたノワの声が要塞の周囲まで響ひびき渡わたった。

『噴ふん射しや機きを起動！　海上要塞改め、飛行要塞ヴィクトル──飛ぶわよ！』

　要塞の後部で轟ごう音おんが響き、足下が大きく揺ゆらぐ。

　いよいよ要塞が飛行を始めた。

　向かい風を感じながら進行方向の水平線を眺ながめていると、キアがふと首をかしげる。

「思ったより速くない。キアが飛ぶよりずっと遅おそいよ？」

「そりゃ、今から最高速で飛ぶ必要はないからな。光の玉にぶつかる時には速度を出すはずだ」

　加速中、要塞は完全に無防備になる。充分な加速のためにも、リバースドラゴンは必ず先に殲せん滅めつしなくてはならない。

　俺はシンファから借りた、魔ま幻げん石せきを探知する魔道具を取り出した。

　光点の大きさを見て、リバースドラゴンとの──そしてアナザーとの距きよ離りを測る。

「……頃ころ合あいだな。【エアロ・ウィング】」

　リバースドラゴンたちの姿が肉眼では見えないギリギリの位置辺りで、俺は魔法で風の翼つばさを形成し、飛び上がった。

　操舵室のリジールたちからも外の様子は見えるそうだから、俺が飛んだことでこちらの意図は伝わるだろう。

　思った通り、すぐに要塞はその速度を緩ゆるめた。

『ヴァインお兄さん、リズです。今から行くです？』

　やや不安げなリズの声が聞こえてくる。

　俺は歯をむき出しに笑い返して、力強く答えた。

「邪じや魔ま者ものを蹴散らしてくる。すぐ戻るから、お前らも準備しとけ。……行くぜ!!」

　己を鼓こ舞ぶするつもりで吼ほえて、風の翼をはためかせた。

　前方へ飛ぶ俺の視界に、ほどなくして光の玉が現れる。それを守るようにして飛び回るリバースドラゴンたちの姿も。

　前回のリプレイのように、リバースドラゴンたちの一体が俺に気づき、持ち場を離れて近づいてくるのが見えた。

「……お前らも自分の意思で守ってるわけじゃないんだろうな。そう思うと不ふ憫びんだが、こっちにも事情ってもんがある」

　俺は剣を抜ぬきながら呟つぶやいた。もちろん相手に聞こえるはずもない独ひとり言ごとだが、言わずにはいられない。

　このドラゴンたちも、本来と異なる役割を与あたえられて生み落とされた被ひ害がい者しやだ。

　俺のすべきことは、ドラゴンたちをその役目から解き放つことと、アナザーが力を行使するのをやめさせること。

「だから……悪いな。一いち撃げきで消し飛ばすッ!!」

　昂こう魔まの剣つるぎに魔ま力りよくを注ぎ、高く振り上げる。

　イメージしたのは風。最初にラクシャルが得意としていた属性の魔法。

　剣先に魔力が集い、不可視の猛もう烈れつな風の渦うずを作り出していく。

　危機感を覚えたようにリバースドラゴンは口を大きく開き、光のブレスを放とうとしていたが、もう遅かった。

「うぉおおおおっ!!」

　俺が昂魔の剣を振り下ろした瞬しゆん間かん、リバースドラゴンの体は剣先から発生した竜たつ巻まきに飲み込まれ、一いつ瞬しゆんで骨も残らぬまでに切り刻まれて消しよう滅めつした。

　仲間の死を感知したのか、他のリバースドラゴンたちが一いつ斉せいにこちらを向く。見えているだけでも、その数は四体。

「……いいぜ。まとめてかかってこい！」

　どれだけいようと構わない。ラクシャルと俺の間に立たち塞ふさがる敵は、全員この剣で消し飛ばす。

　俺の気き迫はくを感じ取ったのか、リバースドラゴンたちは散開しながら突っ込んでくると、一斉にブレスを放とうと口を開けた。

　数の優位を活かして、確実に俺を消滅させる気だ。

「させるか！」

　俺は剣を真正面に突き出しながら、重力魔法のイメージを剣に込めて放つ。

　すると、俺の剣から遙はるか遠くへ届くほどの、全てを飲み込む重力の渦が巻き起こる。

　術者である俺と、光の玉は影えい響きようを受けなかったが、散開していたリバースドラゴンたちはすさまじい勢いで渦に引き込まれて四体全てが激げき突とつした。

　更に、重力の渦に引かれて竜巻のように巻き上がった大量の海水が、四体の竜りゆうを飲み込んでゆく。

　俺は一度剣を引き、代わって炎ほのおの魔力を宿した。




「こいつで──トドメだっ!!」




　横よこ一いち文もん字じに、灼しやく熱ねつの剣を薙なぎ払はらう。

　放った斬ざん擊げきはもはや熱線と呼ぶべき、膨ぼう大だいかつ高密度の熱エネルギーの塊かたまりと化して、リバースドラゴンたちを飲み込む。

　剣を振り抜いた後には何もかもが焼やき尽つくされて消滅し、わずかに残った灰のようなものがぱらぱらと落ちていくだけだった。

　…………他に、敵の姿はない。

「片付いた……か」
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　ひとまず肩の力を抜きながら、俺は自分がたった今夢中で振るっていた剣を、改めて見下ろす。

　エナは『リバースドラゴンは魔法に強い耐たい性せいがある』と言っていた。

　そのリバースドラゴンを瞬しゆん時じに葬ほうむり去さったということは、この剣による攻撃は魔法扱いではないのか、あるいは耐性を上回るほど強力すぎるのか……。

　どちらにしても、扱うときには加減を考えないと、やはりとんでもないことになるだろう。

「っと……合図が必要だったな。【ファイアワーク】！」

　すぐに皆を呼ばなくてはならないことを思い出し、俺はレベル１の炎魔法で合図を送る。

　俺が空にかざした手から火の玉が打ち上げられ、空中で大きな音を立てて弾はじけた。

　名前の通り、花火フアイアワークを上げるだけでダメージを与えられない魔法だが、こういう時は役に立つ。

　合図を受けてすぐに、ゼルスとエナを乗せたキア、マントで空を飛ぶタマラがそれぞれ追いついてくる。

「ヴァイン、無事じゃったか！　よくやったぞ……！」

「喜ぶのは全部終わってからだ。要塞は今こっちに向かってんのか？」

「うむ、出力を最大に上げて飛んでくるはずじゃ。その作業に少しかかると言っておったが……」

　ゼルスの声にかぶさって、威い嚇かくするように甲かん高だかいいくつもの声がこだました。

　嫌いやな予感を覚えて、光の玉に目を向けると──。




　その巨きよ大だいな玉の全方位から、何万、何十万という数の魔ま物ものたちがうじゃうじゃと這はい出でてくるのが見える。

　出てくる魔物の種類は完全にバラバラで、空を飛べる魔物はそのまま宙を舞まい、泳げる魔物は着水してから俺たちの方に向かってくるが、そのどちらでもない魔物はただ落下して溺おぼれ、沈しずみゆくだけ。

　空を見ても海を見ても、ある種の地じ獄ごくのような光景が、俺たちの目の前に広がりつつあった。




「……メチャクチャだ」

　恐きよう怖ふというよりは気味の悪さを覚えて、俺は呟いた。

　リバースドラゴンのような化け物が再生産されなかったのは幸運だが、この無む秩ちつ序じよな生み落とし方を見ると、いよいよ正気の行動とは思えなくなってくる。

　……それだけアナザーが追いつめられているのだとすれば、まずい。

　話が通じるうちに、一刻も早くバリアを破って、あいつに会わなきゃならない。

「海に落ちた敵は俺に任せろ。ゼルスたちは海から離れて、空の敵を相手してくれ」

「ヴァインさんー！　わたしの管理神の力が戻ったら、生き物や環かん境きようは元に戻せますー！　今はためらわず、全力でやってくださいー！」

　こちらのやろうとしていることを察したのか、エナが後あと押おしをしてくれる。

　俺は無言で頷き返して、水中の魔物たちに向き直ると、剣の切先を海面に向けた。

「……お前らも自分の意思で妨ぼう害がいしてるわけじゃねえのに、悪いな。だが、今は四の五の言ってられねえ……！」

　宿すのは、かつてゼルスから吸収した、雷かみなりの魔力。




「黙だまらせるッ！」




　剣に込めた雷の魔力を一気に解き放つ。

　海面が閃せん光こうで白く染まるほどの、激しすぎる電流。

　召しよう喚かんされてそのまま海を泳いでいた、あるいは沈んでいた魔物たちは、一瞬だけ激しく痙けい攣れんしたが、そこからは二度と動かなかった。

　これで、海に落ちた敵には対処できた。

「あとは、飛んでる敵だ……！」

　少し遅おくれて、俺も空中戦に合流する。

　空にも大勢の敵がおり、中にはリバースドラゴンほどではないにせよ、かなりの強敵も混ざっているはずだ。

　しかしキアたちもタマラも善戦しており、一歩も退く気配を見せていない。

「出過ぎるな！　俺の後に続け！」

　俺も剣と魔法を振るって魔物の群れを蹴散らしていくが、さすがに数が多すぎて、殲滅には時間がかかる。




　──ブースターの燃える轟音が近づいてきたのは、そんな時だった。




　ロケットのように後方へと猛烈な炎を噴ふき上あげながら、要塞が迫せまってくる。一目見ただけでも、とんでもない速度を出しているのがわかった。

『飛行要塞ヴィクトル、突とつ撃げきするです！　お兄さん、お姉さん、みんな下がっててくださいです！』

　いつになく緊きん張ちようしたリジールの声。

　残っている空飛ぶ魔物の半数ほどは、脅きよう威いを理解したのか攻撃対象を要塞へと切きり替かえ、俺たちの必死の迎げい撃げきをすり抜けて要塞に迫る。

　魔物たちの魔法攻撃を雨のように浴びた飛行要塞は、しかし勢いを緩めるどころか更に加速していく。

　ノワの高らかな笑い声が響き渡った。

『私が手を加えた要塞を、その程度で止められると思ったら大おお間ま違ちがいよ！　ヴァイン、突とつ入にゆうの準備をしなさい！　収しゆう納のう式しき螺ら旋せん衝しよう角かく、展開!!』

　吼えるような号令とともに、要塞の前面が観音開きのように展開した。

　その中から、銀色に輝く三角すい状の物体が現れ、けたたましい音を立てて回転を始める。




　──有あり体ていな表現をすると、『要塞の内部から、猛もう回かい転てんする巨大ドリルが出てきた』。




「あいつ、他人の要塞でやりたい放題だな……」

　思わず状じよう況きようを忘れ、そう言わずにはいられない。

　しかしバリアを突き破るには最適な形、驚きよう異い的てきな速度、充分な質量を持った一撃。

　加速を続けた要塞は、その勢いのまま魔物たちを蹴散らすばかりか、巨大ドリルの先せん端たんを光のバリアに突き入れ、回転を利用して深ふか々ぶかとえぐり込んだ。

『分離パージ！』

　衝しよう突とつによる要塞へのダメージを逃にがすため、要塞は巨大ドリルを切り離し、スラスターの逆ぎやく噴ふん射しやで後方へ逃のがれる。

　一方──バリアの方は無事では済まない。

　ドリルの突つき刺ささった箇か所しよから、ほどなくして球形のバリアにメリメリとひび割れが走り、ひびはバリアの全体へと広がって行く。




　そして──ガラスの割れるような音を立てて、バリアは木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった。




「やった……！　今行く！　ラクシャルッ！」

　俺は一も二もなく、砕けたバリアの内側へ飛び込んだ。

　しかし、そこにアナザーの姿はなく、ただ何もない空間に奇き妙みように引きずり込まれそうな感覚がするだけだ。

「空間のねじれです、ヴァインさん！」

　俺の上空を飛ぶキアの背から、エナが力いっぱいに叫さけんだ。

「何もないように見えますけど、その中心に近づいたら別のところに繋つながって……きっと、アナザーさんはそこにいるはずですー！　今のわたしでも、それくらいは感じられますー……！」

「……チッ！　飛び込むしかねえな。ゼルス、エナ！　お前らも来い！」

　俺はキアを見上げて呼びかけた。

　しかし、ふたりは顔を見合わせると、同時に首を横に振った。

「ここにもまだ多くの敵がおる。飛行要塞を守るために、ある程度の戦力は残さねばならんじゃろう。余は……皆を守るために、残る」

「ラクシャルさんと融ゆう合ごうした今のアナザーさんを説得できるのは、ヴァインさんだけだと思いますー。わたしは、今いてもかえって説得の邪魔になりますー……ヴァインさん、どうか……ラクシャルさんを、連れ戻してくださいー……！」

　俺がふたりを見上げる視界に、再び膜まくのようなものがかかりつつあった。

　バリアが再生しているのだと気づき、俺は声を張り上げる。

「……わかった。あとのことは、俺に任せろ！」

　お前らに託たくされた思いも、ラクシャルたちに伝えてやる。

　そう覚かく悟ごを決めて、俺はエナが言う『空間のねじれ』に飛び込んだ。

　別の次元に通じる直前、ゼルスの声が聞こえた気がした。

「すまぬ……頼むぞ、ヴァイン。ラクシャルを……両方のラクシャルを、救ってやってくれ……！」





　　　　＊＊＊






　次に俺の目に飛び込んできたのは、いつか見たのと同じ風景だった。

　魔ま帝てい城じよう、玉座の間だ。

　俺がゼルスを従えた──あるいは、アナザーがゼルスを目の前で殺された、その記き憶おくが残る場所。

　ただひとつだけ記憶と異なるのは、玉座に腰こしを下ろしている人物。




「……来たのですか。人間」




　無表情に、無感情にそう呟いて。

　玉座に座っていたアナザーは、ゆっくりと立ち上がった。

　俺はおどけるように肩をすくめて答える。

「こうして見比べると、ゼルスほど玉座がサマになっちゃいないな」

「そんなことをわざわざ言いに来たのですか？」

「まさか。いや、待たせて悪かった。ちょっと外で手間取っちまってよ」

「人間ごときを待ってなどいません。たとえここまで来たところで……あなたを待つ運命は、確実な死。それだけです」

「そうか……別に、そんなことはどっちでもいいが」

　こちらに剣を向け、殺意を露あらわに告げるアナザーに対し、俺は宣言する。

　託された想いと、俺の望み。その両方を乗せた言葉で。

「俺はラクシャルを救いに来た。……お前も含めてな。イヤだって言っても止やめてやらねえ。今のうちに、救われる覚悟をしておけよ」

　その言葉を聞いたアナザーは、馬ば鹿か馬ば鹿かしいと言いたげに鼻で笑った。

「私を救う？　あなたが？　……不ふ愉ゆ快かいな冗じよう談だんですね。何も知らないから、そんな的外れなことを堂どう々どうと言えるのでしょう」

　うんざりしたようにかぶりを振ってから、こちらを睨にらむ。

　その瞳に宿るものは、昏くらい絶望だった。

「……今、私は自分の力を制せい御ぎよできていません。ただ、心の痛みから逃れたくて、逃げ続けて……気づけば、私の中の何かが、この空間を作り出していました。魔帝城の、玉座の間を」

　アナザーがその場所で何を経験したのかは、既に理解している。

　主あるじであり、そして何より無二の友であったゼルスを──目の前で喪うしなったのだ。

　その悲しみを、怒いかりを、再び呼び起こさんとするように……アナザーは殺意を込めて俺に剣を向ける。

「ゼルス様に拒きよ絶ぜつされた私にはもう、何も残されてはいません。それでも……憎にくき人間に屈くつすることだけは、魔族の矜きよう持じが許さない」

「ほう。じゃあ、どうするんだ？」

「知れたこと。あなたと私のどちらかが、ここで死ぬまでです」

「違ちがうな」

　そんな結末にはさせない。

　言い切った俺に、アナザーは蔑さげすみの目を向ける。

「ああ……そうですか。あなたのやり口はわかっています。もうひとりの私の記憶が共有されていますからね。あなたは女を襲おそい、辱はずかしめ、尊厳を踏ふみにじる最低最悪の下げ郎ろうです。あなたごときに、私を救うことなどできない」

「…………」

　俺が沈ちん黙もくを貫つらぬくと、アナザーは静かに剣を下ろし、唇くちびるを歪ゆがめて笑う。

「ですが、そうしたいのなら好きにしてみればいいでしょう。犯したければ犯してください。殺したければ殺してください。それでも私はあなたを、人間を、永えい劫ごう憎み続ける。どれほど私の体を蹂じゆう躙りんしようと、あなたは決して目的を果たせない」

「少し喋しやべりすぎだな。何をそんなに怖こわがってる？」

「……っ！」

　アナザーは俺の指し摘てきに一瞬で顔を紅潮させ、喉のど元もとに剣を突きつけてきた。

　俺は止めるでも避よけるでもなく、そのままアナザーを見つめ返す。

「私は……何も恐おそれてなどいません！　ただただ癇かんに障る態度を取るだけで、あなたが何もしないというのなら、この場で命を奪うばいます。自分が安あん全ぜん圏けんにいるなどとは思わないことです」

　アナザーの刃やいばを突きつけられながら、俺ははっきりと答えた。

「……いいぜ。さっきの言葉をそっくり返す。殺せるなら殺してみろ」

　その場から一歩も動かずに、言い切る。

　ハッタリで言ったわけじゃない。

　港町でラクシャルを吸収した直後、アナザーは俺に剣を向けようとして思いとどまっていた。もしもラクシャルの記憶が作用し、アナザーが俺を憎み切れずにいるのなら……アナザーを救う資格が俺にあるのなら、斬られることはない。

　もしもここで殺されるなら、それまでだ。

　俺にはラクシャルたちを救う資格がなかったということでしかない。

　覚悟を胸に、ただ審しん判ぱんを待ち──。




「………………どうして」




　ぽつりと、震ふるえる声でアナザーが呟いた。

　その瞳から大おお粒つぶの涙なみだがこぼれ落ち、握にぎられていた剣が音を立てて転がる。

「……お前……やっぱり……」

　問う俺に、アナザーは何かを振り払うようにして強く首を横に振る。

　しかしその様子は、全てを拒絶する反応とは程遠く──。

「どうして……記憶の中の、もうひとりの私は、あんなにも幸せそうなのですか。あなたを想い、慕したい、隣となりにいるだけで胸が弾はずむような……こんな感情、私は知らない……！　私は人間に全てを奪われ、残ったのは憎しみだけなのに……あなたはその憎しみさえ、私から奪うつもりですか!?」

　アナザーの言葉は、昂たかぶった生の感情を直じかにぶつけるような激しさを帯びていた。

　言葉に乗せられた想いを真っ向から受け止め、俺は静かに答える。

「……お前がどんなにつらい思いをしてきたか、わかってるつもりだ。ただ、それでも俺の言葉だけじゃ届かないだろう。あいつの力を借りなきゃ無理だ。──それに俺も、早くあいつに戻ってきて欲しいしな」

「……えっ？」

　アナザーが小さく声を漏もらし、顔を上げたのとほぼ同時に。

　俺はこう言って、強引にアナザーの唇を奪った。




「戻ってこい──これは命令だ。ラクシャル」




　お前は約束したんだ、ラクシャル。

　ドラマチックなキスをしてくれたら、何でも言うことを聞くのだと。

　だから──俺の命令を聞け。




　アナザーの瞳が驚おどろきに見開かれるが、それもほんのわずかな間のことだった。

　直後に光が弾け──。




「ヴァイン様ぁぁぁぁっ!!」




　光の中から飛び出してきたラクシャルが、俺に思い切り抱だきついてきた。
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　猛烈な勢いで押し倒され、俺は床ゆかにしたたかに頭を打ちつける。

　ラクシャルは普ふ段だんなら俺を気き遣づかうところだが、今はそれどころではないようで、俺にしっかりしがみついたまま胸に頰ほおをすり寄せて感かん涙るいしている。

「ああ、ヴァイン様、ヴァイン様！　もう一度ヴァイン様とこうして触ふれ合あえるなんてまるで夢のようです！　本当に助けに来てくださったのですね、ヴァイン様……！」

「……こっ恥ぱずかしいから、そんなに何回も呼ぶな。再会を喜ぶのはいいが、それより先にやるべきことがあるだろ」

　大喜びでしがみついてくるラクシャルを一いつ旦たん押し返し、現状を指摘する。

　ラクシャルもハッとした様子で、我に返ってアナザーに向き直った。

　一方のアナザーは崩くずれ落おちており、信じられないという表情でラクシャルを見上げていた。

「ま、さか……あなたは私と同化されたはずなのに。どうして……！」

「……あなたは、もうひとりの私……ですね？　私はあなたに取り込まれた時、その記憶を目にしました。とても悲しく、つらい、孤こ独どくな記憶……」

　ふとすれば同情的にすら感じられるラクシャルの言葉に、アナザーは苛いら立だちを露わにして言い返す。

「……それが、何だというのですか。私は人間を心から憎んでいます。その人間の下げ僕ぼくとなったあなたに、私の気持ちがわかるはずなど──」




「ちゅううぅ──っ♪」




　……それはすさまじい早はや業わざだった。

　激げつ昂こうしたアナザーの唇を、ラクシャルは問答無用とばかりに自らの唇で塞いだのだ。

　アナザーは大きく見開いた目を白黒させ、理解不能な状況に混乱する。

　俺も、理解不能という意味では似たような顔をしていたと思う。

「んんんぅぅっ!?」

　言葉にならない声をあげると、アナザーはそのまま膝ひざをつく。

　ラクシャルは、もうひとりの自分との長く濃のう厚こうな口づけを終えると、気持ちいいくらい晴れ晴れとした笑顔でこちらに振り向いた。

「ヴァイン様！　これでもう大だい丈じよう夫ぶです！」

「……いや、何言ってんのかわからん」

　率直な感想を告げると、ラクシャルは頰を赤く染めてもじもじと腰をくねらせた。

「ファーストキスのことでしたら、それもご心配いりませんっ。同化している状態でも、ヴァイン様の唇のあたたかさはしっかりと感じることができました……あのキスは、彼女と私の両方にしていただいたものです」

「そういう心配じゃなくてな……ん？」

　怒ど濤とうの勢いに押し負けながらふとアナザーを見ると、瞳を潤うるませ、頰は紅潮させて、肩で息をしていた。

　なんで、たかがキスだけでこんなことに……？

　状況を摑つかめずにいる俺とは対照的に、ラクシャルは何かの確信を得ている様子でアナザーの背後に回り、服の上から褐かつ色しよくの乳ち房ぶさを揉もみしだく。

「ひゃああんっ!?　こ、こら、やめなさい！　なんでこんなことを……ふぁぁっ！」

「あなたは一度、私を吸収しました。今、こうして分離しましたが、互たがいの記憶は消えていません……私がヴァイン様にいっぱい開発されたいやらしい記憶も、その気持ちよさも、体が覚えてしまった。今のあなたは、処女のくせに相当エッチな体になっているはずです！」

「そ、そんなわけ……あっ、あぁぁっ！　やめっ、そこ、は……きゃふぅっ！」

　何やらラクシャルがものすごい理論を展開しているが、胸の先端を擦こすり立たてられてビクビクと震えるアナザーの様子からするに、あながち的外れでもないように見える。

　くたりと脱だつ力りよくするもうひとりの自分を後ろから抱き、その脚あしを大きく広げて俺の方へ見せつけながら、ラクシャルは慈じ母ぼのように優しく微笑ほほえむ。

「さあ、ヴァイン様♪　こちらの私にも、愛しい人に抱かれる喜びを教えてあげてくださいっ」

「や……やめっ、やめなさいっ……！　何なんですか、もうひとりの私!?　私が人間を愛しく思うわけないでしょう！　あなた確実に頭がおかしいですよ!?」

「俺もそこには同意するが」

　思わずアナザーの方に共感しながらも、俺はふたりに近づいていく。

　今までしっかり観察する余よ裕ゆうはなかったが、上気して汗あせを浮かせている褐色の肌はだには、普段のラクシャルとまた違う魅み力りよくがあった。

「さっきお前『犯したければ犯せ』って言ったしなぁ。目の前でこう敏びん感かんに反応されると、本当に犯したくなってきた」

「あ、あれは今とは状況が違ちがっ……んむぅ!?」

　気が動転しているアナザーの唇を、今度は俺のキスで塞ぐ。

　しっとりと濡ぬれた唇に俺のそれを重ね、吸い、擦らせる。それだけでアナザーは自身の内から何かがこみ上げてくるように、背を弓なりに反らせていく。

　舌を差し込むと更に反応が顕けん著ちよになり、俺が舌先で綺き麗れいな歯列をなぞり歯は茎ぐきをくすぐるだけで、何度も体を小さく跳ねさせる。

　俺が唇を離す頃には、アナザーは完全に蕩とろけきって脱力した姿を晒さらしていた。

「はぁ……っ、んぁ……ぁ。わ、私は、こんなことで……心までは、屈しませ、っ……」

「まだそんなことを言って。あなたにも本当はわかっているんでしょう？」

　隠かくし事ごとはできないと念を押すように、ラクシャルが肩かた越ごしにアナザーの顔を覗のぞき込こむ。

「あなたも私の記憶を見たはずです。ヴァイン様は、あなたから全てを奪った人間とは違う。私やゼルス様、タマラさん、キア、リジールさん……皆を愛し、大切にしてくれました。だからあなたも、ヴァイン様を斬れなかったのでしょう？」

「……そ、それは……」

　自分自身に隠し事などできるわけもない。

　心を丸まる裸はだかに剝むいていくようなラクシャルの言葉に、アナザーは言い逃れできずにいる。

　羞しゆう恥ちに目を伏せたアナザーから、ラクシャルはこちらに視線を向けて、何かの合図のように小さく頷いた。

　俺は手刀を作り、目の前のアナザーにスキルを使う。

　ラクシャルとゼルスに課せられていた運命を断ち切った、始まりのスキルを。

「──【クロスアウト・セイバー】」

　スキルが発動し、アナザーの纏まとう衣服が千ち切ぎれ飛とぶ。

　褐色の肌以外はいつも目にしているラクシャルと変わらない──絞しぼり込こまれた戦士らしさと、柔やわらかく豊満な女性らしさが同居した肉体が露わになった。

　そして、初めて俺がラクシャルを脱ぬがした時を想起させるように、アナザーの顔は羞恥の色に染まった。

「な、ななななっ、なっ……!?　待ちなさい、人間！　私はそんなつもりは……！」

「そう強情を張ってはダメですよ、私。大丈夫、ヴァイン様ならとっても気持ちよくしてくださいますから♪」

「そういう問題じゃありません！　……って、なんであなたまで脱いでるんですか!?」

　胸や股こ間かんを隠そうとするアナザーの手を、後ろから摑んで阻そ止しするラクシャル。

　そうしながらラクシャルもいつの間にか裸はだかになっていて、たわわに実った女体をアナザーの背に押しつけている。

　白い肌と褐色の肌……目に美しいコントラストが絡からみ合あう様に、俺もただ黙って見てはいられず、前に出た。

「脱いだのは、これから三人でするからだろ？　ラクシャル」

「はい！　ヴァイン様、どうかこの子のことも愛してあげてくださいっ」

　本人の了りよう承しようを得る前に、ラクシャルはアナザーの脚に手をかけ、大事な部分さえもくぱぁと拡ひろげて俺に見せつけてくる。

　当然ながら、アナザーは一瞬言葉を失うほど混乱すると、全力でラクシャルに抵てい抗こうしていく。

「いやぁぁぁっ!?　意味がわかりませんっ、本気で、全くっ！　何なんですか、あなたは本当に私なんですかぁぁ!?」

　錯さく乱らんする気持ちもわかるが、この行動は間違いなくいつものラクシャルだ。

　そして、ラクシャルをそんな状態にした元げん凶きようたる俺としても、そろそろ黙って見ているだけでは気が済まない。

　暴れているアナザーに手を伸のばし、ぷるぷると揺れている柔乳を鷲わし摑づかみにする。

「ひゃふっ!?」

　柔やわ肌はだに触れただけで、アナザーはおとがいを反らせて甘あまい声をあげた。

　俺の性技パラメータのせいだけじゃなく、単純に刺し激げきに慣れていないんだろう。

　形を変えさせるように褐色の双そう丘きゆうを揉みしだき、ほどなく手のひらに硬かたく尖とがった突とつ起きの感かん触しよくが伝わってきた頃を見計らって、俺はアナザーの胸にしゃぶりついた。

「ふぁああっ……!?　あ、ぁ、あぁぁ……んうううっ!?」

　乳首を吸われ、舌で弾かれて途と切ぎれ途切れの嬌きよう声せいを漏らすアナザーを更に高めてやるべく、同時に股またぐらへ指を這わせていく。

　ぐっしょりと湿しめった秘ひ裂れつが蠢うごめいているのが、指先の感覚だけでもよくわかる。

　浅く指を沈ませ、何度か抜き差ししてやると、アナザーは腰をガクガクと震わせて全身で快感を訴うつたえ始めた。

「あ……ああ、ぁっ、ぁぁ……やっ、うそ……こん、なっ……ひぁぁっ！」

　玉のような汗を浮かせ、快感に翻ほん弄ろうされる様が初うい々ういしい。

　ラクシャルも、自分であって自分ではない存在が淫みだらに喘あえぐ様には不思議な高こう揚よう感かんを覚えるようで、アナザーの背に密着しながら愛おしげに頰をすり寄せている。

「なんだか可愛かわいいです……自分ではわからないのですが、初めての時の私もこんな感じだったのでしょうか？」

「まあ、そうだな。あの時は胸だけでテイムしたわけだが」

　当時を思い出しながらしみじみ頷き返すと、アナザーが抗こう議ぎの声をあげる。

「あなた、たちっ……わ、私の体を弄いじりながら、談笑するの、やめ、なさ……っああ、ん、んんふっ……」

　既にアナザーの秘裂は湿り気のレベルを通り越して、とろりと粘ねん度どの高い蜜みつが床に滴したたり落ちるほど濡れそぼっているのだが、やはり恥じらいや理性が勝るのか、あまり良い声を出してくれない。

　さてどうしようかと考えていると、アナザーと俺の間に、ラクシャルが白くしなやかな肢し体たいを滑すべり込こませてきた。

「ヴァイン様ぁ……先に私へ、ヴァイン様のモノをくださいませんか……？」

「おいおい。今の目的は、アナザーを気持ちよくしてやることだろ」

「ですから、まずは安心させてあげるためにも、目の前で実じつ践せんしてみせることが大事だと思うんです。それに、私ももう……こんなに……」

　ラクシャルは俺の手首を摑み、アナザーの中をかき回していた指をちゅぽっと抜かせると、代わりに自らの割れ目を俺の手首に押しつけ、腰を前に突き出してきた。

　ぬるうっ……と、熱い粘ねん液えきが俺の手首から前ぜん腕わんにかけて塗ぬりつけられ、這ったような跡あとを残す。

　擦りつける相手が俺の腕うでであろうと構わず吸いついてくる貪どん欲よくな媚び肉にくの感触にも誘いざなわれ、俺のわずかばかりの自制心は一瞬で崩れ去った。

「……わかった。しばらくできなかった分、後でじっくり……ってつもりでいたが、たった今抑おさえが利かなくなった。責任取ってもらうぞ、ラクシャル」

「はいぃ♪　いつでも大丈夫です、ヴァイン様っ」

　俺が服を脱ぎ捨てるのとほとんど同時に、ラクシャルが抱きついてくる。

　互いに床に座って抱き合いながら、腰をすり寄せ、男と女の部分を触れ合わせる。

　俺はもっちりと丸いラクシャルの尻しりを両手で鷲摑みにすると、遠えん慮りよなく自分の方へ引き寄せながら、欲望のままに腰を突き上げた。

　屹きつ立りつした俺自身が何重もの濡れそぼった肉をかき分け、最さい奥おうを突く。

「んはぁあああああっ!!」

　久ひさ々びさに感じる刺激に、ラクシャルは瞳を見開いて、広い玉座の間いっぱいに響くほどの嬌声をあげた。

　びく、びく、と桜色に染まりつつある女体を震わせながら、ゆるやかに瞼まぶたを下ろし、瞳を潤ませ、快楽に蕩けていく。

　挿そう入にゆうだけで達したことを察しながら、俺は臼うすをひくように腰で円を描えがいて、ごりごりとラクシャルの中に剛ごう直ちよくの硬さを知らしめるようにかき回していく。

「んぁっ、あっ、あぁぁ、ぁっ♪　だ、め、だめです、ヴァイ、さま、っ♪　そんな、された、ら、耐たえられ、なっ……！」

「ねだってきたのはお前なんだからな。責任取れって言っただろ」

　円を描くような動きから、上下にとんとんと揺するような動きも織り交ぜて、刺激に慣れてしまわぬようにラクシャルを何度も悦よろこばせていく。

　アナザーの反応はどうだろう、とラクシャルの肩越しに様子を窺うかがってみると、ちょうど俺の指で昂っていた時に中断されたこともあって、未いまだ興奮を瞳に宿したまま、俺とラクシャルの交わりを凝ぎよう視ししていた。

「──ら、め、れしゅっ」

「んぐっ」

　突とつ然ぜん、ラクシャルが強引に俺の唇を奪ってくる。

　何度もついばむように唇をしゃぶり、重なった唇の隙すき間まから荒あらい息を漏らしながら、夢中で腰を上下に振りたくってきた。

「今、は、私だけ、見て……私しか、見ちゃ、や、れすっ♪　ヴァ、インっ、さまぁ……あ、ぁっあっ……あぁぁぁっ……!!」

　自ら俺の昂りを奥おくまで受け入れ続けていたラクシャルは、ある種の臨界点に達したようで、ひときわ大きく背を反らせて身を震わせた。

　繋がり合った部分から何度も液体がしぶき、俺とラクシャルの下腹部をびしょびしょに濡らしていく。

　ほどなくラクシャルはぐったりと脱力し、肩で息をし始める。休きゆう憩けいが必要だろうと判断し、俺はその体をひとまず床に横たえた。

「……さて」

　仕切り直してアナザーの方へ視線を向けると、こちらを見ていたアナザーと目が合った。

　その瞳は臆おく病びような小動物のように揺らいでいたが、体は俺が弄っていた最中よりも火ほ照てり、荒い呼吸に合わせて艶なまめかしい肉体を揺らしている。

　俺とラクシャルの行こう為いを目まの当あたりにして、興奮していたのは明らかだ。

「……あ、あんなに……乱れてしまうなんて……信じられません。なんて、はしたない……」

「でも、幸せそうだろ？」

　この期ごに及およんで理性的な意見を述べるアナザーに、更に後押しをかける。

　アナザーは一瞬言葉に詰つまりながらも、ラクシャルと俺を交こう互ごに見比べて、小さく頷いた。

「……私は、ゼルス様と魔帝軍を喪ってから、ずっと独りでした。人間は憎むべき敵で、無念を晴らすためだけに自分は生きているんだと……そう思っていたんです。でも、私の中に宿った、もうひとりの私の記憶は……とてもあたたかくて、楽しくって……」

　悲しさと羨うらやましさと安あん堵ど感かんが入り混じった、複雑な感情を覗かせて、答える。

「あなたを……受け入れたい。私も、あなたの温もりを知りたいです。……ヴァイン、さん」

　たどたどしく『さん』を付けて呼んだ言葉は、もはやアナザーに俺たちを害する意思がないことを示すものだ。

　その思いを表明してくれたことを嬉うれしく思いながら、アナザーを抱き、互いの大切な部分を触れ合わせる。

「あ、っ」

「……緊張しなくていい。できるだけ力抜いてろ」

　本能的に身を強こわ張ばらせてしまうアナザーに囁ささやいて、褐色の体を横たえ、ゆっくりと上から体重をかけていく。

　ぬかるむ熱に先端を包まれるのを感じながら、ぬぷ、ぬぷ、と絡みつく肉をかき分けて更に奥へ。

　小刻みに震えていたアナザーの体が、奥までの侵しん入にゆうを許した瞬間、ひときわ大きく跳ねた。

「っあああぁぁ……!!」

　高く、甘い喘ぎを響かせて、アナザーはびくびくと全身を痙攣させる。

　同時に、突き入れた昂りが強きよう烈れつに締しめつけられる。

　拒こばむ反応ではなく、むしろ滑なめらかにうねる襞ひだが奥へ奥へと引きずり込んでくるようだ。

　アナザーの掠かすれた吐と息いきが耳じ朶だにかかり、快楽で蕩けた声が不規則に混ざる。

「う、ぁ……ぁ、っはぁぁ……っ」

「……どんな感じだ？」

　痛みがないのは反応を見れば明らかだったが、念のために確認する。

　アナザーは瞳に涙を溜ためて、初めて俺の前で安堵の微笑みを浮かべた。

「わ、たし……私、ほんとに……っ。私の中に、ヴァインさんが、いて……本当に、今、独りじゃないんだって……感じたら、涙が……勝手に……」

「……ああ。好きなだけ泣いていい」

　こらえきれない様子で、アナザーの頰を大粒の涙が伝う。

　ふと、ゼルスと初めて肌を重ねた夜にも同じようなことを言われたのを思い出した。置かれた境きよう遇ぐうは違うが、今のアナザーもまた、どうしようもない孤独感から初めて解放されたのだと理解する。

　ここに至るまでにいくつもの障害を乗り越え、ようやく、アナザーの裸のままの心に触れることができた。

　アナザーは俺の胸に顔を埋うずめ、少しの間だけ声を漏らして泣くと、やがて顔を上げた。

「……ありがとうございます、ヴァインさん。もう、大丈夫です。どうか、私に遠慮せず……最後まで……」

　続きを促うながすアナザーの優しさを、俺は遠慮なく受け取ることにした。

　実のところ、これ以上は辛しん抱ぼうできそうにない。

　初めて男のものを受け入れたアナザーのそこは、加減を知らずにきつい締め付けを浴びせてきて、動いていない間にもかなり俺を高めていた。

　欲望と衝しよう動どうのままに、俺は荒あら々あらしい律動でアナザーの蜜みつ壷つぼをえぐり、かき回していく。

「んぁああああっ!!　や、っ、はげし……んぅぅっ！　あ、ぁ、また、なにか、きますっ……あああぁぁっ!!」

　アナザーは激流に揉まれるように俺の衝動に翻弄され、何度も体を震わせて果てているようだった。

　その度、何重もの濡れそぼった熱の層が、果てることを求めるように絡みつき、俺をなおも高みへ押し上げてくる。

　迫る絶頂に抗あらがうことはできず、俺は何かを手放すような感覚に身を任せ──。

「ぐ、っ……ぁっ！　出る……っ!!」

　アナザーの奥深くまで届くように腰を打ちつけながら、どくん、どくん、と脈打つリズムで撃うち放はなつ。

　熱くてどろりとした、マグマのようなそれを体の一番深いところで受け止めて、アナザーはまた歓かん喜きするように身み震ぶるいする。

「あ、ぁぁぁっ……ん、っ、んんんっ……！　ヴァイン、さん……熱、い……っ」

　断続的に何度か痙攣を繰くり返かえして、ぐったりと身を投げ出すアナザー。

　俺が腰を引いてアナザーの中から自身を引き抜くと、いつの間にか復活していたラクシャルが、すかさず寄ってきて俺のそれを口に含んだ。

「ラクシャル？　お前、いつの間に……うく、っ」

「ぢゅぷ、んっ、ちゅぅ♪　ヴァイン、ふぁま……まら、れきまふ、よね……？　ん、ちゅぽ……っ」

　一通り舐なめしゃぶって綺麗にすると、ラクシャルは未だ余よ韻いんに震えているアナザーの上に覆おおい被かぶさり、俺の方に尻を向けてきた。

　ラクシャルとアナザー、ふたりの魅み惑わく的てきな女体が重なり合う形となり、しかも最も淫らな部分を俺に見せつけるようにしている。

　まだ動けない様子のアナザーも、これには羞恥心が勝ったようで、顔を上気させて動どう揺ようの声をあげる。

「ふゎあああっ!?　な、何をするつもりですかっ、んむぅ!?」

　奇き声せいをあげて抗議していたアナザーの口を、ラクシャルの唇が塞ぐ。

　そのまま舌を滑り込ませ、経験の浅いアナザーを蹂躙するようにぴちゅぴちゅと音を立てて貪むさぼり、翻弄していく。

「……ふぁ♪　ふふっ、こちらでは私に一いち日じつの長ちようがありますね。楽しめる時には、思い切り楽しまないといけませんよ？　ねっ、来てください、ヴァイン様♪」

　挑ちよう発はつ的てきに尻を上げて、ふりふりと揺すりながら言うラクシャル。

　ラクシャルの口内で復活を果たしていた俺は、その白く丸く柔らかな尻に襲いかかるように腰を突き出し、容よう赦しやなくラクシャルの奥まで突き貫いた。

　ぱぁんっ、という肌の弾ける音とともに、根元まで俺のものを受け入れたラクシャルのそこが、優しく拡がってから絞るように締めつけてくる。

「ん、んんんぅっ……！　ああっ、あっ、あぁぁっ……ヴァイン様ぁっ、気持ちいいですっ……んっ、あっ！　好きです、っ、大好き、です、ヴァイン様ぁぁぁ……!!」

　自分の上で淫らに喘いで身をくねらせるラクシャルを、アナザーは羞恥の色に染まった顔で、しかし目をそらせずに見つめていた。

　さっきよりもずっと近くで、主たる男に尻を向け、極上の快楽に酔よいしれるもうひとりの自分を見て、アナザーは再び背徳的な興奮に火照っているように見える。

　より強い反応を引き出すべく、俺は執しつ拗ように絡みつくラクシャルの中から剛直を引き抜き、反動をつけて、今度はアナザーの最奥まで一気に突き入れた。

「うぁあああああっ!?　ふ、深ぁぁ……っ!!」

　アナザーは目を見開いて大口を開け、自らの上に乗るラクシャルをはねのけんばかりに激しく体を痙攣させる。

　波のような快楽に溺れるアナザーを見下ろし、半ばで行為を中断されたラクシャルは少し不満そうに唇を尖らせ、俺に向けてふるふると尻を揺らして続きをねだった。

「ヴァイン様ぁ、切ないですっ……私にも、最後まで──っんあああぁっ♪」

　返事の代わりに、アナザーの中からモノを引き抜き、今度はラクシャルを貫く。

　どちらにも寂さびしい思いをさせるつもりはない。

　俺は休みなく腰を前後に振って上下に動かし、ふたりのラクシャルへ交互に雄おすの熱を擦すり込こんでいく。

　ぐちゅ、ぐちゅ、という粘ねん着ちやく質しつな水音と、三人分の吐息、甘い喘ぎ声に支配された空間で、俺たちはただがむしゃらに互いを求め、一心不乱に貪り合う。

「あっ、あぁ、ぁぁっ！　だ、め、だめですっ、大きいの、なにか、きちゃ……っ！」

　これまでにない快感の予兆があったのか、アナザーが怯おびえたように途切れ途切れの声を漏らす。

　震えるその体をラクシャルが包むように抱きしめ、頰に頰をすり寄せた。

「大丈夫、ですっ……ん、ぁ、はぁぅっ！　その、ままっ、身を、任せて……あ、ぁっ、ヴァイン様、私も、っ、もう、ダメ、ですっ！」

　何度も果て続けているラクシャルも限界が近いようで、声の震えが止まらない。

　俺もまた、ふたりの熱くぬめって柔らかく剛直を刺激してくる襞の感触に再び高められており、次の限界が近い。

　とめどなくこみ上げてくる衝動に身を任せ、いつまでも消えない痕あとを刻みつけるように、ふたりの奥まで肉の杭くいを打ちつけていく。

「あっ、あ、ぁ、ああっ、あっ、あああんっ!!」

　もはや強すぎる快感に蹂躙される者の悲鳴と呼ぶべき声を重ねながら、ラクシャルとアナザーは上り詰めていく。

　先に達したのは俺の方だった。

「ぐ、っうう……！　く、ぁ……出る、ぞっ!!」

　限界を告げてモノを引き抜き、ふたりの体めがけて白はく濁だくを撃ち放つ。

　びゅるるるるっ!!　びゅくうううぅっ!!

　我が慢まんを重ね、堰せき止とめていた情欲がそのまま液体となったかのような、大量の白濁がラクシャルとアナザーの裸ら体たいに降りかかっていく。

　雄の匂においで満たされたシャワーを浴びて、ふたりは同時に身を震わせ、半はん透とう明めいの飛沫しぶきをあげて果てた。

「あ、ぁ、ヴァイン様、っ──きゃふううううぅっ!!」

「ヴァイン、さん、っ──熱、いっ、だめっ、いくっ、いっちゃ……っあああああぁ!!」

　ほとんど同時に強烈な絶頂を迎むかえた俺たちは、びくん、びくん、と断続的な身震いを繰り返す。

　やがてそれを過ぎると、ぐったりと床に身を投げ出し、熱の残る体に汗を浮かせながら、深く速い呼吸を響かせるだけの存在となる。

「……ヴァイン……さん」

　俺たちの中で最も早く、言葉らしい言葉を発したのは、意外にも初体験を終えたばかりのアナザーだった。

　完全に警けい戒かい心しんが解け、表情までラクシャルと全く同じになった顔でこちらを見つめ、柔らかく微笑む。

「ありがとう……ございます。私……ようやく、わかった気がします。もうひとりの私が、どうしてヴァインさんに惹ひかれたのか……」

「…………」

「あなたは……とても素直で、ありえないほど情熱的な人です。ただ本気で、全力で、私たちを愛してくれた。ゼルス様を喪った私が、本当に欲しかったものは……きっと、そんな想いだったんです。人間を憎み、殺そうとしたのは、ただ悲しみを繰り返したくなかったからで……私は、自分が本当に望むものにさえ気づけなかった……」

　自身の悲しみに向き合うように、アナザーは天てん井じようを仰あおぎ、更に遠くを見るような目をする。

　俺は何かを考えるより早く、口を動かしていた。

「誰でもそんなもんだろ。自分の気持ちに気づける奴やつなんて、そう多くはねえよ」

「ヴァイン様の言う通りですよ、もうひとりの私！」

　回復したらしいラクシャルが上体を起こし、得意げな雰ふん囲い気きすら漂ただよわせて断言する。

「誰でも何かを見み逃のがすことや、間違うことはあります。私も、ヴァイン様に出会うまで本当の愛を知りませんでした……だけど、気づきさえすれば遅くはないんです。いつからでも、私たちはみんな幸せになることができます。そうですよね、ヴァイン様っ」

　力強く同意を求めるラクシャルに、微笑ましさすら覚えて、俺は何も言わずに頷き返す。

　場の雰囲気に飲まれたのか、アナザーもくすくすと小さく声を立てて笑い出した。

「ふふっ……あなたたちの言う通りかもしれませんね。私は今まで、そのことに気づけなくて……遠回りをしていたみたいです……」

　儚はかなげな笑顔を浮かべて、アナザーは素直な気持ちを吐と露ろする。

　それは優しく、柔らかな──〝もう一人のアナザーラクシャル〟の素顔だった。




　諸もろ々もろの後片付けを済ませる間、アナザーはずっと赤面しっぱなしだった。

　肌を拭ぬぐい、ラクシャルに直してもらった服を纏い、剣を拾いながら、気まずそうに唇を引き結んだまま俯うつむいている。

　さすがに我に返ると、初体験から３Ｐは刺激が強すぎたようで、時折何かを思い出したようにハッとしては頭を抱かかえて「あううぅぅ」だの奇声を漏らしている。

　一方、ラクシャルは平常運転だ。

「恥ずかしがることはありませんよ、もうひとりの私！　ヴァイン様から与えられる愛の虜とりこになるのは、誰しも当たり前のことなのですから♪　私もどんどん大だい胆たんに応えられるようになっていって、夜を徹てつしたことも一度や二度では──」

「ああぁ、言わないでください!!　私はあなたのように単純な頭ではないんです!!」

「単純って……そうは言っても、あなたは私ですよ？」

　猛抗議を受けてきょとんと首を傾かしげるラクシャル。

　アナザーはその顔をしばし見つめて、がっくりと肩を落とすと、この世の終わりのような深い溜ため息いきをついた。

　……気持ちはわかる。せめて話題を変えるくらいの気遣いはしてやろう。

「なあ、ここからはどうやって外に出るんだ？」

　入ってくる時は空間のねじれに飛び込んだわけだが、周りを見ても出口らしいものは見当たらない。

　アナザーは俺の質問に多少気が紛まぎれたのか、落ち着いた様子で答える。

「私も、あの銀ぎん髪ぱつの方から力を奪ったのは成り行きで、感覚的にしか力を使えていないので曖あい昧まいな答えになりますが……おそらく、ヴァインさんが入ってこられた、あの辺りに……」

　と、俺が最初に立っていたあたりを指し示す。

　注意深く目を凝こらしてみると、陽炎かげろうのように空間が揺らめいて見えた。

　アナザー自身にも確信は持てないようだが、あそこが出入り口になっているのかもしれない。

「それなら、さっさと帰るぞ。外には大量のモンスターが湧わいていた。飛べる敵以外は俺が始末したし、ゼルスたちならうまくやってるとは思うが、早く戻らねえと」

「外はそんなことになっていたのですか？　私はずっとこの場所にいたので、外の様子には気づかなかったのですが……」

　この空間を作り出したのは無意識だと、アナザーはさっきも言っていた。外界から隔かく離りされたことはわかっていても、外の状況を把は握あくしていないってのは本当なんだろう。

　と、納得していた俺を、アナザーは不意にジト目で睨んだ。

「……元凶の私が言えたことではありませんが、外がそのような状態なら、私にいやらしいことをしている場合ではなかったのではありませんか？」

「自分の欲望とラクシャルの勢いに流されたことは認める」

　……後でゼルスたちにはちゃんと謝っておこう。

　飛べる敵も半分以上は飛行要塞に突っ込んでぶっ飛ばされたりドリルに巻き込まれたりしていたし、本当に大丈夫だとは思うんだが。

　ラクシャルは俺の手を取り、真しん剣けんな表情で頷いてくる。

「ゼルス様にもご心配をおかけしましたね。早く戻りましょう！」

　その名を聞いた瞬間、アナザーの体がビクリと震えた。




　最後にゼルスの前に姿を現した時、怒りと憎しみの言葉をぶつけられた記憶が蘇よみがえっているのだろう。

「……私は……ゼルス様には……」

「待ってくれ。あの時、ゼルスはお前の正体を知らなかったんだ。だが今は違う」

　アナザーの表情に滲にじむ恐怖ごと押しとどめるように遮さえぎって、続ける。

「ゼルスはあの後、お前の正体を知って、自分の言ったことを後こう悔かいしてた。お前に会いたがってるはずだ」

「ゼルス様が……私に、会いたいと……？」

「……俺はお前の正体を前もって知ってたのに、ゼルスに伏せていた。それは俺のミスだ。謝らせてくれ」

　伝えていたらどうなったのかはわからないが、結果が全てだ。

　素直に非を認めて頭を下げると、アナザーは冷静さを取り戻した様子で、否定の言葉を口にする。

「いえ……当事者の私ですら今なお完全には理解できていないことを、前もって説明しても混乱を招いただけでしょう。それに、私だってあなたたちの言うことをまともに聞こうとしなかった。私の方こそ、ヴァインさんたちに謝らなくてはいけません」

「……すまないな。一いつ緒しよに来てくれるか？」

　俺が問うと、アナザーはラクシャルが繋いでいるのとは反対側の手を取った。

　しっかりと左右の手でふたりを繋ぎとめながら、俺は空間の揺らぎへと飛び込む。

　その瞬間、全身が浮ふ遊ゆう感かんに包まれた。





　　　　＊＊＊






　目の前の景色が切り替わるのは、一瞬の出来事だった。

　青い空が一面に広がる──と思う間もなく、体が重力に引かれていき、血の気が引く感覚。

「【エアロ・ウィング】!!」

　俺とアナザーは同時に唱えていた。

　風の翼で浮ふ力りよくを得ると、唯一風魔法を使えないラクシャルを片手で引っ張り上げて、いつものように抱きかかえる。

　ラクシャルは至近距離から俺を見上げると、緩んだ頰をすり寄せてきた。

「えへへっ♪　こうしてヴァイン様に抱き上げていただくのも久しぶりですっ」

　俺に甘えるラクシャルを複雑な目で見ながら、アナザーも自分で宙に浮いている。

「無事に戻れたようですね。……ヴァインさん、あれは？」

　アナザーが視線を向けた先には、俺が転移する前と変わらぬ姿で空を漂う飛行要塞の姿があり、その甲板では、先に気づいていたのか皆がこちらに向かって大きく手を振っていた。

「お──いっ!!　ヴァインく──んっ!!」

　タマラの元気な声からするに、どうやら全員無事のようだ。

　ぐるりと周囲を見回しても、あれだけいた魔物の気配は完全に消えている。

　俺はラクシャルを抱え、アナザーを伴ったままで、皆のところへ向かった。

「お前ら、無事だったか？」

　甲板に降り立つと、既にゼルス、タマラ、エナ、キア、リジールの姿があった。誰ひとりとして負傷はしていないようだ。

　更に、タマラの声を聞きつけてか、ミユとノワも大急ぎで飛び出してくる。

「ヴァイちゃん、おかえりなさいっス！　いやぁぁ、あの魔物の数を見た時は死ぬかと思ったっスよぉ！　ヴァイちゃんが空間のねじれに飛び込んですぐに全部消えちゃったから、みんな怪け我がもなく済んだっスけど」

「消えた？」

　訊き返す俺に、頷き返したのはエナだった。

「おそらく、ヴァインさんが行ってすぐに、異空間で何かが起こったのではないでしょうかー？　それで、そちらの……黒いラクシャルさんが、拒絶の感情を失った結果、侵入者を阻はばむ魔物たちも消滅したんだと思いますー。たぶん、無意識にやられてたんだと思いますけどー」

「あー……そうか。そりゃ何よりだ」

　俺がアナザーと和解するうえでどんなことをしていたかは、皆には言わなくても予想がついているだろう。俺の今までの行いを顧かえりみれば、そのくらいは自分でもわかる。

　それ以上あえて説明せずにいると、ゼルスが一歩踏み出した。

　潤んだ瞳は、俺の腕から降りたラクシャルを捉とらえている。

「ラクシャル……ラクシャルッ!!」

　涙なみだ声ごえで名を連呼しながら、ゼルスはラクシャルに抱きついた。

　ラクシャルは慈じ愛あいに満ちた表情でゼルスを見つめ、優しくその頭を撫なでる。

「ご心配おかけして申し訳ありません……ラクシャル、ただいま戻りました」

「う、うっ……馬鹿者っ！　あんな体調で、軽率に飛び出しおって……！　本当に、本当に心配したのじゃぞ……ラクシャルがいなくなったら、どうしようかと……」

　ラクシャルの胸に顔をうずめて泣きじゃくるゼルスを、アナザーは寂しげな目で見つめていた。

　しかし同時に「これでいいんだ」という満足感に似た感情も読み取れる。

　黙っていられず、俺はつい声をかけていた。

「……お前も行っていいんだぞ」

「いえ……私はやはり、ゼルス様が生きるこの世界にあるべき存在ではないのです。もうひとりの私が、あれだけ想われているというだけでも、充分で──」

　アナザーの言葉を遮ったのは、ゼルスの叫びだった。




「──ラクシャル!!」




　名を呼んだゼルスの瞳は、今度はアナザーに向けられていた。

　ラクシャルから離れ、アナザーに向かって一歩、二歩と踏み出していく。

　ゼルスの大きな瞳からは、未だとめどなく涙が溢あふれていた。

「……ゼ、ゼルス、様……？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアナザーを、ゼルスはがむしゃらに抱きしめる。

　抱きしめられながら、まだアナザーは信じられないという表情でいた。

「わ……私は、ゼルス様の……大切な者たちを、命の危険に、晒して……ゼルス様の心を、傷つけたのですよ？　なのに……」

「違う！　余は……そなたに、謝りたかった」

　強くかぶりを振って、ゼルスは震える声で続ける。

「ラクシャル……すまなかった。何も知らなかったとはいえ、そなたを傷つけることを言って……そなたがどれほどの孤独に苛さいなまれていたか、どれほど余の存在を求めていたか……思えば思うほど、己の愚おろかしさを呪のろいたくなる。もう離さぬぞ。余がそなたの……ラクシャルの、そばにいてやる」

　涙声で、必死に不格好に紡つむがれたその言葉に、アナザーは胸を打たれたように声を震わせる。

「……私を……私を、ラクシャルと呼んでくださるのですか……」

「当たり前じゃ……本当にすまなんだな、ラクシャル……」

「う、うっ……私は、あなたの知るラクシャルではないというのに……ゼルス様……ぁ、っ……う……ううっ……うぁああああっ……!!」

　アナザーは堰せきを切きったように涙を溢れさせ、子供のような声をあげながら、ゼルスを抱きしめ返した。

　ゼルスも溢れる涙を拭うことなく、素直な感情のままにアナザーを抱ほう擁ようし続ける。

「ゼルス様……！　ずっと、ずっと寂しかった……！　ゼルス様が生きて、私の前に再び現れてくれたらと、どんなに願ったか……夢のよう、です……ゼルス様と、また、こうして触れ合えるなんて……う、わぁあああんっ……」

「うむ……うむ、っ……そなたの知る余が、寂しい思いをさせたな……たとえ違う歴史のもとにあろうと、そなたも同じ、余の大切なラクシャルじゃ……っ……」

　喜びの涙を流し、素直な感情を露わにしながら抱きしめあうふたりを見て、俺はようやく、アナザーを救うことができたのだと実感した。

　もちろん、俺ひとりの力などではない。ゼルスやノワ、それに……この戦いに関わった皆の協力があったからこそ、この『再会』が果たされたのだ。

　俺はいつまでもこうしていたいという気持ちさえ覚えながら、ゼルスとアナザーの抱擁を見守っていた──。




　その直後、視界の端はしでラクシャルが崩れ落ちた。




「ラクシャルちゃん!?」

　近くにいたタマラが駆け寄り、倒れたラクシャルを抱き起こす。

　ラクシャルは全身が紅潮しており、速く荒い呼吸を繰り返していた。

　この症しよう状じようは、病びよう床しように伏していた時と同じ──。

「……タイムリミットのようですね」

　涙に濡れたままの声で呟いて、アナザーがそっとゼルスから離れ、俺へと向き直る。

　その表情からは、確たる決意と覚悟が感じられた。

「ヴァインさん。どうか──私の、最後のお願いを聞いていただけますか」

「……お前、何をする気だ？」

　その内容に予想はついていたが、確かめないわけにはいかなかった。

　問とい質ただした俺にアナザーは微笑み返すと、まずエナの方を向く。

「そちらの銀髪の方。私は初めてあなたに接せつ触しよくした際、不思議な力のようなものを意図せず奪ったと認識していますが、それをあなたにお返しすることはできますか？」

「あっ……は、はい、もちろんですー！　何もしなくていいですから、じっとしていてくださいー」

　エナは我に返った様子でアナザーに手を伸ばし、声を張り上げる。

「管かん理り神しんエナ、管理者権限の強制移い譲じようを要よう請せいしますー！」

　叫んだ瞬間、アナザーとエナの体を、幾いく重えもの光のリングが覆う。

　リングはほんの数秒ほどで消失し、エナが心底安堵した様子のふにゃりと崩れた笑みを浮かべた。

　その反応で、管理者権限の移譲は無事に行われたのだとわかる。

「よかった……！　これでやっと世界を元通りにできますー！　すぐに修復に取りかからないと……」

「……ご迷めい惑わくをおかけしました。どうか、よろしくお願いします」

　アナザーも一仕事終えたという感じで微笑むと、再び俺に向き直り、清すが々すがしい声で言った。

「これで、やるべきことはひとつだけです。私は……消えなくてはならないでしょう。あなたたちにとってのラクシャルを、助けるために」

「……やっぱり、そういう話になるか」

　予想通りの言葉に、俺はたまらず目を伏せた。

　アナザーは確信めいた様子で頷くと、ラクシャルを横目で見て、静かに続ける。

「私と彼女が両方この世界に存在していたとき、お互いの体調に異常が生じていた。しかし融合した瞬間からその不調は消え、そして分離した今また、不調に戻りつつあります。私と彼女は、同じ世界に存在してはならないのでしょう？」

「ああ……そうだ」

　今回の事件は、そのことが全ての始まりだった。

　そして、他の事態が全て収束した今になってもなお、俺たちは最初の問題への解答をたったひとつしか見つけられずにいる。

　……どちらか片方のラクシャルが消える、という解答しか。

　ラクシャルを支えながら黙って話を聞いていたタマラが、悲痛な眼まな差ざしでラクシャルとアナザーを交互に見つめた。

「そんな……消えちゃうって、死ぬつもりなの!?　あたしも、教えてもらったことを全部理解できたわけじゃないけど、あなたもラクシャルちゃんなんでしょ？　せっかくわかりあえたのに……エナさん、何とかできないの!?」

　懸けん命めいに救いを求めてくるタマラに、エナは苦しさをこらえるように歯は嚙がみして、ゆっくりと首を横に振った。

「……わたしはこの世界の神として、エラーを……つまり異常を取り除くことができますー。でも、できることは異常の原因を排はい除じよするくらいが限度で、世界の仕組みそのものを変えることはできないんです……」

　俺も、アナザーへの対処法については今まで再三エナに確認していた。

　思えば、俺はアナザーを脱がせて何度も絶頂させているのに、テイム完了の表示は出ていない。ラクシャルがアナザーから分離した時点で、既にエラーは発生していたんだろう。

　他に方法はないし、現在エラーが起こっていることも確実。

　ならば……俺たちは決断しなくてはならない。

「最後のお願いって、何だ？」

　覚悟を決めたアナザーに正対し、俺は改めて問う。

　アナザーは優しい瞳を──俺がよく知るラクシャルと同じ瞳を、もうひとりの自分に向けた。

「……私を、そちらの私と融合させてほしいのです」

「融合？　……まさか、あのスキルで？」

　確か【ソウル・フュージョン】といったか。自分の全存在を相手に、もしくは相手の全存在を自分に融合させるスキルだ。

「そうです。前回使用した時は頭に血が上っていて、使用には条件がふたつあることを忘れていましたが……今はハッキリと思い出せます。ひとつは、吸収される側が瀕ひん死しであること。もうひとつは、吸収される側がスキルの発動を受け入れていること」

　以前エナが話したのと同じ説明だ。

　俺が頷くのを待ってから、アナザーはおもむろに剣を抜いた。

「もし許していただけるなら、私は今から自らの胸を突いて瀕死になります。そして、そちらの私と完全に融合する。融合後のそちらの私は、おそらく力が強化されること以外は、今までと何も変わらないはずです」

「なっ……よさぬか！　そのようなこと、余は許さぬぞ!!」

　アナザーの提案を呆然と見守っていたゼルスが、我に返って声を荒らげた。

　悲痛な感情を隠す余裕すらなくアナザーにすがりつき、涙声で喚わめき散ちらす。

「貴様は今までずっと独りで、言葉にできぬほどつらい思いをしてきたのじゃろう？　じゃというのに……なぜ、これ以上の悲しみを背負わねばならぬ。なぜ、消えねばならぬのじゃ!!　そんな宿命さだめなど、余は認めぬ!!」

「……ゼルス様。私も、できることならここに残りたいです。ですが、私は本来ここにいてはいけない存在なのです。その理ことわりを破って留まり続ければ、また世界を歪ませてしまうかもしれません。そうではありませんか？」

　アナザーの最後の問いは、エナに向けられたものだった。

　エナは表情を更に苦しげに歪めて、ためらいがちに頷く。

　アナザーをこのままにしておけば、また別の予期せぬエラーが発生するおそれがあるのは間違いないようだ。

　しかし──。

「……お前、どうして融合を望むんだ？」

　感情的な言葉がいくつも溢れ出しそうになるのを飲み込んで、俺は訊たずねる。

　アナザーは剣を持っていない方の手で自らの胸に触れ、自身の鼓こ動どうを深く感じ取るように目を瞑つぶった。

「私の中には、かつて私と共に過ごしたゼルス様の存在が完全に溶とけ込こんでいます。可能なら、それを残したい。私がもうひとりの私と融合を果たせば、彼女の中で私とゼルス様は生き続けることができます。私の自我は消滅するでしょうが、私たちの存在した証は残り続ける……」

「…………」

「こちらのゼルス様とも和解できた今、もはや悔くいはありません。ですが……」

　一いつ拍ぱく置いて、アナザーはエナと俺を交互に見る。

「もしも融合を拒まれるのであれば、先ほどそちらのエナさん……彼女が言ったように、私を消してもらうのでも致いたし方かたないでしょう。どちらにせよ、ヴァインさん……あなたが決めてください」

　文字通り身を委ねるアナザーの言葉に、俺は言葉を選びながら答える。

「……お前だって、姿や記憶は違ってもラクシャルだ。融合すること自体に、忌き避ひ感かんはねえよ」

　俺が答えたのと前後して、よろめきながらラクシャルが身を起こした。

　苦しげに肩で息をしながらも、確固たる意志の宿った瞳で、アナザーに向き合う。

「私も……ヴァイン様と同意見です。もうひとりの私を拒む理由なんてありません」

「……ありがとうございます、ふたりとも。では、別れがつらくならないうちに……旅立たせていただきます」

　アナザーは満ち足りた笑みでそう告げると、握った剣の刃を自らの胸に向けた。

　そして、そのまま一息に胸を貫こうとして──。




　アナザーの右みぎ腕うでを摑んだ俺の手が、その刃を止めていた。




「……え、っ？」

　予想と違う事態にアナザーは目を丸くして驚きの声をあげたが、その目が向けられた対象は俺だけではなかった。

　ラクシャルがアナザーの左腕を摑み、ゼルスが糸を刃に巻きつかせて、それぞれにアナザーの自害を止めていたのだ。

「最後まで聞けよ。お前が融合すること自体に忌避感はねえ。でも、それ以前の問題だ……せっかくわかりあえたお前が完全に消えてなくなるなんて、許せるかよ……！」

「余も同じ気持ちじゃ。まだ何か道は残されておるかもしれぬではないか。早そう々そうに可能性を捨てることはないはずじゃ！」

　俺とゼルスが続けざまに説得の声をあげると、アナザーは剣を握ったまま、ぽかんと俺たちの顔を交互に見比べる。

　その目が再び、涙で満ち始めた。




「……私だって、どうにかできるものなら……だけど、これ以上ご迷惑はかけられません。私はゼルス様だけじゃなく、ヴァインさんやもうひとりの私のことも、好きになってしまったから……私のせいで、あなたたちを苦しめるわけには──」

「不完全な、融合なら……もしかしたら……可能性はあるかも、しれません」

　悲痛に満ちたアナザーの言葉を遮って、ラクシャルが言った。

　暗くら闇やみに射す一筋の光明のようなその言葉に、俺を含めた皆の視線がラクシャルへ集中する。

「吸収されていた間、私は……はっきりと、意識が残っていました。そして、ヴァイン様の呼びかけで、もう一度分離することができた。不完全な融合なら、いつかまたあなたと分離できる機会が生まれるかも……完全に消えてなくなってしまうよりも、その方が……希望は、残ります」

　……ラクシャルの意見を聞いて、俺たちは顔を見合わせた。

　ラクシャルが吸収された時とは違って、融合を意図的に不完全なままにしておくというのは、思いもよらなかったことだ。

　そもそも、今回ラクシャルを救い出せたのは運に恵めぐまれたことも大きい。アナザーが分離できるようになるかどうかは、システムに詳くわしいエナに確認すべきだろう。

「エナ、どう思う？　融合を不完全にとどめれば、アナザーはまた分離できるようになると思うか？」

「え、えっと……【ソウル・フュージョン】は、そういう利用を目的としたスキルではないので、わたしにも断言はできないんですけどー……ラクシャルさんの言う通り、可能性はある、と思います。ただ、本当に分離できるかどうかまでは……」

「……あくまで、可能性は可能性ってことか」

　だが、ラクシャルが言ったように、完全にアナザーを消してしまうよりはその方がずっといい。

　たとえ不完全でも融合を果たしさえすればエラーの発生は防げる。いずれはアナザーを自由に分離させる方法も見つかるかもしれない。

　予想だにしない提案だったのだろう。ずっと言葉を失っていたアナザーが、ラクシャルを見つめながらようやく声を絞り出した。

「あなたは……それでいいのですか？　私の意識が、あなたの中に留まって……もしかしたら、一生残り続けるかもしれないのですよ？」

　ラクシャルは何のためらいもなく頷き返した。

「構いません……さっきも言ったはずですよ？　もうひとりの私を拒む理由なんてありません。いつかまた逢あえる可能性が残されるのなら、その方がずっといいです」

　微塵の曇くもりもない、ラクシャルの答え。

　アナザーは潤んでいた瞳から、こらえきれずに涙を溢れさせる。

「……ありがとう……ありがとうございます。あなたの気持ちに、応えられるように……私も、これからずっと、あなたたちを見守り続けます。いつか、あなたたちが私を必要とする時、その想いに応えられるように……」

　涙声で、しかり確たる決意をもって答えたアナザーの手から、剣が滑り落ちた。

　剣の柄つかを握っていたその手が、包むようにラクシャルの手を取る。

「また……必ず、逢いましょう。私はいつでも、あなたたちを見守っています」

　アナザーが残したその言葉は、俺たち全員に向けられたものだった。

　満ち足りた笑顔で、アナザーは唱える。




「【ソウル・フュージョン】」




　アナザーの体が無数の光る粒りゆう子しと化して、ラクシャルの中に吸い込まれていく。

　時間にすれば、それはほんの一秒にも満たない出来事だっただろう。

　しかしそのスキルの発動が終わった瞬間、確かにアナザーは俺たちの前から姿を消していた。

「……融合、できたのか？」

　今の状況に確信を持てるのは、ラクシャルだけだろう。

　少なくとも見た目には何の変化もない。

　問う俺に、ラクシャルは胸のあたりに手で触れながら、優しい微笑みで頷いた。

「はい。……融合する前とは、確実に違っています。私の中に、彼女がいる。見守ってくれています……今も、これから先も、ずっと」

「そうか……これからはいつでも、すぐ傍そばにいるってわけだ」

　アナザーを自由にする術すべは、今すぐには見つけられないかもしれない。

　それでも、アナザーは……全てを失って孤独に彷徨さまよう運命を背負わされていた彼女は、もう独りではなく、これからずっと俺たちの近くにいるんだ。

「また、アナザーと逢えるように……その方法も、探していこうぜ」

　改めて展望を口にした俺に、ラクシャルはこちらの腕に抱きついて、笑顔で見上げてくる。

「──急がなくても、のんびりで大丈夫ですよ。ヴァインさんっ」

「えっ？」

「……あれ？」

　その呼び方に違い和わ感かんを覚えて訊き返すと、ラクシャルもきょとんとしてこちらを見上げていた。

　成り行きを見守っていたゼルスが、緊張の糸が切れたようにくすくすと笑い出す。

「そうか……本当に、ラクシャルの中におるのじゃな。単なる比ひ喩ゆではなく、今も意識を持って……」

「……そうみたいです」

　ラクシャルは目を閉じると、自分の胸に手を当てる。

　傍はたから見ても、意識を集中させ、自分の内側に語りかけている様子が伝わってきた。

「聞こえます……もうひとりの私の、応える声が」

　やがてゆっくりと目を開けたラクシャルは、満面の笑みで言った。




「ずっと見守って、あなたたちのことをこれからたくさん知っていくから──だから、気にせずガンガンいやらしいことをしてほしい、と。そう言ってます！」




「…………ほう」

　屈くつ託たくなく告げられた、あんまりにあんまりな内容に俺が生返事を返すと、すぐにラクシャルは首をひねって眉まゆをひそめた。

「えっ、そんなことは言ってない？　でも、思ってるのは本当じゃないですか。あなたは、今も三人でした時のことを思い出して……えっ？　それは言っちゃダメだって……なんでそんなに怒おこるんですか、もうっ」

　……自分の中のアナザーと何やら言い争いを始めるラクシャルを見ているうちに、さっきまでのしんみりした空気はすっかりどこかへ飛んでいってしまった。

「いい話っぽく終わりそうだったのに、なんでこうなるかな……」

「元凶は貴様じゃろ」

　頭を掻かいてぼやいた俺に、ゼルスの容赦ない一言が刺さる。

　……いや、この方が俺たちらしい締め方だろう。

　何ひとつ言い返せないという事実は無視して、俺はあくまでも前向きに、自分にそう言い聞かせた。
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　港町に戻もどると、シンファとガスパーは俺たちの帰き還かんを大喜びで迎むかえてくれた。

　また、本当に宴うたげの準備もしてくれたとのことで、俺たちはいつかと同じように戦勝パーティーに参加することとなった。




　宴は、港町で最も大きな講堂を借り切って催もよおされた。

　城と比べればさすがに手て狭ぜまだが、王国側の参加者はガスパーとシンファが連れてきたわずかな臣下たちくらいで、護衛の兵士たちも講堂の外に出ているので、息苦しさは全く感じない。

　ガスパーは前にも増して上じよう機き嫌げんで、挨あい拶さつもそこそこに乾かん杯ぱいの音頭を取ると、真っ先に俺へと声をかけてきた。

「ヴァインどの。この度は、我が国だけでなく世界をもお救いになられたとのことで……僭せん越えつながら、あなたの働きを知る者の代表として、改めてお礼を申し上げます」

「世界ねえ……そういう実感はあんまりないな」

　まあ、世界が危機的な状じよう況きようにあったのは事実だ。

　しかし結局振ふり返かえってみると、俺はラクシャルやゼルス、そしてアナザーのためにできることをしただけだ。

　それにしたって、ノワやリジールの協力がなければ不可能だった。俺の偉い業ぎようだと表現されるのには違い和わ感かんがある。

　しかしガスパーは俺の言葉を謙けん遜そんと受け取ったようで、深く感じ入ったような声で呻うめいた。

「ヴァインどのは謙けん虚きよですな……わかりました！　ヴァインどのに代わってわしが、今回の出来事もヴァイン王の成なし遂とげた伝説として後世に残るよう、書物に記し──」

「それはやめろ」

　これ以上、ノースモアの国民から妙みような扱あつかいを受けてたまるか。

　俺が断固拒きよ否ひするとガスパーは一いつ瞬しゆん残念そうな顔になったが、次の瞬しゆん間かん、強引に話に割わり込こんできたミユを見るや目を剝むいた。

「やぁぁぁっと終わったっスよ国王様ぁぁ！　これで情勢も落ち着いたっスし、例の約束果たしてくれるっスよね？　ねっ!?」

「あ、ああ……有力な貴族の子息を紹しよう介かいするという話だったかな。ヴァインどののご友人の頼たのみだし、ニュアージュ家の名にはわしも覚えがあるし。そのくらいの頼みなら喜んで聞こう」

「ぃよっしゃあ!!　ありがとうございますっス、国王様ー！」

　ガッツポーズを決めて吼ほえるミユを、俺は呆あきれ半分、感心半分の気持ちで眺ながめた。

「お前、いつの間にガスパーとそんな約束してたんだ……？」

「へっへっへっ、時間は充じゆう分ぶんあったっスからね。これで我が家の将来も安あん泰たいっス！　早く家に帰ってお父さんとお母さんに報告してあげないと！」

　したたかに笑ってから、ミユははっと思い出したように、黙もく々もくと料理を口に運ぶノワを指さした。

「もちろん、ノワちゃんも一いつ緒しよに帰るんスよ！　お父さんたちにちゃんと顔を見せてあげないと、親不孝もいいとこっスからね」

「私の本当の親はとっくに死んでるんだけど……まあ、仕方ないわね。私も、死んでた間に浮うかんだアイディアをもっとたくさん形にしたいし。一いつ旦たん腰こしを落ち着けるのも悪くないわ」

　話の流れからするに、ミユとノワは一度ニュアージュ家に帰るつもりのようだ。

　こいつらには待っている相手がいるんだから、それも当然のことだろう。

（……親か）

　そういえば、今まであまり考えてこなかったが、俺の生みの親は村を追放されてからどうなったのだろう。

　もしも叶かなうなら、元気な姿を一目見せてやりたいとは思う。

　無論、この広い世界であてもなく捜さがそうという気にはならないが……もしかしたら、管かん理り神しんのエナなら行方ゆくえを知っているかもしれない。

　ほのかな期待を込めて、エナの方を向く。

「えへへへへへ～。も～う、今回はヴァインさんのおかげでほんっとーに助かりましたよぉー♪　ありがとうございますー、ヴァインさーん♪」

「あ、あたしはタマラだってば、エナさん！　危ないから抱だきついてこないでよぉ!?」

「むっ……タマちゃんはキアの。神様が相手でも譲ゆずらない」

「ええっ！　なんでキアちゃんまであたしにくっついてくるの!?　ちょっ、暑……だ、誰だれか助けてー!?」

　……酔よっ払ぱらいの神と鳥に左右から絡からみ付つかれて困こん窮きゆうする教師の姿が、そこにあった。

　俺はそっと目をそむけながら、気まぐれに浮かんでいた淡あわい期待を心のゴミ箱に捨てた。

　酒の席で自己管理すらできないような管理神に、多くを求める方が愚おろかだ。

　そらした視線の先、隣となり合あったゼルスとリジールが火花を散らしているのが見える。

　ふたりとも妙に顔が赤いのを見て、なんとなく状況は予想できた。

「らからぁ、リズはゼルスより大人だって何度も言ってるれすっ。そんなに強情張るなら、今すぐこの場で証明ひてあげてもいいんれすよっ」

「何りゃ、おもひろいれはないか。それれ余よを挑ちよう発はつしておるつもりなりゃば笑止千万……んにゅ。スリャーナ、酒を持ってくりゅのじゃ！」

　わかりやすいダメ魔ま族ぞくが、ふたりほどできあがっていた。

　ゼルスとリジールの手にしたグラスにはなみなみと琥こ珀はく色いろの液体が注がれており、スラーナとサキュバス姉妹がそれぞれの背後からなだめにかかっている。

　……ふたりとも見た目はアレだが、実じつ年ねん齢れいは俺より遙はるかに上のはずだし、あれで問題はないんだろう……見た目の違和感はえげつないが……。

「どいつもこいつも羽目を外してやがるな……」

　思わずそう呟つぶやいたが、それ自体は悪いことではない。

　ラクシャルは戻ってきたし、アナザーの完全消しよう滅めつも避さけることができた。考え得る限り最良の結末だったと言える状況だ。諸もろ手てを挙げて喜ぶべきだろう。

　どこか他ひ人と事ごとのように考えていると、ふと肩かたを叩たたかれた。

「ヴァイン様。今、少しよう々しようよろしいですか？」

　振り返らなくてもわかる相手からの問いに、俺は返事の代わりに席を立った。

　皆みなそれぞれ宴に夢中のようだし、席を外しても構わないだろう。

「軽く歩くか」

　そう言って、ラクシャルの手を取り、ひと気のない廊ろう下かへと出た。

　暗がりを少し歩いて、窓の近くで立ち止まる。

　今こ宵よいは雲もなく、月明かりに照らされたラクシャルの顔がくっきりと見えた。

「先に俺から訊ききたいんだが、あれからアナザーは……もうひとりのラクシャルの反応はどうだ？」

　じつは、宴の最中もそのことが気にかかっていた。

　融ゆう合ごうの直後、どうもラクシャルはアナザーと意識が混こん濁だくしているように見えた。害がないとはいえ、そのままにしておくのも心配になる。

「心配はご無用です。なんというか、たぶん……私の中で、馴な染じんできたみたいなので」

　そう答えたラクシャルの顔には、寂さびしさと安あん堵どの入り混じった複雑な表情が浮かんでいた。

「馴染んできた、って？」

「融合した直後は、確かに彼かの女じよの存在を感じられたのですが……今は浸しん透とうしてしまったようになっていて、どこにいるのかわからないんです。エナさんに訊いたところそれが正常で、復活の可能性は依い然ぜん残っているそうなんですが」

「結局、今まで通りに戻ったってことか……」

　アナザーをそのままラクシャルと融合させておいても支障がないかどうか──ということは、俺からもあの後でエナに再度確認してあった。

　再びアナザーが分ぶん離りしない限りは問題ないとの回答だったが、念のためラクシャル本人の感覚も聞いておきたかったのだ。

　なお、アナザー復活の可能性を残すということは当然、バグが再び発生する危険を残すということでもあるので、管理神としては問題行動なのだそうだ。

　それでもエナが異議を唱えなかったのは、今回色いろ々いろと迷めい惑わくをかけたことに対しての、あいつなりの詫わびなんだろう。

「もし変化があれば知らせてくれ。……で、ラクシャルも俺に何か話があるのか？」

　わざわざ会場から連れ出した以上は何かあるのだろうと、話を聞く姿勢に移る。

　ラクシャルは澄すんだ瞳ひとみで俺の顔を見つめ、口を開いた。

「ヴァイン様……私、あなたに出会えて本当に良かったです」

「なんだ、改まって」

「初めてヴァイン様にお会いした時に私は、慈じ悲ひ深ぶかいこの人になら自分の全てを捧ささげても後こう悔かいしないと思いました。それからお仕えするうちに、ヴァイン様は私の理想すら何度も軽かる々がると超こえていって……今回も、命がけで私を救ってくださいました。こんなことは、ヴァイン様以外の誰にもできないことです」

　……俺だけの力で成し遂げたわけじゃないが、ラクシャルを救うために誰より必死になっていたのは事実だ。

　何も言わずに聞いていると、ラクシャルは繋つないだままでいた手を顔の高さまで掲かかげ、指を絡めて握にぎってくる。

「あなたについていくと決めたことは、私の生しよう涯がいで最良の選せん択たくでした。私、何よりも誇ほこりに思い続けます。これからもずっと、ずっと──」

　羽根のようにふわりと、優しく微笑ほほえむラクシャル。

　ほころんだ桜色の唇くちびるが、俺のそれへと重ねられる。

　ラクシャルのぬくもりを、鼓こ動どうを、香かおりを……生きている証を、全存在で感じる。

「……んっ……」

　少し名残なごり惜おしそうに唇を離はなすと、ラクシャルはほのかに顔を赤く染めた。

　俺は衝しよう動どうに駆かられ、空いている腕うでで力強くラクシャルを抱き寄せる。

「きゃっ……もう、ヴァイン様。そんなに強く抱きしめなくたって大だい丈じよう夫ぶですよ」

「一時的にでも俺から離れたお前が悪い。もう今日は離してやらん」

「ふふっ、それはとっても嬉うれしいですけど……もう二度と、ヴァイン様から離れはしませんので、安心してください。私ともうひとりの私、ふたり分の愛情があなた様に向いているんですから。天の向こうでも地の底でも、どこへだって共に参ります」

　一点の曇くもりもない声音で言い切ったラクシャルに、今度は俺の方から唇を重ねた。

　もう決して離しはしないと、重ねて誓ちかうように。

「ん……っ、ふふ。恥はずかしいですけど……幸せの絶頂にある時に出てくる言葉は、いつも同じになってしまいますね」

　ラクシャルは喜びに満ちた笑みを浮かべて、応える。

「大好きです。心の底からあなたを愛しています。ヴァイン様──」
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　……部屋に漏もれ込こむ陽射しを瞼まぶた越ごしに感じて、ゆっくりと目を開ける。

　目の前には、安らかな寝ね顔がおを晒さらし、静かに寝ね息いきを立てるラクシャルの姿があった。

（ああ……そうか）

　昨日の宴うたげの後、要よう塞さいの自室に戻もどって久しぶりにラクシャルと一夜を過ごしたのを思い出した。

　普ふ段だんは、俺よりも先にラクシャルが目を覚ましていることが多いので、こうしてラクシャルの寝ね姿すがたを観察できるのは珍めずらしい。

　思えば、ラクシャルとアナザーを巡めぐっては本当に色いろ々いろなことが起こった。ようやく落ち着いたばかりとあって、ラクシャルも相当疲つかれていたのだろう。

　何の気なしに、その頰ほおを人差し指でつついてみた。

「ふみゅ」

　ぷに、という感かん触しよくとともに、可愛らしい声を漏らすラクシャル。

　……思わず頰が緩ゆるむ。いかん。俺、今相当気持ち悪い顔をしている気がする。

　ぶんぶんとかぶりを振ふって、気を取り直した。

「たまには、朝食くらい俺が代わりに作るか……」

　いつもラクシャルに甘あまえている分、たまには楽をさせてやろう。

　二人分の体温が移った掛かけ布団から静かに抜ぬけ出し、昨晩適当に脱ぬぎ捨てたパンツを捜さがす。丸まったそれがベッドの脇わきに落ちているのを見つけ、穿はこうとして──。

　部屋のドアが開いたのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。

「ラクシャル、起きておるか？　今朝は皆みなが──……」

　銀のトレーを持って部屋に入ってきたゼルスは、全ぜん裸らの状態からパンツを穿こうとして片かた脚あしを上げたままの俺を見ると、一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくした。

　が、すぐに部屋のテーブルに向かうと、銀のトレーに載のせてきたポットやカップを、何事もなかったかのように並べ始めた。

「……おい、なんか言えよ」

　パンツをしっかり穿いてから詰つめ寄る俺を、ゼルスはジト目で睨にらむ。

「なぜ余が貴様の裸はだかについてコメントせねばならぬ。そんなことより、ラクシャルはまだ寝ねておるようじゃな。目を覚ますまでそのまま寝かせておいてやろう」

　ゼルスはラクシャルを起こさないようにしてか、静かなトーンで答えつつ、持ってきたポットから湯気の立つ黒い液体をカップに注いでいく。

　いつもの紅茶とは全く違ちがうその香かおりに、俺は小さく唸うなった。

「……コーヒーか。珍しいな」

「ああ、港町には色々な品が入ってくるそうでの。昨夜の宴の後で、少し分けてもらったのじゃ。味は保証せぬから、適当に整えるがよい」

　自分のカップにミルクと砂糖を多めに入れながら、ゼルスは無愛想に答えた。

　俺は試しにブラックのままで一口飲んでみたが、このままでも充じゆう分ぶんいけそうだ。コーヒーに関してはあまり味にこだわりがない。貧びん乏ぼう舌は楽だ。

「今日の朝食はタマラたちが作っておる。でき次第ここに持ってくるそうじゃ」

「あいつらが？」

「今日くらいはラクシャルに楽をさせてやろう……というのは、皆が思っておったようでな。タマラなど、教師としてのサバイバル術を披ひ露ろうする機会だと意い気き込ごんで、分厚い肉を鉄板の上で焼いておったぞ」

「朝から重てえ……」

　俺と似たようなことを皆が考えていてくれたのは嬉うれしいが、食い切れるんだろうか。タマラが血迷って人数分の肉を焼いてこないことを祈いのろう。

　遠い目をして考えていると、不意にゼルスが俺の顔を覗のぞき込み、訊たずねてきた。

「のう、ヴァイン。貴様はこれからどうするか、考えておるのか？」

「これから？　そうだな。要塞の修理が終わったら、また西の大陸に向かって……」

「そうではない。もっと先のことじゃ」

「もっとって、具体的にどのくらい先の話だよ」

「貴様はいつごろ子孫を残すつもりなのか──と、訊きいておるのじゃ」

　俺は激しくむせ返った。

「……お前さ。前にも似たようなことがあったけど、そういう重要なことを前まえ触ぶれもなく切り出すのは心臓に悪いからやめろよ」

「貴様が訊いたんじゃろう、愚ぐ物ぶつが。まあ、どうせ何も考えておらんのじゃろうが……貴様ら人間の寿じゆ命みようは魔ま族ぞくより遙はるかに短い。貴様に心を許す前の余にとっては好都合ですらあったが、今は違う。貴様がやがて老いて死ぬ時、後に残るのが思い出だけでは耐たえられそうもない。我らを奴ど隷れいにした以上、貴様には我らを救う責任があろう？」

「責任か……苦手な言葉だな……」

　俺は悪態をつきながらも、ゼルスの言葉をもっともだと感じてもいた。

　この世界に転生してから、俺はどんな時でも自由に生きること、自分の思うままに振る舞まい続けることだけを考えてきた。

　しかし、だからといって、自分が大切に想う相手のことまで無む頓とん着じやくでいられるほど、身勝手にもなりきれない。

「……で、仮に子供ができれば、お前らの寂さびしさを紛まぎらわせられるのか？」

「一番は、貴様が魔族並みの寿命を得ることじゃがの。しかし、そうした事情を別としても、貴様の子ならいずれは欲しいものじゃ」

　そう言うと、ゼルスは柔やわらかく微笑ほほえんで、何かを想うように自分の腹に手を添そえる。

　その横顔に母性を感じた瞬間、なぜかドクンと胸が高鳴った。

「……ん？　何じゃ、ぼうっとしおって。結果を制せい御ぎよできるとはいえ、今まで散さん々ざん子作りのための行こう為いをしてきたくせに」

「そ、そういう問題じゃ……」

「──ヴァイン様、私も教えていただきたいです！」

　言こと葉ば尻じりを濁にごした俺の返事にかぶさって、ラクシャルの声が響ひびいた。

　驚おどろいて目を向けると、ベッドから上体を起こしたラクシャルと目が合う。

「盗ぬすみ聞きするつもりではなかったのですが、目が覚めたらお二人のお話が耳に入って……私は、もちろんヴァイン様がお決めになったことに従いますし、旅を続けている間は無理だともわかっています。ただ、もしお考えがおありなら、伺うかがいたく……」

　ためらいがちに言いながら、ラクシャルも頰を赤く染め、そっと腹に手を当てる。

　その様子を目にした瞬間、俺は半ば反射的に、新たな命が宿った自身の体を愛おしげに見下ろすラクシャルの姿を想像して──。

「……いずれは、真面目に考える。だが、当分その予定はナシだ」

　想像した瞬間に口が動き、そう答えていた。

　ラクシャルも答えを予想していたのか、少し困ったように微笑む。

「そう……ですよね。今、自由に動けなくなっては……」

「いや、そういう理由じゃない」

　俺はとっさに遮さえぎったが、本当の理由を言っていいものかどうか迷った。正直に告白するには、少しよう々しようためらわれる内容だったからだ。

　しかし、言い訳を思いつかなかったこともあり、結局素直に話すことにした。

「…………子供ができたら、しばらくは育児にかかりきりになるだろ。俺は、お前らのことを独どく占せんしたいんだよ……少なくとも、当面の間は」

　俺が正直な気持ちを告げると、ラクシャルとゼルスはきょとんと顔を見合わせた。

　ほどなく、二人ともが声を立てて笑いだす。

「ぷっ……くくく。なんじゃ、その理由は。子供の話をうんぬんする以前に、貴様の考えがよっぽど子供じみておるではないか」

「……だから言いたくなかったんだ」

「だいたい、貴様は他の女にも手を出しておるくせに、自分は相手を独占したいとは、誠に身勝手な奴やつじゃ。少しは貴様に惚ほれた女の身にもなってほしいものじゃのー」

「あー、うるさいうるさい」

　完全に茶化すモードに入っているゼルスの言葉に、耳を塞ふさいで言い返す。

　一方、ラクシャルは相変わらず肯こう定てい的な笑みをこちらに向けてきている。

「私はヴァイン様のそういうところ、可愛らしくて素敵だと思います♪」

「可愛げ……そう言えなくもないかの。くくっ、弱点を見つけると少しは可愛らしく思えてくるものじゃ。普段からこうであればのう……」

　俺は楽しげに談笑するラクシャルとゼルスに背を向けて、タマラたちが朝食を運んでくるまでひたすらに無言を貫つらぬいた。




　その後、俺の懸け念ねん通りにタマラは人数分のステーキセットを用意してきたのだが、朝食にもかかわらず、俺たちはそれを残さずたいらげた。

　先の話のせいで、『しっかり食って丈じよう夫ぶな体を作らなくては』という意識が俺たち全員にあった──のかどうかは、定かではない。
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　本書を手にとっていただき、ありがとうございます。仁に科しな朝あさ丸まるです。

　二巻の発売からかなり間が空いてしまい、大変お待たせいたしましたが、ここに至るまで応おう援えんしてくださった方かた々がたのおかげで、三巻を発売することができました。

　また、非常にご好評いただいております、ＴＡＫＴＯ先生によるコミカライズ版の単行本第一巻とも同時発売となりました。

　本書とコミカライズ版の両方をお買い求めいただいた方を対象としたキャンペーンも実じつ施ししております。

　詳しよう細さいは、帯などの案内をご確認ください。




　さて、今回もあとがき用のページを多めにいただけましたので、例によって、あまりネタバレにならない程度の裏話をしていこうと思います。

　二巻で登場した魔王軍の海上要塞が今回も何度か登場するのですが、私が海上要塞のシーンを書く時にいつも連想するのが、フェリーのことです。

　まだ私が幼かった頃ころ、地元長崎県の島原港からフェリーに乗って熊くま本もとへ旅行に連れて行ってもらったことが何度かあったのですが、これが客の乗用車ごと載のせて出航可能ないわゆるカーフェリーで、かなり大きな船体のものでした。

　甲かん板ぱんから海を見下ろせば「これ落ちたら死ぬやつだわ」と本能的に察知できる高さであり、それでいて潮風と太陽をいっぱいに感じながら海上を行く解放感を味わえる、ドキドキワクワクの特別な時間。

　何より子供心を揺ゆさぶったのは、車で船内に出入りする時のことです。

　船員さんに手際よく右へ左へ中央へと誘ゆう導どうされ、船内スペースにギッチリすし詰づめ状態で積せき載さいされた車が、入港後再び誘導を受けて順次船内から発進していく様に、まるで母艦から出撃するロボットのパイロットになったかのような（車の運転は父でした）気持ちになって、非常に興奮していた覚えがあります。

　この三巻では海上要塞がアレな奴にコレされてあんなことになるのですが、そうなった理由のひとつには、あの時のワクワク感がある。ような気がします。おそらく。

　あと、年一ペースで船から海に落ちる夢を見る時、乗っている船が必ずカーフェリーなのもそのせいです。




　改めまして、読者の皆みな様さまの温かいご支し援えんのおかげで『ＶブイＲアールエロゲー』はめでたく三巻を出すことができました。

　前回のあとがきでも同様のことを申し上げましたが、一つの作品の続刊を出せるのは初めてのことで、大変感激するとともに、それだけ多くの読者の方々に本作を愛していただいているのだと感じ、感謝の思いでいっぱいになります。

　皆様のご期待に応えられるよう、これからも微び力りよくを尽つくして創作に打うち込こんで参りますので、何とぞ、今後ともご支援をいただければと思います。





仁科朝丸
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